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Ⅲ文法

動詞の活用

宮古平良市大神方言の動詞の活用について記

述する。そして，その後で筆者が以前に調査し

たことのある平良市西里，下地町与那覇，来間

島，池間島，水納島の各方言の動詞の活用をも

合わせ示すことにする。来間島，池間島，水納

島の調査はまだ十分とはいえないが，これまで

の調査でみつけえたかぎりの活用形を表示して

参考資料としたい。

…!)鰯

大神方言

1．動詞語形変化の諸形式と活用形

大神方言の動詞ｋａｋｉ.（書く）の語形変化を

示すと，次の通りである。

ｋａｋａ（書こう）ｋａｋａｔｅＸｎ（書かない）

ｋａｋａｂａ（書かば）ｋａｋＹｔｉｋａ（書けば）
Ｏ

ｋａｋＹｂｕｓ､1.ｋａｍ（書きたい）
Ｏ

ａ６ａｄｕｋａｋｉ.（私が書く）kak・ｉｍｎａ
Ｏ

Ｏ

（書くか）ｋａｋ､１．ｐ１.tｕ（書く人）ｐｅＸ
Ｏ

ｐｅ２ｋａｋｉ（早く書け）ｐｅＸｐｅＸｋａｋｉｒａ

（早く書け.′）ｋａｂｌｎｋａｋｉｓ.｢ｔｉ
Ｏ Ｏ

ｊｕｍａｓ.'.（紙に書いて読ます）ｋａｋｉｄｕ
Ｏ

（書いた）ｋａｋＹｔａＹ（書いた）

ｋａｋｉ.〔（書いている）ｋａｋｉｄｕＸＹ（書い
。

ている）ｋａｋｅＸ.!．（書し、てある）

ｋａｋｉｄａｚＹ（書いてある）
０

以上の諸形式中からｋａｋ.I.（書く）の活用形

と考えられるものを抽出すると，次の通りであ

る。活用形の前後の形式はく＞の中にくくる。

志向形ｋａｋａ

未然形ｋａｋａ＜ｔｅＺｎ＞

－９５－
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変化の過渡期にあり，その過渡期の状態にお

いては，分析も他の動詞と同様，一律に行な

えない場合もある。

(2)変化部の頭音が長音の時，換言すれば，不

変化部の末尾音と変化部の頭音が同音である

時，変化部の頭音を〔ｚ〕と表示せず，不変

化部の末尾音と同じ形で表示した。たとえば）

ｕｍｕＸ(思う）は表ではｕｍｕｕと表示してある。

(8)表中の〃記号は最上段のｋａｋＹ（書く）の

変化部に同じという意。－記号は変化部がゼ

ロで，不変化部が直ちに接尾形式に接するこ

とを意味する。△記号は今回の調査でみつけ

えなかったもの。その中には，動詞本来の性

質としてその活用形を有しえないと思われる

ものも含まれている。たとえば，ａＹ（有る）

の志向形等。

活用の型は変化部の違いにより分類してある。

(5)所属動詞とは各々の位置づけてある活用の

型に従って活用するという意で，そこにあげ

てある動詞はいちいち活用させて調査してみ

た結果である。

生形式），各々「継続」「既存」「完了」のア

スペクトをあらわす。

奄美（湯湾）沖縄(瀬底）

基本
kakjun,kakjuihakun

（書く）

継続
（書いている）katJun,katjuihatJin
既存
（書いてある）katj6･Zn,katJ5ZihatjeXn
完了

katjan，katJahatJan
（書いた）

但し，大神方言をも含めて，宮古方言にはこ

のような派生形式は認められない。前記の大神

方言で，ｕ１．（居る）ａ１．（有る）はたまたま

ｋａｋｉ（書いて）と融合しているかのようにみ

えるが，しかし，ｕ､1.．ａ１．が他の動詞の接続形

と結合する場合や，あるいはｋａＭ,．（書いて

いる）が助動詞に接する場合等をみてみると，

ｕ７．ａ.,Pはやはり接続形と完全に融合している

のではなく（従って，一語を形式しているので

はなく），いつでも接続形と分離できるような

ゆるい結合であることがわかる。従って，宮古

方言では派生形式を認めないで，接続形にｕＹ

．ａ１．が結合していると解した方が妥当であるが，

しかし，ここでは奄美沖縄方言との比較上，

あえて「継続」「既存」という形で示しておく。

3．活用形の用例

3１志向形

志向形は次のように用いられる。

;i・XＵｋａｋａ（字を書こう）
Ｏ

ａｇａｐｅｒａ９ｉ（私が行こう）

antaK6aja：Ｏｋａｉｐｅｒａ９ｉ

（私たちの家へ行こう）

p:ｍ：Ｏｋａｉ６ａｐｅｒａｄｉＯ
（人を迎えに行こう）

ａｔａＯｋａｉｋｕＸ９ｉ（明日こよう）

ｕｋｌｎａＺｔａＸＪｉｉｋｉｋｍ９ｉ

（沖縄まで行ってこよう）

２．活用体系

ｋａｋＹ(書く）以外の動詞の活用も調査して，

大神方言の動詞活用を示すと，第１表の通りに

なる。

第１表について，

(1)この表では活用形を変化部と不変化部とに

分析し,表示してある。但し，＆:k:sT(切

る）ｐｍｕＺ（思う）Ｓｍ（死ぬ）ｋ:s､!．
（来る）等のように，必ずしもそう分析され

ていないのもある。これらの動詞の活用型は

－９６－
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第 1 表 官 古 大 神 方 1=1 

分 類|動叶荷~I 志向形
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ｐＴｔｕｎｄｕｔａｎｕｍａｉ.'．（人に頼まれる）
Ｏ

Ｏ

ｐｌ･tｕｎｄｕｔａｓＹｋｉｒａｉＹ（人に助けられる）
Ｏ Ｏ

ｉｎｄｕｆｆａｉ･ｉ（犬にかまれる）
Ｏ

ａ６ａｋＹ９ｋａｉｄｕ６Ｉ：Ｕｋａｋａｉ.I.（私の
Ｏ

着物へぞ字を書かれる。私の着物へ字を書か

れる）

6i､：ｎｕｄｕｋａｋａｉｍ．
Ｏ

（字がぞ書かれている。字を書かれている）

ＹａｓＹｎｉｒａｉ９ｕｓ.!．（親に死なれる）

ｊａｒａ９ｉＯ６ａｍｉｄｕｐａｒａｚｉｕＴＯ

（子供にまで笑われてし､る）

ｕｓ､ｉｋｅＺｒａｓａｉｄｕｓｉ.（押し返えされる）
Ｏ

ｓｏｒａｉｄｕｓｌ
Ｏ

（メリられぞする。メリることができる）

ｍｉｄｕｍｍａｉａＪｉｒａｉｕｌｍｕｎｕｖｖａａｊｉ
Ｏ

ｒａｉｎｎａ（女もできるものを君はできなし､のか）

ｍｉ６ＹｋａＫｍａｉｎｕｍａｉｎｎａ

（水さえ飲めないのか）

umaXnakTnnasj9aXs・ｉｋａｍｆｕｊｕｎｎａ

ｎｕｆｕｋａｍｎａＵｔｉｍａｉａｌａｉ、

（ここは夏は涼しいし，冬はあたたかいし，

なんともといえない）

ｊｕｓａｒａＲｅＸｐｉＪｉｋａｒｉｂａａ：ｒａＤｋａｉｏＯＯ

ｊａｐａｕｔｉｒａｉｎ

（夕方は寒いから外へは出られない）

ｂｉＺｒａｉｄｕｓｌ
Ｏ Ｏ

（酔えられぞする。酔うことができる）

ｋａｋａｉｄｕｓｉ．
｡

（書ｶﾕれぞする。書くことができる）

ｇｌＺｋａｋａｉ６ａｍｉｄｕｓｌ
Ｏ。．

○

（字は書かれまでぞする。

字を書くことができる）

ｊｉｒａｂｉｔａｌｓＹ６ａｇｕｓｓａｉｎＯ

（調べたけれどもわからなし､）

ｕｐｕｋａｒｉｂａｋＴｋａｉｎ
Ｏ

ｋａｍａｎａｌｎｕｊａｍｋａｒｉｂａｋｉＺｊａｊＵｋａ
Ｏ

ｄｉ（頭が痛し､から今日は休もう）
Ｏ

ｔｕｒａｄｉｉｒａ（取ろうね）
Ｏ

ｍａＸｔａｋｉｆｆａＵｋａｒａ

（一緒に草を刈ろう）

kai.；ａｉｋ③（刈りに行こう）

文中の動作主の意志を表わす場合にも志向形

は用いられる。共通語の（～するつもり）にほ

ぼ相当する。
■●●●●●

ｋａｒｉ６ａ９ｕｋａｋａｄｉａｌ『ｉｎｔａｌＯ

（彼が書くと言ってし､た）

ｕｔｕｔａＸｉｋＹｄｕｋｕＺｄｉｋａｉｒａ
－０ ０

（弟たちはし､つ来るつもりかしら）

ｖｖａＺｉｋａｄｉｉｋａｔｅＺｎ
Ｏ

（君は行くつもりか行かないか）

ｋａｋａｄｉｍａｉａＪｉｎ（書こうともしない）
Ｏ

ａＩｎｍａｉｉｋａｄｉａＪｉｂａｖｖａｍａｉｋｕＸ
ＯＯ

（私も行くつもりだから君も来ﾚ､）

また，次のような用法もある。

ｍｉ：gｉ９ｏＸ（見るぞお）
ａ６ａｔｕｒａｄｉｉｒａ（私が取るよ）

Ｏ

ｖｖａ６ａｔｕｒａｄｉ（君が取るべきだ）
。

３．２未然形

１）ｓＹ（せる，使役）ｓＹｍｉ.,．（しめる，使

役）に接する。

ｇ１ｍＪｕｍａｓＹ（字を読ませる）
｡．．、

５１.Ｘｊｕｍａｓｌ鶴mii.（字を読ましめる）

mｍａ６ａｎ９ｕｋａｋａｊｉ（孫に書かせる）
ｕｔｕｔｕｎｋａｋａＪｉ（弟に書かせ）

ｂｉＸｂａｓａＸｒｉｋｉＺｎｉｖｖａｓａｄｉ
ＯＯ Ｏ

（酔えばつれてし､ってねかせよう）

２）ｉｌ（れる，受身・可能）ｒａｉｉｒ（られる，

受身・可能）に接する。ｉＹ・ｒａｉＹは時には

ｉ・ｒａｉと末尾のＹが脱落する場合もある。

－９８－
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nａＵｂａＪｉａＪｉｂａｍａｉｖｖａ６ａｊｉＸｒｉ
Ｏ

ｔｉ（どうしよう)<)ﾐ君の勝手だ）

ｐｅＸｐｅＸｕｋｉｂａｍａｉｋａｋｅＸｎ
Ｏ

（早く起きても間に合わなv､）

ｂｉＺｂａｓａＺｒｉｋｉＺｎｉｖｖａｓａｄｉ
ＯＯＯ

（酔えばつれてし､ってねかせよう）

ａ６ａｋａｋａｂａｖｖａｎａＵｊａｒｅ：

（私が書くから君はいいよ）

（大きければ使えない）

ｋａｒｉ６ａｋｉＭｔｉｋａｓｓａｉｄＵｓＹ
ＯＯＯ Ｏ

（彼が来ｵＷざ知らｵ1/ぞする。彼が来ｵlばｵﾌかる）

３）、（ない，否定）ｔｅＸｎ（ない，否定）

に接する。

ａｒａＺｋａｋａｔｅＸｎ（私は書かない）

ｋａＥｉｊｕＺ・ｉ（またはｎＪｉ）ｐａｔａｒａｋｌ

ｐｌｔａＸｍｉＺｎ（彼のように働く人はみない。
Ｏ

彼のように働く人はし､ない）

karexsjiYsY6a9unaraJeXfiXn
（彼は知っていながら教えてくれない）

ｎｎａＸｍａ６ａｍｉｍａｋＹｊｉｂａｍａｉｋｕＸｎ
Ｏ

（今まで待って〈も来ない）

ｊｕｒｕｓａｔｅＺｎ（許さない）

ｖｖａｍａｉｋａＸｔｅＸｎ（君も買わない）

ｋａｒｅＺｊａＸｎｎａｍｉＺｎｐｅＺｍ

（彼は家にいないかしら）

ｋａｒｅＸｉｋａｔｅＺｎｐｅＸｍ

（彼は行かないかしら）

ｖｖａｉｋａｔｅＺｎ（君は行かない）

ｉｍｋａｉｉｋｉｍｌＺｒｕｊｕｒｕＪｅＸｕｋａｔｅＸｎ

（海へ行ってみろ，許してはおかないから）

ｔｕｒａｔｅＸｎｔｉａｌｒｉｂａｍａｉｄｕｔｕｒｉ
Ｏ Ｏ

ｕＹ（取らないと言ったけれども取ってし､る）
て己

ａｒａｘｂｉｘｎ（私は酔わなし､）
Ｏ

ｐａｓｓａｍｋｎａｔａｔｅＺｎ（いいえ，待たない）

ａｒａＸｕｍａｎｎａｕｒａｔｅＸｎ(私はここにいない）

4）ｍａｉ．（お～になる，尊敬）に接する

ｋａｋａｍａＹ（お書きになる）

３４条形形２

Ｗａ；ａｋａｋｌｌｉｋａｋａｒｉ５ａ９ｕｊｕｍＯＯ

（あなたが書けば，彼ｶﾖ読む）

ｋａｍａＤｋａｉｉｋｌｔｉｋａ、1.ａｉＹ
ＯＯ

（向こうへ行ったら叱られる）

ｕｔｕｔｕｊａｒａｂａｍａｉｕＸｔＴｋａｓａＸｒｉ
ＯＯ

ｋｕＺ（弟でもいたらつれてこし､）
●ｐ

ｎｎａｍａｔａｋ１ｔｉｋａｋａｋｅｌｄｕｓ･ｌＰ
ＯＯ Ｏ

（今立てば間に合うよ）

ka『ｉ６．ｋ:S：ｔ8k.…Ⅲ｡．］Ｏ

（彼が来るとわかる）

ａｍｉｎｕｆｕｘｔｉｋａｊａｐａｍ
Ｏ

（雨が降ると休む）

ｕｒｉ６ａｊｕｍｔｉｋａａ６ａｄｕｋａｋＹ
Ｏ Ｏ

（これが読tfと私が書く）

ｂｉＺｔｉｋａｎｉｌｄｕｓｉ （酔うとねる）
０ ０ ０

３５連用形

1）助動詞Bus・IFkam（たい，願望）
●●

kｕｒｉｋａｍ（にいく，困難）ｊａＸｓｌｋａｍ

(やすい，容易）等へ接する。

bｉＺｂｕｓｌｋａｍ（酔いたい）
ＯＯ

ｂｉ：ｍｉ：bus・I･kam（酔ってみたい）
ＯＯ

ｋａｒｅＺｔｕＹｋｕｒｉｋａｍ（あれは取りにくし、）

ｋａｍａｋａｒａｕｍａＯｋａｉｊａｋＴｓＴｋｕｒｉ
ＯＯ

ｋａ、（向うからここへは来にくし､）

条件形ｌ

ｋａｋａｂａｖｖａｊｕｍｉ
Ｏ

（私が書かば，君は読みなさＶ､）

ｋａｋａｂａｖｖａｍｉＸｒｕ
Ｏ

（私が書いたら，君は見なさv､）

3.3

ｏ

ａｇａ

Ｏ

ａｇａ

－９９－
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ｏ・ｏ

ｇｌＺｕｋａｋＴｂｕｓ､1.ｋａｍ（字を書きたし、）
’Ｏ

ｋａｎｕｋｉＸｎｕｍｔａｔｕ､1．ｊａＸｓＹｋａｍ

（あの木の実は取りやすい）

ｕｍａ／ＯｋａｉｊａｋＹｓ､1．ｊａＸｓ･ｆｋａｍに
００

こへは来やすし､）

2）pa6､fｍｒｉ（始める）ｇａｐｋｈ.（上手）
等へ接する。

９１：ｕｄｐｋａｋｉ・pa6YmiY（字を書き
ＣＯ．

Ｏ

はじめる）

tuY､gau6･ｆ（取り上手）
kakY9au6､ｉ（書き上手）
３）「連用形十．ｕ＋ｓｉ･」の形でよく文末に

ｏ

用いられる。ｓ､ｉ（する）は補助動詞と解され

るｏ

ｍｍｅｊａｇａｔｉｋＹｓ､１．．ｕｓ.]｢（もうやが
０００

て来る）

ｕｉ・ｄｕｓＹ（居りぞする。いますよ）
O

kanuk･iXnumtaUbatu､1.ｄｕ
Ｏ Ｏ

ｓｉ．（あの木の実を取りぞする。あの木の実を

取ることができる）

ｋａｒｉｋａＸｊａｔｉｋａａｍｍａｌａｓＹ

gｕｓＹ（あれぐらいであれば，私もしぞする。

私もできる）

ｕｍａｎｎａａ,ｉｄｕｓ.,．（ここにありぞす
Ｏ

る。ここにある）

ｓｒ（する）はまた補助動詞として文中にも

用いられる。

、、ａ:ｍａ６ａｍｉｍａｋｌＪｉｂａｍａｉ
Ｏ

ｋｕｇｎ（今まで待ちせぱまい来なし､。今まで

待っても来ない）

４）化：｡（ながら)；ａ(に）等の助詞に接す

るＣ

ａ・fｋＹＪｅＸｎｊｕｍｉ（歩きながら読め）
Ｏ

ｋａ・ｉｇａｉｋａ（ﾒⅡりに行こう）

３．６終止形１，終止形２

宮古方言には，奄美方言と同様，終止形に二

つの形が用いられている。大神方言も例外でな

く，たとえば「書く」にｋａｋＹ，ｋａｋＹｍ両形

あらわれる。奄美方言では両者に意味上の相違

を認めることができるが，大神方言ではその違

いを明確になしえなかったo=但し，用法上にお

ける次の－点のみは明確に区別されているよう

にみうけられた。すなわち，ｋａｋ,1.ｍの形は常

に「疑問」あるいは「問い」の文中で用いられ

るということである。但し，形容詞の場合は必

ずしもそうでない。たとえば；ｔａｋａｋａＹ，

'ａｋａｋａｍ（高い)は両形とも平叙文の中で用

いられる。

ｕｎｕｓａｋｅ：ｔａｋａｋａ.I．（この酒は高い）

ｕｐｕｓａｋｅＸｔａｋａｋａｍ（この瀝は高い）

形容詞の場合はむしろ－ｍ語尾の形がよく用い

られる。

ｉｒｕＺｋａｋｉｋａｍ（ｋｉｔＪｉｋｉｋａｍ）

（色がきれい）
Ｏ

ｋａｎＵｐｌｔａＸｍａＸｎｕａｐａｒａｇｉｋａｍ
Ｏ

ｐａ；.,.（あの人は大変美しいはず）

ｔｓＹ：ｋａｍｄｏ：（強いぞ）
０

０．ｏ

ｊｕｋａ：ｔａ９ｕｇｌｕｋａｋｉｐｕｋａｒ

ｉｋａｍ（休まずに字を書いてきつい）

以下駅動詞の用例を示すｂ

終止形，

ｕｒｉ６ａｊｕｍｔｉｋａａ６ａ９ｕｋａｋＹ
（これが読むと私が書く）

ｐ・ｉｔａＯｋｉａｓ.,.：.】．（浜で遊ぶ）
Ｏ

ｓａｋｉｂａＸｊｕＸｎｕｍｓＴｇａｄｕｊｕＸ
Ｏ Ｏ

ｐａｔａｒａｋ.,．（酒はよく飲むけれどよく働く）

ｋａｎｕｐｌｔａＺｂｉＸｋａｒａｄｕｎｉｖｖ
Ｏ Ｏ Ｏ

（あの人は酔ってからねる）

ｐＹｔｕ：ｍａｋ．,．（人を待つ）
０
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ｎｔｉｎｔａｎｄｕａｉ．（どれどこにあるの）
Ｏ

ｕｔｕｔｕｔａ：ｊａＸｎｄｕｕｉ.（弟たちは家
Ｏ

にし､る）

●●

ｕｐｕｐｌｔｕｍａｌｌｍｌｐ８ｔｕｍａｉＯ

ｕｐＵ：ｓａｕ.,．（大人も子供もたくさんいる）

tｆＤｋａｒａｄｕｕｔｉｋＹｓＹ（天から落ち
Ｏ○

てくる）

ｐａｋｕｋｉ：Ｊｉｄｕｋｕｆｆ（箱は木でつ
Ｃ Ｏ

くる）

ｋｉＸｎｕｊｕｄａｎｕｄｕｓａｒｉＹ（木の
００

枝が枯れる）

ｍｅＸｋｕｎｄｕｍｍａｒｉｉ.（宮古で生れる）
Ｏ

ｕｎｕｌｕｎａｕｎｕｐｕｓａｂａｋａ･１．ｄｕ
ＯＯ

ａｓ.,、ｋａｉｒａ：（この魚はどのく゛らいばか

りぞするのかしら）

ｋａｍａｎａ１ｓａ（向うにあるよ）

ｋａｒｉ６ａｔａｆｕｋｅＸｎｕｋｕ､１．６umata

（彼がだけ残るのか）

mｍｅｊａ６ａｔｉｔｕｂＹ６ｕｍａｔａ（もうや
Ｏ

がて飛ぶよ）

ｖｖａ６ａｄｕｔｕＹ６ｕｍａｔａ（君が取るべ
Ｏ

きだ）

ａｒａ：ｋａｍａＤｋａｉｉｋＹ６ｕｍａｔａ（私

は向うへ行くべきだ）

終止形２
０．．

ｖｖａｇｌＸｕｂａｋａｋｉ､ｍｎａ（あjirたは
｡

字をぱ書くか）

６ｉＸＵｋａＭｍ（字を書くか）

ｋａｍａｋａｒａｋＷｆｍｕｎｕｐ：ｔｕＯ

（向うから来るものは人だ）

ｋ③ｍ③ｋ③ｒｏｋ・砧.1.ｍu､Ⅲｐ：ｔｐＯ

ｐｅ：ｍｉｒａ（向うから来るものは人かしら）

Ｙａ；ａａＹＸｋａｎｅ：ａｓＳｕ(親の言うと

おりにしなさい）

k・ik､１．＄ロロロコ；ａＹｋ、ｐａｔａｒａｋｉ、
００

（月の上がるか働く）
Ｏ

ｋａｒｉｇａｔｕｍｉｉ、ｍｕｎａＸｎｔｉｋａ

ｉｒａ（彼がさがしているものはどれかしら）

２）、ａ（禁止）に接する。
ｏ･o

ｕｍａＯｇｌＸｕｋａｋＹｎａ（ここに字を書

くな）

ｂｉ：.,、ｐＹｔａＸｎｕｍｎａ（酔う人は飲むな）
ＯＯ

ｂｉＸ.,．、ａ（ＲｉＸｎｎａ）（酔うな）０

３．８命令形１，命令形２

命令形も二つの形が用いられる。「書け」を

例にとると，ｋａｋｉ，ｋａｋｉｒａ両形用いられ

る。前者は普通の命令であり，後者は強い調子

の命令を表わすｂ

命令形ｌ

ｐｅＸｐｅ：ｋａｋｉ（早く書け）

ｌａｔｕｍａ：ｔａｋｊｉｋｉ（親と一緒に行け）

ａ・ｆｋ.,、JｅＸｎｊｕｍｉ（歩きながら読め）

ｂｉ：ｓＹｔｉｊａ：Oｋａｉｐｅｒｉ（酔ってか
Ｏ Ｏ

ら家へ帰れ）

ｏ･･

ｇ１Ｘｕｋａｋｉｉｋｉ（字を書いてし、け）

.,.ａ；ａａ･fXkapex…ロ（親の言うと

おりにしなさい）
ｏ

ｋａｎｕｖｖａＸｍａｓａｋａＤｋａＤｇａｉａｓｓｕ

（あのね，君はよく考えてしなさい）

ａｊＪｉｂａｄｕｓａｍｍｉｎｎａＪｉ（だから
００

用心しろ）

ｕｍａＯｋａｉｋｕＺ（ここへ来い）

3.7連体形

1）体言に接する。

ｋａｋ･'、ｐＹｔｕＺｔｕｍｉｋｕＸ（書く人をさが
Ｏ

してこし､）

ｋａｒｉｊｕＷｐａｔａｒａｋ､１．ｐ：ｔａ：

ｍｉＸｎ（彼のように働く人はいない）
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ｕｔｕｔｕｊａｒａｂａｍａＩｕＸｔｉｋａ
ＯＯ

ｓａＸｒｉｋｕ：（弟でもいたらつれてこし､）

vｖａｍａｉｋｕＺ（君も来い）

ｉｍｋａｉｉｋｉｍｉＸｒｕｊｕｒｕＪｅ２ｕｋａ

ｔｅＸｎ（海へ行ってみろ，許してはおかない）

命令形２

ｐｅＸｐｅＸｋａｋｉｒａ（早く書け！）

ｖｖａｍａｉｋｕＸｒａ（君も来い！）

Ｙａ６ａａ･ｆＸｋａｐｅ：ａ＆＆ｐｒａ（親の言

う通りしろ！）

ｋａｍ（休まずに字を書いてきつい）

ｉｍｋａｉｉｋｉｍｉＸｒｕｊｕｒｕＪｅ：ｕｋａ

ｔｅ：、（海へ行ってみろ，許してはおかない。

ｊｕｒｕＪｅ：は接続形ｊｕｒｕＪｉに係助詞ｊａ

(は）の融合したもの）

ｋａ『ｅ：＄ｊｉＹ・Ｘ６ａ９ｐロ。『ａＪｅ：
ｆｉＸｎ（彼は知っていながら教えてはくれなしｂ

ｎａｒａＪｅ：も接続形ｎａｒａＪｉに係助詞ｊａ

（は）の融合したもの）

次に，ｓＷｉの接した用例は次の通り。なお，
Ｏ

Ｓ､1.ｔｉはＪｉｔｉとなる場合もある。
Ｏ Ｏ

ｋａｂｉ・ｐｋａｋｉｓ：ｔｉ（Ｊ８Ｉｉ）ｋａｒｉＯ

ｎｊｕｍａｓａ９ｉ（紙に書いて彼に読ませよ
う）

ｆｕＪｊｉｔｉａｋａｒｉｓ､１.ｔｉｔｉｄｕｕ､１．
０ ０ ０

（降って晴れてとぞいj:５．降ったり晴れたりし

ている）

ｉｋｉｓ.】・ｔｉ（Ｊ８ｔｉ）ｋＹＪｉｊ８ｔｉ（行０ ０

って来て。行ったり来たり）

biXs・Bti（ｊ８ｔｉ）ｊａ：Ｄｋａｉｐｅｒｌｏ

（酔ってから家へ帰りなさし､）

;i､：Ｕｋａｋｉ。.:tｉ（ｊ８ｔｉ）ｉｋ.'.（字
を書いて行く）

大神方言の接続形ｋａｋｉ（書いて）が国語の

どの形式に対応するのか，たとえば「書き」に

対応するのか，「書きて」の変化したものであ

るのか検討を要する。今のところこれは国語の

「書き」に対応するものと解される。

大神方言の場合，ｋａｋｉが（～して）の意を

強めるためｔｉ（て）を必要とする場合，必ず補

助動詞ｓ､,Ｐ（する）を介してｔｉに接しているこ

とは接続形の用例のところでみた漏りである。

一方，補助動詞のｓ､,．（する)は連用形の用例の

項で示したように，「連用形十９ｕ＋ｓＹ」の形

でもよく用いられる。ｋａｋＹｄｕｓ･1．（書き
０

３．９接続形

接続形はｓＹｔｉ（して）に接しなくても，（～
Ｏ

して）の意を表わすが，ｓ､ｆｔｉがつくと（～し
Ｏ

て）の意が強調されるとし､う報告を受けた。

ｔｉＤｋａｒａｄｕｕｔｉｋＹｓｉ．（天からぞ蕗
｡。

ちてくる）

ｕｔｕｔｕｊａｒａｂａｍａｉｕＺｔｉｋａ
ＯＯ

ｓａＸｒｉｋｕＺ（弟でもし､たらつれて来い）

ｕｋｉ・ｎａＸｔａＸＪｉｉｋｉｋｕＸｄｉ（沖縄ま
Ｏ

で行ってこよう）
Ｏ

ｋａｎｕｖｖａｍａｓａｋａＤｋａＯｇａｉａｓｓｕ

（あのね，君はよく考えてしなさい）

ｔｕｒｉｄｕｕｌｄｏＸ（取っているぞう）
ＯＯ

ｋａｋｉｄｕｕ､1．ｄｏＸ（書いているぞう）
ＯＯ

ｂｉＸｄｕｎａＵｍａｉＳｉ､ｓａｄａｔａｍ
ＯＯＯＯ

（酔ってぞjirにも知らなかった）

ｋａｎｕｐｌｔａＸｂｉＸｄｕｋａｉｒｉｔａＹ
ＯＯＯ

（あの人は酔ってぞひっくりかえった）

ｂｉＸｍｉＸｂｕｓＹｋａｍ（酔ってみたい）
００

ｋ.ｆｎｕ：ｂｉＺｄｕｓ・ｉｔａ､1.（昨日は酔って
０ ０

しまった）
Ｏ

ｍａｔｉｇａｍｉｄｕｕ.,？（待ってまでぞいる）
。

。．、

ｇｌｘｕｋａｋｊｉｋｉ（字を書いてし、け）
。．．

ｊｕｋａｉｔａ９ｕｇｌ：Ukakibukari-O
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ぞする)。また，ｄｕ（ぞ）を介さなくとも次の
Ｏ

ように直ちに連用係を承ける場合《もある。

ｎｎａＺｍａｇａｍｉｍａｋＴＪｉｂａｍａｉ
Ｏ

ｋｕ：、（今まで待ちせぱまし､来ない。今まで待

っても来ない）この場合連用形ｍａｋＹは(待っ

て）と訳せる。

以上の例からもわかる涌り,補助動詞ｓＹは

ｋａｋｉ，ｋａｋ､１.両方承けえる。この事実は次の

ような解釈を成り立たせる。

すなわち，大神方言の接続形ｋａｋｉも連用形

ｋａｋＹも国語の「書き」に対応する。そして，

国語の連用形の中止法・連用法は当方言の接続

形ｋａｋｉとして用いられ，その他の用法は当方

言の音韻変化を受けて連用形ｋａｋＹとなって用

いられた。

国語大神方言

しかし，これが文中で用いられると，末尾の

ｄｕは脱落する。代りに必ずｄｕ（ぞ）を有する
。 Ｏ

文中で用いられる。
Ｏ

ｋａｒｉｇａ９ｕ・ｉｋａｄｉａ・iｒｉ（彼がぞＯ

行こうと言った）

ｕｔｕｔｕ：ｄｕＭＪｉ（おとといぞ来た）
Ｏ Ｏ

Ｏｏｏ

ｋＹｎｕｄｕａｒａｇｎ：,Ｕ９ｕｋａｋｉ（昨Ｏ

日ぞ私は字をぞ書いた）

ｋ・fｎｕｄｕｐａｔａｒａｋｉ（昨日ぞ働いた）
０

ｋ.fｎｕｄｕｉｋｉ（昨日ぞ行った）
。

但し，文中でも次のように用いられる場合が

ある。

ｍｍｅｕｋｉｄｕ（もう起きた）
○

３．１１過去形２

過去形２はｔａｉ．（た）に接するものである。

ＪｉｒａｂｉｔａＹｓｉ・ｇａ９ｕｓｓａｉｎＯ

（調べたけれどもわからjfleﾚ､）

ｌｍｉ：ｄｕｍｉ：ｔａ１ｐｅＸｍ（夢を見たの
○

かしら）

ｕｍａｎｄｕａｒｌｔａ.,．（ここにあった）
Ｏ

ｕｍａＯｋａｉｄｕｋ､1.ｓ１．ｔａｉ．（ここへぞ
ＯＯＯ

来た）

ｊａｍａｔｕＯｋａｉｊａｂａｋａｋａｌｋｅｄｕ
Ｏ Ｏ

ｉｋ､１．ｔａ・ｆ（大和（内地）へは若し､時ぞ行っ

た）

ｔｕ；Ｙｐｐｄｐｋ.n.ｐｐｆｐｐｉｋ…
Ｏ

ｕｋ・ｆｎａ：ｐｅｉ・ｔａｉ．（妻がぞ昨日舟から沖

縄へ行った）

ｕｋＹｎａＺｋａｒａｄｕｋｉ・ｓｉ、ｔａ・ｆ（沖縄
００

からぞ来た）

￣￣￣ ￣￣

｢書き｣(珪鱸:法二二蒙鴬:!；
このような通時的観点から活用形を命名する

ならば；ｋａｋｉを「連用形１」，ｋａｋｉ､を「連

用形２」とすることもできる。

そして，次の用例なども連用形と接続形の深

い関連を示す１例といえよう。

ｋａｎｕｐ・ｆｔａｘｂｉＸｕｎｕｐｉ､ｔａＸ

ｎｉｖｖｉｕ.,．（あの人は酔って（酔い），こ

の人はねている）

「継続」「既存」の形式もこの接続形にｕ・'．

（居る）ａＹ（有る）が接して成立している。

３．１０過去形１

過去形’はｇｕに接する。過去形’は単語の
レベルでは必ずｄｕを伴う。

Ｏ

ｋａｋｉｄｕ（書いた）ｋｕ；ｉ９ｕ（槽し＼だ）Ｏ

ｕＪｉｄｕ（押した）ａＪｉｄｕ（した）
０ ０，

ｍｉＸｄｕ（見た）ｋ､:Jｉ９ｕ（来た）。

３．１２継続１

継続１は接続形にｕ・].（居る)が結合してできて

いるが，結合の際ｕ､,,のｕは脱落する傾向があ
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ろ。また，ｋａＭ.,．（書いている）の他に，終

止形同様，ｋａｋｉＴｍ（書いている）の形も予

想されうるが未確認である。

なお，ｓｉ.k､1.ｓ.'．（切る）においてs1.k.1.ｒｉＹ
ＯＯ Ｏ

となるべきものがｓ､1.ｋ.1.Ｊｉ､,．となっているの
００

は，この動詞が活用の型の変化の過渡期|こあた

るためである。

6.1.：ｕｔｅＸｐｄｐｋａｋｉ,１．（字をだけぞ
Ｏ

書いている。字だけ書いている）
Ｏ

ｋａｒｅ：９.ｆｘｕｄｕｋａｋｉｉ.（彼は字をぞ
。

書し､てし､る）

ｎｎａｍａｄｕｆｆａＵｔｕｒｉ.'．（今ぞ草を取
。

ってし､る。今草を取っている）

ｆｆａＵｄｕｔｕｒｉＹｔａＹｊａＸ（草をぞ
Ｏ

取ってし､たれ。草を取ってし､たんだなあ）

ｋａｒｅＸｓＪｉＴｓ･ｆ６ａ９ｕｐａｒａＪｅ：
ｆｉＸｎ（彼は知っていながらぞ教えてくれな

い）

juka：。ａｄｐ６ＹＸｕｋａｋｉＸｒｉ
ＯＯ

ｂｕｋａｒｉｋａｍ（休まずに字を書いているので
Ｏ

きつし､）

ｔｕｉ、ｎＪｉｄｕｔｕｂⅣ（鳥のようにぞ飛ん
｡

でし､る）

・ｉａｎＪｉｄｕｎｉｔｉｊｕＸ.,．（親のようにぞ
Ｏ

似てし､る。親に似ている）

ｍｉ６Ｙｔｅ：ｐｄｕｐｕｍｉＸｉ･(水ばかりぞ飲
Ｏ

んでし､る）

ａｒａｉｊｕＺＹ（洗っている）

ｆｆａｉｊｕｗ（食べている）

ｋａｎｕｐＴｔａＸｂｉＸｕｎｕｐＹｔａＸ
Ｏ Ｏ Ｏ

ｎｉｖｖｉｕ.,.（あの人は酔い，この人はねてい

る）

してできているものである。

mｍｅｕｋｉｄｕＷ（もう起きている）
Ｏ

ｖｖａＸｂｉ：ｄｕｕｉ．（君は酔っている）
ＯＯ

ｎＸｂｉＸｄｕｕ.'．（はい，酔ってし､る）
ｏＯ

なお，ｕｋｉｄｕ：､1.ｍ（起きている）の形も子
Ｏ

想されるが未確認である。

３．１４既存１，既存２

既存ｒ既存２は接続形にａ.'．（有る）

ｇｕａ.,.（ぞある）が結合してできているもので

ある。

既存ｌ
ｏ．．

９１：ｕｋａｋｅＸ.'．（字を書いてある）

既存２
０．．

９１：Ｕｋａｋｉｄａ：.'．（字を書いてある）
Ｏ

ｕｍａｎｄｕａｒｉｄａＸ.'.（ここIこぞある）
Ｏ Ｏ

なお，ｋａｋｅＸ,1.ｍ（書いてある）

ｋａｋｉｄａ：Ｙｍ（書いてある）の形も予想され
Ｏ

るが未確認である。

4．活用の分類

活用の型は変化部の違いによって分類してあ

る。実際には，志向形から接続形までの変化部

に着目すれば分類は十分に行なえる。

４．１１．１類

１．１類はｋａｋ.'．（書く）に代表されるもので

志向形から接続形までの変化部が〔ａ，ａ，ａ，

１，，，，，，，，，，，，，ｒａ，ｉ〕となる動詞類

である。しかし，その中でも多少変化している

ものがある。ｕ､,.（居る）は条件形２がｕになっ

ているが，これは．fの変化したものである。ま

た，過去形１は見い出しえず，過去形２では語

幹が直ちに接尾形式に棒していくｕｔａ.,．（い

た）と，時には語尾があらわれるｕ､１．ｔａ.,．

（いた）両形が見い出された。その他に，継続

３．１３継続２

継続２は接続形にｇｕｕ.Ｉ（ぞいる）が結合
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の形も見い出しえなかった。ａ１．(有る）は志向

形・未然形・条件形１．命令形が用いられなし】･

過去形・継続についてはｕ､,．（居る）と同様で

ある。ｓ､１．ｋ.1.ｓ.,．（切る）は不変化部末尾音の
ＯＯ

ｒがｓに変化する過渡期の姿，し､わぱラ行四段

がサ行四段へ移行するような過渡期の姿を示し

ている。ｊｕｍ（読む）ｎｉｖｖ（眠る）ｐａｒａｕ

（笑う）では条件形２.連用形・終止形・連体

形等の語尾がそれぞれ、．ｖ・ｕとなっている

が，これらは本来それぞれ、.,.．ｖ,1...,.である

ものが、.【→、，Ｗ→ｖ，.,､→ｕとなったた

めであろう。ｕｍｕ：（思う）についてもｐａｒａｕ

（笑う）と同様に解される。

Ｌ１類は文語の四段活用に相当する動詞がほ

ぼ属している。

ｋ,1.ｓ.,．（着る）は志向形・未然形・条件形１
０

.命令形でＩ類的であり，その他では１類的で

ある。

ｓＹｍ（死ぬ）の活用は多少複雑で，Ｉ類的な

面とⅢ類的な面を有すると共に，いわゆるナ行

変格活用の活用形が変化したようなものもあら

われてくる。まず，志向形・未然形・条件形１

・命令形はⅢ類的である。条件形２．連用形・

接続形・過去形l等は，いわゆるナ行変格活用

の活用形「死ぬる」が変化したものと解される。

すなわち，「死ぬる」の不変化部の末尾音ｒが

ｓに変化し，それとともにその直前の母音ｕも

ａに変化したものと解される。命令形もあるい

はナ行変格活用の活用形が変化したものなのか

も知れない。その他の活用形はＩ類的である｡.

４．４Ⅲ類

Ｉ類はｕｋｉＹ（受ける）に代表されるもので

変化部が〔ｉ，ｉ，ｉ，ｉＹ，ＩＹ，ｉｉ.，ｉｉ.ｍ，Ｗ，

ｉｒｕ，ｉｒｕｒａ，ｉ〕となる動詞類である。

ｍｉＸｉ.（見る）の変化部に長音が含まれている

のは，これが２拍動詞であるためである。

Ⅲ類はＩ類とは活用の型が明確に区別さ礼

文語の上一段・上二段・下二段に相当する動詞

が属する。宮古方言では文語の四段活用系動詞

と上一・上二ｈ下二段活用系動詞とは活用の型

で明確に区別される。

４．２１２類

Ｌ２類はＬ１類とほぼ同じであるが,命令形２

で異なっている。１．１類の命令形２語尾ｉｒａ

がなぜ１．２類では.ｉｒａ，ｕｒａとなるのか,音韻

現象では説明できないものである。

１．２類は国語のサ行四段活用に相当する動詞

がほぼ属する。

４．３１類

Ｈ類は概して言うならば；Ｉ類の活用型と次

のＩ類の活用型との混滑型ともいうべきもので

ある。

ａｓ.,.（する）は国語ではサ行変格活用である

が，当方言では志向形・未然形・条件形１では

Ⅲ類的であり，その他ではＩ類的である。

ｍａ６ｗ（混ぜる。その変化部．fは長音でな

く明確にＹが発音される）も志向形・条件形２

・連用形等ではⅢ類的であり，その他では１類

的である。

４．５１V類

Ⅳ類は力行変格活用に相当する動詞もこれ

は当方言でも変格活用型である。不変化部に

k・iｓ（ｋ､1.Ｊ）があらわれるが，これは，ｋｏｒＺ
ＯＯ

（き）→ｋＹｓ．,.と変化したためである。志向形

・未然形・条件形・命令形がｋＹｓ不変化部を軸

として成立するようになると，この動詞も１類

－１０５－

Hosei University Repository



的にならないとも限らない。

ｋａｋａｉＹｐ：ｔｕ（書かれる人）

3）、（ない）ｄ５ａｘｎ（ない）へ接する。

ｄｚＹＸｋａｋａｎ（字を書かない）

ｋａｋａｄ５ａＸｎ（書かない）

ｋａｋｉ・ｋａｋａｋａｎｋａｓｓＹｓａｉｎ

（書くか書かないかわからない）

ｋａｋａｎｓＹｇａｋａｋＺｌｓ８ｋｊａＸ

ｋａｋａｉｄｕｓｓ.'．（書かないが書けば書く

ことができる）

ｎｎｊａｋａｋａｄ５ａｘｎ（もう書かない）

ｋａｎｕｐ３ｔｏＸｋａｋａｄａｎａｐｌｌｔａｌ

（あの人は書かずに行った）

平良市西里方言

１動詞活用体系

大神方言の記述方法に準じて，西里方言の動

詞の活用を示すと，第２表の通りである。

「既存」等の形が示されていないのは未確認の

ためである。

２活用形の用例

2.1志向形

志向形の用例は次の通り

ｂａｇａｋａｋａｄｉ（私が書こう）

ｄｚＹＸｋａｋａ（字を書こう）

ｖｖａｉｔｓＹｋａｋａｄｉｇａ（君はいつ書く

のか）

2.3条件形ｌ

ｄｚＹＫｋａｋａｂａｍｉ：ｒｕ（字を書かぱ見

なさい）

2.4条件形２

ｖｖａｇａｋａｋｉｂａｄｕｋａｇｉ：ｔＪａ

ｋａｋａｉ､1.（あなたが書けばぞきれいに書ける）

ｐｊａ：ｐｊａＸｔｉｋａｋｉｂａｄｕｄｚｏＸｋａ

(早く書けばぞよい。早く書くとよい）

ｊａｍａｋａｓａｋａｋｉｂａｄｕｄｚｏＸｋａ.ｆ

（多く書けばぞよい）

２．２未然形

用例は次の踊り。

１）ｓ・ｆ（せる）ｓｉ､ｍｉ.,．（しめる）に接する。

ｕｔｕｔｕｎｋａｋａｓ.'．（弟に書かせる）

ｕｔｕｔｕｎｋａｋａＪｉ（弟に書かせ）

ｕｋｉｓＴｍｉＹ（受けしめる）

２）ｒｉ･f（ｉｆ）（れる）ｒａｉＹ（られる）に接

する。

ｖｖａｇａｋａｋｉｂａｄｕｋａｇｉＸｔｊａ

ｋａｋａｉＹ（あなたが書けばきれいに書かれ

る。きれいに書ける）

ｋａｋａｒｉＹ（書かれる）

ｕｋｉｒａｉ.,．（起きられる）

ｋａｋ,１．ｔｓ・fｋａＸｋａｋａｉｄｕｓＹ（書け
００

ぱ書かれぞする。書けば書くことができる）

ｋａｋａｉｎ（書かれない）

2.5条件形３

ｋａｋ､８ｔｓＸｋａＸｋａｋａｉｄｕｓ.n.（書け

ば書くことができる）

ａｄｚａｇａｋａｋＪｔｓＪｋａＸｂａｍｍａｉ

ｋａｋＹｄｕｓ､ｆ（兄さんが書けば私も書く）

ｋａｋａｎｓＹｇａｋａｋｌＪｉｔｓ８ｋｊａ：

ｋａｋａｉｄｕｓｓＴ（書かないが書けば書く

ことができる）
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２．６連用形

ｋｊｕＸｋａｒａｋａｋｉｒｐａｄｚ､1.ｍｉ､1.（今日か

ら書きはじめる）

ｋａｋ・ｆｂｕｓＹｍｕｎｕ（書きたい）

ｋａＭｂｕｓ､fｍｕｎｕｄａｒａＸ（書きたいだ

ろう）

ａｄｚａｇａｋａｋＺｔｓＹｋａ：ｂａｍｍａｉ

ｋａｋＹｄｕｓＹ（兄さんが書けば私も書きぞ

する）

ｋａｂＹｎｋａｋｉｔｔｉｐｕｋａｎｐａｒｉ

（紙に書いて外に貼れ）

ｋａｋｊａＸｍａｉｋａｋｊａＸｍａｉｍａｎｉａＸ

ｎ（書いても書いても間に合わない）

ｔｔｉ（て）はｓＹｔｉ（して)の変化したもの
Ｏ

である。ｋａｋｊａＸｍａｉ（書し、ても）は

ｋａｋｉｊａｍａｉ（書きはも）の変化したもの

であろう。

２．１１過去形

ｋＹｎｕｄｕｋａｋＹｔａｉ.（昨日書いた）

ｂａｇａｋａｋＹｔａ・ｉ（私が書いた）

ｋａｎｕｐ：ｔｏ：ｋａｋａｄａｎａｐｉＹｔａｉ

（あの人は書かずに行った）

２．７終止形１，終止形２

，ａ：ｊｕｄｚｏＺｄｚＹｎｋａｋｉ．（名前を上手

に書く）

ｐｊａ：ｐｊａ：ｔｉｋａｋＹ（早く書く）

ｋａｋＹｍｄｏＺ（書くぞ）

終止形１と終止形２の違いはまだはっきりつ

かみえていないが，少なくとも終止形２は限ら

れた文脈，たとえば。。【（ぞ)の前等で用いら

れるようである。

2．１２継続

ｂａｇａｋａｋａｔｔｉｕｍｕｉｕＹ（私が書

こうと思っている）

ｎｎａｍａｄｚＹＸｕｋａｋｉｕｉ.（今字を書い

ている）

2.8連体形

ｄｚｉ､ＫｋａｋＹｐｌ・ｔｕ（字を書く人）
Ｏ

ａｎｔＪｉｎｕｔｕｋｕｒａｎｎａｋａｋ・ｆｎａ（そ

んなところに書くな）

３活用の分類

活用の型は大きく三つの型に分類される。

Ｉはいわゆる文語の四段活用に相当する動詞が

所属しており，Ｈは上一段・上二段・下二段活

用に相当する動詞が属している。Ⅲはサ行変格

・力行変格活用に相当する動詞が属している。

大神方言と大きく異なるのは，ＳＳＴ（する）

がk：si.(来る）と共に変格活用（不規則活用）
として位置づけられることである。．

また，ｂａｒｏ：（笑う）等で不変化末尾音と

変化部とが融合して長音になっているところも

大神方言と異なる。

2.9命令形

ｐｊａ：ｐｊａＫｔｉｋａｋｉ（早く書け）

ｋａｇｉＺｔＪａＪｉｋａｋｉｊｏＸ（きれいに書け

よ）

ｋａｂＹｎｋａｋｉｐｕｋａｎｐａｒｉ（紙に書

いて外に貼れ）

２．１０接続形

ｋａｂＹｎｋａｋｉ

書いて外に貼れ）

ｐｕｋａｎｐａｒｉ（紙に
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第 2 表 平 良 市西里 方日

分 動 京志未|条[条|条連終終連命接 過継

向然件 | 件 | 件 用 止 止 体令続去 所属動詞

類 詞 形形形1 形 2 形 3 形形 1 形 2 形形形形続

1 書く kak a a a l 1 1 i I J1m  l 1 11  I iuY ikI(行く j

2 漕ぐ kug /，f 1/ 1/ 

3 押 す 1/ 1/ 1/ 1/ I !I I /，I I ukus i (起こす j k 。I s.1.(切る) k!' s i (着る)

uI fi /，1 1 1 1 1  

t a t 1/ 1/ 1/ 1 m a t s l' (待つ j

4 立つ ts t s I !I 1/ // // // // 

t a t 1 十 " I 
5 飛ぶ t山 1/ // / ///  /f // 

1 I I.1 16イ取る t u r 1/ // II 1/ 1 1 /f 1/ /，'1 I k i i' (蹴る) i '( (射る J
t u 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 11 

6ロ居る H ム
U 1/ !I 1/ 1/ 1/ 

6ハ有る ム ム 1/ // 卜一一一「三一一ト H ム

7 吾~ 5ノ a i 11 1/ ///i "/ ffH  

2主 ，1 ~1 、 f11111 fI 

8 読む Jum M MlM4M  
ju m m m m m m 

9 死ぬ s1 n // /'/ 1/ 1/ 1/ I !I 

si I I n I n n n n I n 

10 被る ka V V I 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ I 1/ 

kd V V v vm v v 

I.2 イ 笑 う bar a: a: a: ai 0:__L_~~_→L~三一斗 0: m 0: ai ai 0: aiui I ko:(買う) f 0: (食う j

ロ思う urn ~ a: a : a: u i u: u : u : u:川 u: ui ui u: 1 uiuI 
自宅一一ート一一一←}

イ見る m i: i: i:ra I i:ri i:l' i: i:i・ i:m i: l' i : ru i: i: I i:ui' I ni:l' (煮る)
E トー 「一一

ロ 落ちる u t i i i r a i r i i '1 i i i i : m i l' ! i r U 1/ i 1/ I uk i l' (起きる) uk i l' (受ける) i b i i (植える j

s u: u: u: 

1 す る sS 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ U 1/ 

i fI 
E 

k u: u: u: u: 

2 来る kIS M M 

一一一ーk」lL1 I " 

(dgなaい:n) (b  ばaj (b ばf)I t (':ば-ka):k b u a s I l- ト体五 言 (t てtl ) (t たai' ) 

(たい)
止 j
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ｕｔｕｔｕｎｋａｋａｓａｄｉ（弟に書かそう）

ｔｏＸｇａｒａＺｎｋｕｎｕｇｕｍｊｕＸｐｊａ：

ｐｊａＸｔＩｓｌｔＩｓｌｍＩｒｕ（誰かにこのご

みを早くすてさせろ）

ｕｊａａｎｎａｕｐｕｋａｒａｓｓａ・ｓＹｍｉｒｕ

（父母を喜ばしめなさい）

ａｔｉｐａｎｔａｋａｒｉｂａｋａｎｕ

ｔｉｇａｍｊｕＸｂａｕｔｕｔｕｎｋａｋａｓｌ

ｔａＹ（あまり忙しいのであの手紙を弟に書か

せた）

２）ｒｉｉ．（れる）ｒａｉ.'．（られる）に接するｂ

ｄｚＴＸｎｕｋａｋａｒｉ,１．（字が書かれる）

Ｊｉｋｉｎｎｕｕｋｉ『ａｉ.'．（試験が受けられ

る）

ｖｖａｇａｋａｋｉｂａｄｕｄ５ｏＸｄｚ･I･ｎｎａ

ｋａｋａｒｉｉ．（あなたが書けばぞ上手に書かれ

る。あなたが書けば上手に書ける）

ｂａＸｂａｇａｔｉｇａｍｊｕＺｋａｒｉｎ

ｍＸｎａｊｕｍａ「ｉｎｊａＸｎ（私は私の手紙

を彼にみんな読まれてしまった）

ｖｖａＸｕｎｕｊａｋｕｍｕｓｌｎｆａＸｒｉ

ｔａｒｊａＸ（君はそんなに虫に食われたね）

ｋ､１.ｎｏＸｎｎａｔｉｓ.】ｒｋｊａＸａｎｎａｎｌｚａ
Ｏ

ｒｉｔａ.,．（昨日はずいぶん母に叱られた）

ｖｖａｍａｉｋｕｎｄｏＸｔｕｄｚ､１．ｎｊａｍａ

●●

ｒｉｏｋａｘｓｌｎａＯｇｉ・ｊａｔａ.】「ｄａｒａｘ

（あなたも今度は妻に病まれて，さぞ難儀だっ

たでしょう）

ｉｍｎｕｋａｍａｎｍｉＸｒａｉｕＹｓｏＸ

ｓ,ｉｍａｐａｄｚ.,Ｐ（海の向うにみえているのは

島のはず）

ｂａＤｇａｍｉｕｔａｇａ：ｒｉｕ.'．（私まで疑わ

れている）

ｆｕｎｉｎｕｄｕｍｉＸｒａｉｕ.'．（舟がぞ見

えている）

下地町与那覇方言

１動詞活用体系

与那覇方言の動詞の活用を示すと，第３表の

通りとなる。

２活用形の用例

２．１志向形

ｄｚＹＸｋａｋａ（字を書こう）

ｂａｇａｋａｋａｄｉ（私が書こう）

ｋａｒｉｇａｄｕｋａｋａｔｔｉａ､１．ｔａｌ

（彼がぞ書こうと言った）

ｂａｇａｄｕｋａｋａｔｔｉｕｍｕｉｊｕＸ．ｆ

（私がぞ書こうと思っている。私が書こうと思

っている）

ｖｖａｉｔｓ､fｇａｋａｋａｄｉ（君はいつ書く

のか）

ｎｕｍｇａｔｓＹｎａｐａｎａｓａ（飲みながら話

そう）

ａｔｓａＸｐｊａＸＪｉｕｋｉｄｉ（明日は早く

起きよう）

ｕｍａｎｕｍｉｎａｔｕｋａｒａｋａｍａｎｕ

ｓ・ｉｍａｇａｍｊａＸｐｕＸＪｉｎＪｉｉｋａｄｉ

（この港からあそこの島まで帆船で行こう）

ｋａＸｄｉｎａｋａＸｄｊａＺｎｎａｓａｂａｋｉ

ｍｉｎ.（買うつもりか買わないのか聞いてみる）

２．２未然形

１）ｓｉ．（せる）ｓＴｍｉ・ｆ（しめる）に接する。

ｕｔｕｔｕｎｄｚｉ.：ｕｋａｋａｓ.'．（弟に字

を書かせる）

Ｊｉｋｉｎｎｕｕｋｉｓ､ｉｍｉ.（（試験を受けし

める）

－１０９－
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２３条件形ｌ

ｋａｋａｂａｄｕｄｚｏＸｋａ､１．（書かぱよい）

ｊａＸｒａＸｎｕｍｕｎｕｊａｔｓＹｋａＸ
Ｏ

ｂａｎｕｍｍａｉｆａＸｒｉｄｕｓ､１．（やわら

かいものならば；私も食べられぞする）

ｋｕｄｚａＸｉｋａｒｕｄａｔａｓｌｇａ

ｋｕｔｕｓｓａｋａｎａｒａｄｚｉ・ｉｋ.】・ｄｕｓｕ

ｄｉ（昨年は行かれなかったが，今年は必ず行

こう）

ｄ３ｉｎｎｕｎｊａＸｄａｋａＸｋｕｒａｓａｒｕ

ｎ（金がないと暮されない）

ｎａｔｕｇａＪｉｆａＸｒｕｎ（どうしても食べ

られない）

３）、（ない）ｄｊａ：、（ない）に接する。

ｋａｒｊａ：ｋａｋａｎ（彼は書かない）

ｎｎｊａｋａｋａｄｊａＸｎ（もう書かない）

ｉｔｔｓａｉｄｉｋａｋａｎｎｉｂａｄｕｄａｍｉ

（熱ＪＤに書かないとだめだ）

ｋａｒｊａＸｋａｋａｄａｎａｄｕｐｉＹｔａ.】ｒ

（彼は書かずに行った）

ｍａｍｊｕＸｂａｎｎａｐｉｍａｓａｇｉｎｔｉ

ｎｊｕＸｄａｋａＸｎａｒａｎ（豆をもっとよく

煮なければいけない）

ｋａｋ､ｆｋａｋａｎｎａｓｓａｒｕｎ（書くか

書かないかわからない）

ｎｎｊａ：ｓｕ：ｄｊａＸｎ（はい，もうしない）

ｋａｋａｎｓ１９ａｋａｋ・ｉｔｓ.'､ｋａＸｋａｋａ
ＯＯ

ｒｉｄｕｓｓｉＦ（書かないが書けば書ける）

ｂａＸｉｋａｄｊａＸｎ（私は行かない）

ａｔｊａＸｄａ，ｆｚａｎｎｉｂａｄｕｄｚｏＸｋａｉ．

（あまり叱らかければよい）

ｂａｎｔｕｍａ：ｔｓＹｋｉｉｋａｄｊａＺｎｎａ
Ｏ

（私と一緒に行かないか）

４）ｍａｉ．（～なさる）ｂａＺ（～たい）へ接す

るｏ、

ｋａｋａｍａ・ｆ（お書きになる）

ｋａｋａｂａＸ（書きたい）

2.4条件形２

ｐ」ａＸｐｊａＸｔｉｋａｋｉｂａｄｕｄｚｏＺｋａ

ｔａ.,．（早く書けばぞよかった）

ｖｖａｇａｋａｋｉｂａｄｕｄ５ｏＸｄｚＴｎｎａ

ｋａｋａｒｉ.ｉ（あなたが書けばぞ上手に書け

る）

ａｔｓａｎｕｓＹｔｕｍｕｔｊａＸｐｊａ【ｊｉ

ｉｋＹｇｕｍａｔａｊａｒｉｂａｋｊｕＺｎｕ

ｊｕＸｊａｐｊａＸＪｉｎｉｖｖｉｂａｄｕ

ｄｚｏ:ｋａＹ（明日の朝は早く行くから今日の夜

は早く寝ればよい）

２．５条件形３

ａｄｚａｇａｋａｋＹｔｓ・ｉｋａＸｂａｍｍａｉ
ＯＯ

ｋａｋ・ｉｄｕｓｓ.I（兄さんが書けば私も書く）

ｋａｋ・ｉｔｓＹｋａＸｋａｋａｒｉｄｕｓｓｌ
ＯＯ

（書けば書かれぞする。書けば書ける）

ｋａｋａｎｓＹｇａｋａｋ､１．ｔｓ･1.ｋａＺｋａｋａ
ＯＯ

ｒｉｄｕｓｓＹ（書かなし､が書けば書くことが

できる）

ｂｕｔｕｔｕｎｕｎｉｔＪｉｊｏＸｂｉｎｍａｔｓＹ

Ｏｋａｉｉｋ・ｆｔｓＹｋａＸｖｖａｇａａｄｚａ
ＯＯ

ｎｉｄｊｏＸｔａ.,．（おとといの日曜日に町へ

行ったら，あなたの兄さんに出合った）

ｋａｎｕｐ､ｉｔｕＯｋａｉｔａｎｕｍｔｓＹｋａＸ
ＯＯ

ｉｋＹｄｕｓｓ.]｢（あの人に頼めば行くよ）

ｕｎｕｍｔｓ.】ｆｉｋ･ｆｔｓＹｋａＺｉｍｂａｔａ
ＯＯ

Ｏｋａｉｄｕｉｄｉｒａｉｉ.（この道を行くと海

岸へぞ出られる）
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第 3 表 下 地 町 与那覇方日

分 動 日:
JゴIこゴρ 未 条 条 条 連 終 終 連 命 接 過 継

向 然、 件 件 件 用 止 止 体 Fυ 』 続 去 所 属 動 2司
類 詞 形 形 形 1 形 2 形 3 形 形 1 形 2 形 形 形 形 続

1 書 kak a 品 a I 1m l 1 U 1 i k l' (行く j

2 漕 〈ご k ug 11 11 11 11 11 11 11 11 ff f/ !I !I /f 

us 11 11 11 11 // /f 11 f/ 11 uk u s l' (起こす) si'kisl司(切る) k i' s i' (着る)
3 押 す

。。 。
uJ /，' 11 11 11 

t a t // 11 11 11 matsi' (待つ)

4 立 ペコ t a t s 11 11 // 11 f/ !I 

t a t 1 11 f/ 11 
r-I/--

1 5 飛 ぶ tub I! 11 11 11 11 11 11 f/ // 1/ 1/ 1/ 1/ 

tur 1/ 11 1/ 11 1/ 11 I! k i i (蹴る j
6イ 取 る

tu 11 !I !I 11 // // 

ur // 1/ // 1/ 1/ !I ム
6ロ 居 る

u 11 11 11 I! f/ 1/ 

a r ム ム !I 11 ム // 1/ 

6ノ、 有 る
a // // // f/ f/ 11 

a 1 11 // 11 // // /1 1/ 

7 一a つ
a /1 // 1/ 11 f/ 1/ 

一丁Jum 11 11 11 11 1/ 1/ 1/ 

8 こU争士Z む
J u m m 立1 ロ1 m m 

kavv 1/ 11 // 11 1/ /1 /1 

9 被 る
ka V V V vm  V V 

S 1 n 11 1/ // // 1 r u 1/ 1/ 

1.2 死 ぬ
S 1 n 日 n n n n 

イ 笑 フ bar a ! a :: a: a I o :: 。: 。: 。!m 。: a 1 a I 。: a I J u! I a r 0: (洗う) ko : (買う) f 0: (食う)

ロ 思、 つ um a :: a: a: U 1 u ! u :: u :: u:: m u :: Ul U 1 u: U 1J U : i 

m 1 : 1: 1 1:: 1 1 ::m i:: i' 1 : r U 1 : i :: i::u i n i :: i' (煮る)
イ 見 る

mJ u :: u: u :: 
E 

落ちる 11 11 1m 11 1 r U I! uk i i (起きる) uk i i' (受ける) i b i i' (植える)ロ u t u u u 1/ !I 

ノ、 笑 フ ama 1 J U 1 J U 1 J U 1/ 11 l 11 1m 11 1 r U // 1 1 J U:: 1 

s U : U :: U :: 

1 す る ss 1/ !I 1/ 1/ f/ 1/ 

1/ i :: r U ! 11 1/ 

E 
k U! U :: U: U:: 

2 来 る k rl、s 11 1/ 1/ !I 1/ // 

k i' J 1/ 1/ 11 

。
d i n (ない) ba ba tsika: b u s i'::一 体日 t t i t a l' 

(志向)
d j a :: n 

(ばj (ば) (ばj nu (て j (た j

(ない j
(たり) na 

no:kam (禁止)
S 1 

(らしい j
(せる)

主な接尾形 式 r 1 1 
du 

(れる j
(ぞ)

gats'1-

na 

(ながら)

111-
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終止形１

，ａ：ｊｕｋａｋＹ（名前を書く）

ｐｊａＸｐｊａ：ｔｉｋａｋ・ｆ（早く書く）

Ｕｋ､1.ｎａＺＯｋａｉｄｕｉｋ.'・ｇｕｍａｔａ

ｔｔｓａ（沖縄へ行くべきだそうだ）

ｋｕｒｊｕＸｂａｂａｇａｄｕｋａｋＹ

ｇｕｍａｔａ（これをぱ私がぞ書くべきだｂこれ

は私が書くべきだ）

ｂａｇａｎｕＸｌｇｕｍａｔａＺｋｕｎｕｆｕｎｉ

（私が乗るべきものはこの舟だ）

ｄｕＸｎｕａＹｇｕｍａｔａｕｂａａ・ｉａ

ｄａｋａＸｎａｒａｎ（自分の言うべきことをぱ

言わないといけない）

ｕｎｕｕｇｕｎａＹＯｋａｉｊａｖｖａｇａｄｕ

ｉｋＹｇｕｍａｔａ（この集りへは君がぞ行くべ

きだ）

ｋａｂ.】ｒｎｋａｋｉｔｔｉｕｍｕｔｉｎｐａ１

（紙に書いて表に貼る）

ｋａｍａＸｒａｊｉｎＪｉＸｇａｍｍｊａ.,．（あち

らから先生がいらっしゃる）

ａｌｔａＹｎｊａＸｔａｌｓａｂａｋｉｍｉｗ

（あったかなかったか聞いてみる）

ｕＭｎａＸＤｋａｉｉＭｒ（沖縄へ行く）

ｆｕｎｉｎｕｎａｋａＯｋａｉｐａｉ．（舟の中へ

入る）

ｆｕｎｉｔｕｆｕｎｉｔｕｉｄｊｏＫ（舟と舟と

出合う）

、ｉ：ｊｕｆｕｎｉＤｋａｉｔｓＹｍ（荷を舟へ

積む）

ｆｕｎｉＪｉｇｉＭ（舟で行く）

ｆｕｎｉｋａｒａｕｒｕｓ.】．（舟からおろす）

終止形２

ｂａｇａｋａＭｍｄｏ：（私が書くぞ）

ｂａｇａｋｕｇ・ｉｍｄｏ：（私が漕ぐぞ）

ｂａｇａｊｕｍｄｏ：（私が読むぞ）

２．６連用形

１）助動詞ｂｕｓ.,､Xｎｕ（たい）

ｂｕｓＹｋｉｍｕｎｕ（そうだＩ様子）等へ接する。

ｄｚＹ：ｚｕｋａｋＹｂｕｓ､１.Xｎｕ（字を書きた

い）

ｂａｇａｄｕｋａｋｉ・ｂｕｓＹＸｎｕ（私が書き

たい）

。ｚ､1.Ｘｚｕｋａｋ.】・ｂｕｓＹｋｉｍｕｎｕ（字を

書きそうだ）

ｕｋｉｂｕｓＹｋｉｍｕｎｕ（受けそうだ）

「目的」を表わす助詞ｊｕ（を）は上記の例

のようにｚｕとなる場合もある。

２）ｐａｄｚＹｍｉ､１．（はじめる）に接する。

ｋｊｕＸｋａｒａｋａｋ・ｆｐａｄｚ,ｆｍｉｉ．（今日

から書きはじめる）

３）ｇａｔｓｌｎａＸ（ながら）に接する。

ｍｕｎｏＸｋｏＸｇａｔｓ,ｉｎａＸｍａｔｓｌ

ＯｋａｉｉｋａｄｊａＸｎｎａ（ものを買いなが

ら町へ行かないか）

ｎｕｍｇａｔｓＹｎａＸｐａｎａｓａ（飲みながら話

そう）

ｍｕｎｕｆｏＸｇａｔｓ・ｉｎａＸＪｉｍｂｕｎｎｕ

ｊｕｍｊａＸｎａｒａｎ（ものを食べながら新聞

を読んではいけない）

４）「連用形十．ｕ＋ｓｉ.（ｓｓ.'.）」の用例も多

いｏ

ａｄｚａｇａｋａｋ､ｉｔｓ・ｆｋａＸｂａｍｍａｉ
ＯＯ

ｋａｋ・ｉｄｕｓｓ・ｉ（兄さんが書けば私も書き

ぞする。兄さんが書けば私も書く）

2.7終止形１，終止形２

他の宮古方言同様，終止形に二つの形があら

われる。終止形２はｄｏ：（ぞ）の前にあらわれ

る。
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bａｇａｉｋＹｍｄｏＸ（私が行くぞ） ｇａｋｋｏＸＯｋａｉｉｋ了ｎｏＸｋａｍ（兄は今

日の午後から学校へ行くらしい）

２．８連体形

１）体言に接する

ｋａｋＹｐ・Btu（書く人）
ｋａｋＹｔｕｋｊａｘｎ（書く時）

ｓ､ｉｔａｎｋａｋ･ｆｍｕｎａＸｂｉｔｓＹｎｕ

ｋｕｔｕ（下に書くものは別のことだ）

ｄｚｉ・ｚｕｋａｋＹｐａｄｚ・ｆ（字を書くはず）

ｖｖａｇａｍｍｊａＹｔｕｋａｎａＸｋｕｍａ

ｎｕｔｓ､１．９.Ｉ（あたたが行かれるところはここ

の次）

ＪｉｎＪｉｇａａｌａｍａＹｋｕｔｏＸｂａ

ｋａｎａｒａｄｚＹｍａｍｕ.】・ｄｕｓｉ．（先生が言

われることは必ず守る）

ｕｒｉｋａ「ｉｔｔｉ：ａ・ｉｐＪｔｕｍａｉｕ・ｆ

ｐａｄｚＹｊａｓｓｉ､ｇａｋａｒｊａＺｓ.】ｒｇｕ

ｋｉ.ｓ､1．ｐａｄｚｉ．（あれこれ言う人もいるはず
Ｏ

だが，彼はすぐ゛来るはずだ）

ｎｎｊａｕｇｕｎａＹｄ５ｉｋａｎｊａｒｉｂａ

ｄｚＹ：ｉｋａｄｉ（もう集る時間であるので，

さあ行こう）

ｂａｇａｄｕｉｋ､ｉｐａｄｚＹ（私が行くはず）

２）、ａ（な，禁止）に接する。

ａｎＪｉｎｕｔｕｋｕｎａｎｋａｋＹｎａ（そんな

ところに書くな）

ｖｖａＸｎｎｊａｋａｎＪｉｎｕｋｕｔｕＸｓｓｌ

ｎａ（君はもうあんなことをするな）

３）助動詞ｊｏＸｋａｍ（ようだらしい）

ｎｏＺｋａｍ（ようだらしい）へ接する。

。ｚ､1.ＸｚｕｋａｋＹｊｏＸｋａｍ（字を書くら

しい）

。ｚ,1.ＸｚｕｋａｋＹｎｏＸｋａｍ（字を書くら

しい）

ａｄｚａＸｋｊｕＸｎｕｇｕｇｕｋａｒａ

２．９命令形

ｐｊａＸｐｊａＸｔｉｋａｋｉ（早く書け）

ｎｉｎｎａｄ５ｉｋａｋｉ（ていねいに書け）

ａｔｓａｇａｍｉｋａｋｉｋｕＸ（明日まで書い

てこい）

ｋｕｒｉｇａｔｓ・ｆｇＹｇａｍｉｊｕｍｉｋｕＺ

（この次まで読んで来い）

ａｔｓａｎｕｓｌｔｕｍｕｔｊａＸｍｎａ

ｒｕｋｕｄ５ｉｎｕｋｉｒｕ（明日の朝はみんな

６時に起きなさい）

ｄａＯｋａＸｓｓｌｔａＸｄ５ｉｋａＯｇａｍｉ

ｋａｎａｒａｄｚＹｋｕ：（約束した時間まで必ず

来い）

ｕｎｕｐｉｔｔｓ･I・ｂａａｔｓａｇａｍｉ

ｍａｔｊｉｆｉＸｒｕ（その返事を明日まで待って

くれ）

ｋｊｕ：ｊａｎｕｋａＸｎｕｋａＪｉＸｒｕ（今日は

ゆっくりしなさい）

ｋａｎｕｆｕｎｉＹａｓ､ｉｖｋａｒｉｂａ

ｓＴｔｉｒｕ（あのみかんはすっぱいからすてろ）

ｕｒｊｕＸｂａｂａｎｕｎｓＹｍｉｒｕ（これを

ぱ私にさせろ）

２．１０接続形

ｔｔｉ（て）を伴わないで）接続形単独で用

いられている例は次の漁り。

ａｔｔｓａｇａｍｉｋａｋｉｋｕＺ（明日まで書い

て来い）

ｋｕｒｉｇａｔｓ､１.ｇＹｇａｍｉｊｕｍｉｋｕＺ

（この次まで読んで来い）

ｍｉｔｔｓＹｍｕｔＪｉｋＷｉｆｉ：ｒｕ（水を持
○

って来てくれ）
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書かずに行った）

ａｎｎａｇａＪｉｎＪｉＸＯｋａｉｄｚｏＸｋａ･ｆ

ｎｊａｇｎｓ.,､ｓａｉｒｕｔｔｉａ・ｉｔａ.Ｉ（母が
Ｏ

先生へよろしくと言った）

ｋ・ｆｎｕｋａｎＪｉＸｎａ：ａｌｔａｒｊａＸｍａｉ

ｎｎａｄａＪｉ：ｊａｕｋａｎｎａ（昨日あん

なに言ったのにまだやっていないのか）

ｋ､1.ｎｕＪｉｂａｉＯｋａｉｉｋ・ｆｔａｍ

（昨日芝居に行っただろう）

ｉｋ､1．ｔａｓＹｇａｄｕａｍｉｎｆｕｒａｉ

ｔａＹ（行ったがぞ雨に降られた。行ったが雨に

降られた）

ｕｊａＸｋｊｕＸｎｕｓｌｔｕｍｕｔｉｏｋａＸｓＹ

ｐｊａＸＪｉｕｋｉｔａＹｎｏ：ｋａｍ（父は今日

の朝ずいぶん早く起きたらしい）

ｋｕ「ｊａＺｋａｎａＸｇａｉｋａｋ､1．ｔａＹ

ｔｉｇａｍｌｎｏ：ｋａｍ（これはずいぶん前に書

いた手紙らしい）

ｋｕｒｊｕ：ｋａｋＹｔａｌｍｕｎａ：ｂａｎ（こ

れを書いたのは私です）

ｕｒｊｕＸｂａｂａｇａｄｕｋａｋＹｔａｌ

（これをぱ私がぞ書いた）

ｕｋ､1.ｎａ２ｋａｒａｋＹｓ､１．ｔａ.'．（沖縄から来
Ｏ

た）

ｕｒｌｕＺｂａｂａｇａｎａｒａｍｉｔｕｒａｓａ

ｄｉ（それをぱ私が教えてあげよう）

ａｌｔａ､1．ｎｊａＸｔａ・ｉｓａｂａｋｉｍｉＸｉ．

（あったかなかったか聞いてみる）

ｂａｎｕ：ｓａＸｒｉｉｋｉｆｌＸ「ｕ（私をつれ

ていってくれ）

接続形に係助詞のｊａ（は）が結合して用い

られる場合もある。その際，ほとんどの場合

ｍａｉ（も）も伴う。

ｉｓＹｋａｋａｋｊａＸｍａｉｋａｋｊａＺｍａｌ

ｍａｎｉａ：、（いくら書いても書いても間に合

わない）

ｂａｇａＪｉｒａｂｉｍｉＸｔｓｉ､ｋｊａＸ
Ｏ

ａｎＪｉｎｕｋｕｔｕＸｂａｋａｋｊａＸｕｋａ

ｔｔａｎ（私が調べてみれば，そんなことをぱ書

いてなかった）

ｐｉＯｇｕｔｔｉＸｕｍｕｉｊａＸｍａｌ

ｐｉＯｇｉｒｏＸｎ（逃げようと思っても逃げら

れない）

ｎｏＸｂａＪｉＸｔａｎｕｍ」ａＸｍａｉｎｎｊａ

ｋａｋａｄｊａＸｎ（いくら頼んでももう書かな

い）

ｔｔｉ（て）のついた用例は次の漁り。

ｋａｂ､1．ｎｋａｋｉｔｔｉＬｌｍｕｔｉｍｐａＩ

（紙に書いて表に貼る）

２．１２継続

ｂａｇａｄｕｋａｋａｔｔｉｕｍｕｉｊｕｎ.

（私がぞ書こうと思っている）

ｎｎａｍａＸｄｚＹ：ｄｕｋａｋｉｕ.'．（今字を

書いている）

ｖｖａｔａＸｇａｊａＺＯｋａｉｍｍｊａｌ・zｕＩ

ｐ８ｔｏＸｔｏＸｇａ（あなたたちの家へいらし
ている人は誰か）

ｍｎａｔａｔＪｉａｎＪｉｔａｔＪｉｕｒｉ（みなさ

ん立っていなさい）

２．１１過去形

過去を表わす助動詞ｔａＹ，ｔａｍ，ｔａ：に接す

るｏ

ｋ.]ｍｕｋａｋ､１．ｔａ.（（昨日書いた）

ｄｚｉ､Ｘｋａｋ･ｆｔａｍ（字を書いた）

。ｚ､rＸｋａｋＹｔａＸ（字を書いた）

ｋａｒｉｇａｄｕｋａｋａｔｉａＹｔａ､１Ｆ（彼

がぞ書こうと言った）

ｋａｒｊａＸｋａｋａｄａｎａｐｉＹｔａ.'．（彼は

－１１４－

Hosei University Repository



ｋａｒｉｇａｄｕｋａｋａｄｉｔｉＸａＩ

ｔａＹ（彼がぞ書くと言った。彼が書くと言っ

た）

ｋａｒｉｇａｄｕｕ」ａｇａｎｕＸｒｊｕＸ１

ｆｕｎｉｎｏＸｋａｍ（あれがぞ父が乗っている

舟らしい）

２．２未然形

ｕｔｕｔｕｎｋａｋａｓ.'．（弟に書かせる）

ｖｖａｇａｋａｋｉｂａｄｕｋａｋａｒｉＸＹ

（君が書けばぞ書かれる。君が書けば書くこと

ができる）

ｋａｋａｎｓＹｇａｋａｔｓ､1．ｋｋａＸｋａｋａ

ｒｉｄｕｓｓ.,．（書かないけれども書けば書か

れぞする。書かないけれども書けば書くことが

できる）

ｎｎｊａｄａｋａｋａｎ（まだ書かない）

ｎｎｊａｋａｋａｄｊａＸｎ（もう書かない）

ａｂａ：ｉｋａｄｊａｍ（私は行きません）

ｂａｎｔｕＸｍａｔＪａｋｉＸｉｋａｄｊａＺｎ

ｎａ（私と一緒に行きませんか）

ｉｔｔＪａｉｄｉｋａｋａｎｎｉｂａｄｕｄａｍｉ

（熱心に書かないからだめだ）

３活用の分類

活用は西里方言とほｘ同様で）大きくＩI

．Ⅲと分類される。Ｉ型はいわゆる文語の四段

活用に相当する動詞が所属する。Ｈ型は上一・

上二・下二段活用に相当する動詞が属する。I

型はサ行変格・力行変格に相当する動詞である。

西里方言と異なるのは，Ｈ型の動詞で，これ

らは志向形・未然形・条件形１の変化部がｕ

（ｕＸ）またはｉｊｕとなる。これは宮古方言の

いわゆる志向形成立の考察になんらかの示唆を

与えるものと思われる。

また．ｓ､,.、（死ぬ）の命令形がｓ,ｆｎｉｒｕ

（死ね）となるのは大神方言と似ている。

来間方言

１動詞活用体系

来間方言の動詞の活用は第４表の捕りである。 ２．３条件形ｌ

ｋａｋａｂａｄｕｄ５ｏＸｋａｌ．（書かぱぞよいｏ

書くとよい）２活用形の用例

2.4条件形２

ｖｖａｇａｋａｋｉｂａｄｕｋａｋａｒｉＺ・’

(君が書けばぞ書くことができる）

ｐｊａＺｋａｒｉｋａｋｉｂａｄｕｄ５ｏＸｋａ

ｔａ.,．（早く書けばぞよかった）

2.1志向形

。ｚ・fＸｋａｋａ（字を書こう）

ｂａｇａｋａｋａｄｉ（私が書こう）

ｐｊａＸｋａｒｉｋａｋａｄｉ（早く書こう）

ｖｖａｉｔｓＹｇａｋａｋａｄｉ（君はいつ書く

か）

ｂａＯｋａｒａａＴｚａｄｉ（私から言いましょ

う）

ｂａｇａｋａｋａｄｉｔｉＸｕｍｕｉｕＸＹ

（私が書こうと思っている）

２５条件形３

katsYkkaZkakari

けl王書ける）

ad5agakatsYkkaX

ｄｕｓｓＹ（書

ｂａｍｍｅ２
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第 4 表 来 間 方 仁耳

分 動

苫
τ11士こ.、 未 条 条 条 連 終 連 命 接 過 継

向 然 件 件 件 用 止 体 メμ入 続 去 所 属 動 2司
類 詞 形 形 形 1 形 2 形 3 形 形 形 形 形 形 続

kak a a a I e 1 U 1 i t S l' (行く)
1 三Eヨ重 く

1 1 1 k a t s 
ト一一一ト一一

kug I! I1 I1 I1 !/ 1/ 1/ 

2 漕 〈ご 一一一ー一一一ー一一一 ト一一一一一一 ト一一一一一一一一一一ー一一一
kudz 1/ 1/ 1/ I1 I! 

us !/ 1/ !/ 1/ I1 !/ 1/ 1/ ukusl' (起こす)
3イ 押 す uI 

トー
1/ !/ !/ 1/ 

t S0 15 1/ I1 !! I1 1/ 11 1/ // t s i s I(着る)
3ロ 切 る

t10 11 1/ 11 !! // 

t a t s 1/ 1/ 11 1/ 1/ mats1' (待つ j
I 1.1 4 立 Jコ t a t I !/ 1/ 11 1/ 11 !! 1/ 

昌 1 11 I1 // 11 11 // 11 

5 仁ヨ フ a /ノ !/ I1 I1 I1 

6 飛 ぶ tub I1 1/ I1 1/ !I 1/ I1 I1 1/ 11 1/ 1/ 

t u r I1 11 !I I! I1 1/ I1 k i i (蹴る)
7イ 取 る t u 1/ 1/ I1 !I 1/ 

ur 11 1/ 1/ I1 f! I1 ム
7ロ 居 る

u I1 I! I1 1/ 

a r ム ム 1/ I! ム I1 ム
7ハ 有 る

a 1/ I! I1 I1 

』トーー
1/ J um !I I1 !I 11 1/ 1/ 

8 ニU士E む
J u m m m 町1 m 

kavv I1 II I1 11 11 1/ 1/ 

9 被 る
ka V V V V V 

S 1 n 11 1I !I 1 r u 1 r 0 1I 1/ 

1.2 死 ぬ S 1 n n n n n 

イ 貝 フ k a: a : a: a 1 。: 0:. 。: o : e : a 1 。: a 1 U 1 f 0: (食う)
1.3 ロ 忠、 つ um a: a: a : U 1 u: u; u: u : e : U 1 u: U 1 U 1 

mJ u: u: u: n il' (煮る)

E 
イ 見 る

1: r a 1 : r u 1 : 11 11 1 : r 0 1 : 1 : i : u i ロ1

ロ 落ちる ut 。 u u 1 r u 1 1 : 11 11 1 r 0 I 1/ uk i i(起きる) i di {' (出る) uk i {' (受ける) i b i i' (植える)

s u: u: 

1 r 0 
1 す る

I1 !! 11 1/ !I ass u u 

E aII I! !I 1/ 

k u: u: u: u: 

2 来 る一一一t← S 一。1S I! 1/ I1 1/ I! 

t I b I !! !! 1/ 

ロ ba ba kka: busikai 体言 t t i t a i 

(ない j (ば) (ば) (ば) (たい j (て j (た)
主な接尾形式 d j a : n na 

(ない) (禁止 j
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kａｔｓｌｄｕｓｓＹ（兄さんが書いたら私も書
●●

<）

言の場合についてもいえることである。

２．７終止形

来間方言においても，「書く」で言えば，

ｋａｔｓＹ，ｋａｔｓ､ｆｍの二つの終止形があらわ

れる。

「漕ぐ」以下の動詞においても，恐らく両形が

存するであろうと思われるが，これらについて

は未確認のため，第４表では示しえなかった。

ｂａｇａｋａｔｓＹ（私が書く）

ｋａｔｓＹｍｄｏＸ（書くぞ）

2.6連用形

ｂａｇａｄｕｋａｔｓ・I・ｂｕｓＴｋａｌ．（私がぞ

書きたい）

ｂａｍｍｅＸｋａｔｓ・ｆｄｕｓｓＹ（私も書きぞ

する。私も書く）

ｐａｄｚｒｍｉＴ（始める）は，大神．西里・与

那覇方言では連用形ｋａｋｉ.（書き）を承けたの

であるが，来間方言ではｋａｔｓＹ（書き）を承

けるのではなく，ｋａｔｓｉ・の変化したｋａｋｉを

承ける。

ｋｊｕＸｋａｒａｋａｋｉｐａｄｚＹｍｕｄｉ

（今日から書きはじめよう）

大神方言等では，国語の連用形「書き」の中

止法・連用法は接続形ｋａｋｉ（書いて）となっ

て用いられ，その他の用法は音韻変化をうけて

連用形ｋａｋＹ（書き）となったことは大神方言

の活用記述の項で述べた。

来間方言では連用形ｋａｔｓＹ（大神方言等の

kak.iから変化したもの。ｋａｋ､1.→katsT）が更

に変化してｋａｋｉとなり，これがｐａｄｚ・ｍｉｈ・

に接しているのである。来間方言ではｋａｔｓｉ、

→ｋａｋｉの変化がそれほど進んでいないため，

同形の接続形ｋａｋｉもまだ影響を受けないでい

るが，後述する池間・水納方言のように，その

変化が進んでくると，接続形のｋａｋｉと混同を

起こすため，この両方言では接続形はｋａｋｉＸ

と長音化することによってこの混同をさけてい

るものと解される。

このように宮古方言の連用形・接続形には同

形のｋａｋｉがあらわれるが，連用形のｋａｋｉは

ｋａｋ.f→ｋａｔｓＴ→ｋａｋｉと変化した比較的新

しい形であると解される。同様のことは来間方

2.8連体形

ｄｚＹＸｋａｔｓ・ｉｐ,1.ｔｏ（字を書く人）
Ｏ

ｋａｔｓ・ｉＩｎｕｎｕ（書くもの）

ａｎｂｌｉｎｕｔｕｋａｎａｎｎａｋａｔｓＹｎａ

（そんなところに書くな）

2.9命令形

ｐｊａＸｋａｒｉｋａｋｅ（早く書け）

強い調子の命令は次の涌り。

ｐｊａＸｋａｒｉｋａｋｉｒａＸ（早く書け！）

やさしい口調の命令は次の通り。

d５ｏＸｔｕｎｋａｋｉｊｏＸ（きれいに書けよ）

２．１０接続形

ｋａｂＹｎｋａｋｉｔｔｉｍａｉｎｐａｒｉ

ｄａｓＹ（紙に書いて前に貼り出す）

ｔｔｉ（て）に接しないで用いられる用例もあ

るｏ

ｋａｂＹｎｋａｋｉｍａｉｎｐａｒｉｄａｓｉ．

（紙に書いて前に貼り出す）

２．１１過去形

ｔｓ､1.ｎｕｄｕｋａｔｓ､ｆｔａｒ（昨日ぞ書いた）
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ａｔａｌ,書いてあった）

tｔａｎ（書かなかった）

ｕ「ａｔｔａｎ（書いていなかった）

uｋａｔｔａｎ（書いてなかった）

ｓｌｎｉｍ・ｓｌｎｉｒｏとなる。これらは文語の

ナ行変格活用が変形して残っているものと解さ

れる。

当方言ではｋ・ｇがi､と結合する際，ｔｓ・

ｄｚとなる。

ｋａｔｓ､1．ｂｕｓＹｋａ.I．（書きたい）

ｋｕｄｚＹｂｕｓｉ・ｋａ.【（漕ぎたい）

但し，これも１．→ｉの変化と共に，もとのｋ・

ｇへ回帰する可能性がある。

ｋａｋｉ

ｋａｋａ

ｋａｋｉ

ｋａｋｉ

２．１２継続

ｂａｇａｋａｋａｄｉｔｉＸｕｍｕｉｕｉ.（私が

書こうと思っている）

ｎｎａｍａｄｕｋａｋｉｕＹ（今ぞ書いている。今

書いている）

ｋａｋｉｕ「ａｎ（書いていない）

ｋａｋｉｕｔａ.'．（書いていた）

池間方言

１動詞活用体系

池間方言の動詞の活用を示すと，第５表の踊

りとなる。

２１３既存

ｋａｋｉａ.!．（書いてある）

ｋａｋｉａｔａ.'．（書いてあった）

上記以外は未調査のため，既存は活用表にも

示してない。恐らく他の動詞でも接続形にａ.ｆ

（有る）が接する形であらわれるものと思われ

る○

２活用形の用例

２．１志向形

ｂａｇａｋａｋａｄｉ（私が書こう）

d５ｏＸｋａｋａｄｉ（さあ書こう）

ｂａｇａｋａｋａｄｄｉｄｕｕｍｕｉｊｕｉ（私

が書こうとぞ思っている）

ｖｖａｉｔｓＹｄｕｋａｋａｄｉｇａ（君はい

つ書くのか）

ｖｖａｋａｋａｄｉｎａ（君が書くか）

３活用の分類

活用の型は西里・与那覇方言とほぼ同様で大

きく三つに分類される。Ｉはいわゆる文語の四

段活用動詞にあたる動詞が属しており，ｕは上

一・上二・下二段活用動詞にあたるものが属し

ている。Uはサ行変格・力行変格活用にあたる

動詞である。

I型の活用において，志向形・未然形・条件

形１の変化部がｕ（ｕ:）となる点は与那覇方言

とほぼ同じであるが，しかし，ｕｔｉ.!.（落ちる）

等の志向形の変化部がｏとなる点は異なる。

命令形の変化部がｅｍｒｏとなるのも特徴的

である。

また，ｓＹｎ（死ぬ）の条件形２.命令形は

2.2未然形

kａｋａｓＹｔｉｇａＸｍｕｎｕｉｎａ（書かせ

るときもの言うな）

ｕｔｕｔｕｎｋａｋａｈａｄｉ（弟に書かせよ

う）

ｋａｋａｈａｄ５ａＸｎ（書かさない）

ｕｔｕｔｕｎｋａｋａｓＹｎａ（弟に書かせる

な）
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第 5 表 池 問 方 仁3

分 動 高!J亡じと、 未 条 刀k、 連 終 連
メメロI3ロk J h 

接 過 継

形向
然、 件

件形 2 
用 I上 体 続 去 所 属 動 詞

類 5可 形 形 1 形 形 形 形 形 形 続

k k a k 
a a a J: ゐ J J u 1 

1 書 く 1 1 1 a t s 
1/ " 

トー一一
kug 1/ 1/ 1/ l 1/ 

2 漕 〈ご
kudz 1/ 

I 1 1 

us 1/ 1/ 1/ // I 

きイ 押す uI f/ // // 

ukah 1/ 1/ 1/ 一一一寸T 1/ 

3ロ 起こす ukas I 1 // 

ト一一一一一一一一
ukaI 1 1/ 

t a t 1 1/ 1/ matsi (待つ j

4 立つ t a t s 1 I l 1/ I 

t a t I // 1/ // 

一一--1---
// 

一一 」一一
tur 1/ 1/ 1/ 

5イ 取る 111一一一 一一一一・一--ー
tu I // // 

k i r // 1/ // 1 1/ 1/ 1/ 

I 1.1 5ロ 蹴 る
k i 1 1 I 

1/ 1/ // 1/ ur f/ 1/ 

5ノ、 居る l 1 u 

ar ム ム 1/ ム // 1/ 

5ニ 有 る l I 1 1 a 

a 1 1/ // 1/ 1/ 1/ 1/ 

6 仁3 フ I 1 a 1 

t s i I 1 l 1/ 1 

7 着る 1/ 1/ // u: 1 

t t 1/ 

tub // 1/ 1/ 1 1/ 1/ // 

8 飛ぶ
tu u u u u u 

J um 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 

9 読む
J U n n n n n 

S 1 n 1/ 1/ // // 1/ J u : 1 
10 死ぬ

S 1 n n 11 n n 

1 笑 フ bara 1/ 1/ 1/ 1 u u 1/ 1/ 1/ kau (買う j fau (食う)
I.2 

2 思う umu u u u l 1 u u 1/ 1/ 1 // 

イ 見 る 日1 i : i l i : 1 : i ! ・ i ! 1: 1: ru 1/ 1 : 1! u 1 11 i: (煮る)
E 

ロ 受ける uk l I i (:) 1 r u 1/ // u t i: (落ちる)uk i (起きる) i d i (出る) i b i (植える)

h u u u u u 1/ 1/ 

1 す る 1 1 1 u 1 ass 

f u: u: u: 

E k u! u: u! u : 

11 2 来る t s 

u: 1 

t t 11 

d i n ba ba busi- 体言 t a i 

主な接尾形式 (意志〉 〈ない) (ば) (ば j 打lunu 〈た j

d3 a ! 11 t t a: (たい j na 

(ない j (ば j (禁止 j
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ｕｔｕｔｕｎｋａｋａＪｉ（弟に書かせ）

。ｚ・ｉＸｊａｋａｋａｉｄｕｓｓｉ．（字は書か

れぞする。字は書ける）

ｊａＸｒａｋａｔｉｇａｂａｍｍａｉｆａ：ｉ

ｄｕｓｓｉ．（やわらかなら私も食べられぞする。

やわらかなら私も食べられる）

ｋａｉｎｕＯｇｊａｍａｓＹｔｕｋｕｍａｎｎａ

ｍｕｎｕｇｕｔｏＸｋａＯｇａｉｒａｉｎ（こんな

うるさいところではものごとは考えられない）

ｂａＸｂａｇａｔｉｇａｍｉｋａｉｎｎｎａｎａｉ

ｊｕｍａｉｎｊａ：、（私は私の手紙を彼にみん

な読まれてしまった）

ｖｖａｊｕＺｄｕｍｕｓＴｎｆａＸｉｊｕｉ

（君はずいぶん虫にくわれたね）

ｎｎｕＸＵｕＸｋｕｍｍａｎｍｍｉｋａｊｔａｉ
Ｏ

（昨日は強く母に叱られた）

ｖｖａｍａｉｎｎａｍａｔｕｄｚＹｎｎａｇａｉＦｕ
Ｏ

ｎｉｖｖａｉｍａＸｎｔｉｋｕＸｍｕｎｕａｒａｍａｉ

ｄａｒａ：（あなたも今度は妻に長く寝られてさ

ぞ苦労なさったでしょう）

ｄｚＴＸｊａｋａｋａｉｎ（字は書けない）

ｋａｒｊａ：ｋａｋａｎ（彼は書かない）

ｍｍｊａｋａｋａｄ５ａｍ（もう書かない）

ｎｅｎｎａＸｒｉｋａｋａｎｎｉｂａｄｕｄａｍｉ

ｓａ：ｍｉ（熱`、に書かないからだめなのだ）

ｔａｉ（早く書けばぞよかった）

ｋａｔｓｉｂａｄｕｋａｋａｉ（書けばぞ書か

れる。書けば書ける）

ｓ・ｉｄｚａｇａｋａｔｓ､1．ｔｔａＸｂａｍｍａｌ

ｋａｋａｄｉ（兄さんが書いたら私も書く）

上記の例のように，池間方言においては，

ｋａｔｓＹはｂａにもｔｔａＫにも接する。西里・

与那覇・来間方言ではｂａはｋａｋｉを，ｔｓＹｋａＸ
Ｏ

またはｋｋａ：はｋａｋｉ.またはｋａｔｓ､１．を承け

る傾向がある。

２．５連用形

ｂａｇａｋａｌＷｂＬ瓜ｉｍｕｎｕ（私が書きたい）

。ｚ,1.Ｘｊｕｋａｔｓ､１．ｂｕｓＹｍｕｎｕ（字を書

きたい）

ｋａｔｓＹｂｕｓ､ｉＦＦａｎｊａＸｎ（書きたくな

い）

ｂａｇａｋａｋｉｂｕｓＹｍｕｎｕ（私が書きた

い）

ｋｊｕ：ｋａｒａｋａｋｉｈａｄ５ｉｍｉ（今日か

ら書きはじめる）

以上のように池間方言の連用形は，動詞によ

ってその変化部にｉ・1.両形あらわれる。

池間方言は音韻的にみても，Ｙ→ｉの変化の過

渡期にある方言なので連用形のｉ変化部は恐

らくｉ・変化部から変化した新しい形であろう。

従って，たとえばｋａｔｓＴ（書く）の連用形で

はｋａｋｉはｋａｔｓＹより新しい形であると解さ

れる。

2.3条件形l

ｓｌｄｚａｇａｋａｋａｂａｂａｍｍａｉ

ｋａｋａｄｉ（兄さん書かば私も書こう）

２．４条件形２

ｖｖａｇａｋａｔｓ,ｉｂａｄｕｄ５ａｕｄｚＹｎｎａ

ｋａｋａｉｓａ：（あなたが書けばぞ上手に書

ける）

ｈａｊａｍａｒｉｋａｔｓＹｂａｄｕｄ３ａｕｋａ

2.6終止形

ｎａｍａｉｊｕｋａｔｓｉ．（名前を書く）

ｋａｍａｋａｒａｄｕＪｉｎＪｉＸｇａｍｍｊａｉ

（あちらから先生がいらっしゃる）

調査しえた終止形語例を示すと次の通り。
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ｎｄｚｉ．（抜く）ｓ,fｄｚＹｎ（沈む）ｈｉｔｓｉ．

（引く）Ｆｕｉ（振る）ｔｓｉ､ｔｓ.]「（突く）

ｂｕｇａｉ（疲れる）ｕｄｕｒｕｔｓｉ．（驚く）

ｐｕｋａ「ａｓｉ．（喜ぶ）ｎａｔｓｉ．（泣く）

ｎｉｇａｉ（祈る）ｕｒｉＸ（下りる）ａｋｉＸ（開

ける）ｍａｇｉ：（曲げる）ｈｉｎａｉ（減る）

ｂｊｕ：ｉ（酔う）

池間方言

,書き|::悪::法｡:::11N二
すなわち，池間方言では連用形がｋａｔｓＹ→

ｋａｋｉと変化していくために，同語形である接

続形はこれとの区別を保てなくなり，そこで接

続形の方はｋａｋｉＸと長音化することによって

区別を保っているものと解される。

Ｆｕ：（来る）の接続形はｔｔｉＸ（来て）とな

っていて，一見「来て」に対応するかのように

みえる。もしそうであるなら，池間方言の接続

形はすべて「て」が融合していると解される可

能性もあるが，しかし，このｔｔｉ：もやはり次

のような変化過程を経て成立したものであろう。

i;({差鰡F｢淵川Ⅲ

2.7連体形

ｄｚｉ.：ｊｕｋａｔｓＹｈｉｔｕ（字を書く人）
Ｏ

ｋｕｄｚ､ｉｔｕｋｊａ（漕ぐ゛時）

ｔｕ：ｔｕｉ（飛ぶ鳥）

ｔｕｉｍｕｎｕ（取るもの）

ｂａｒａｕｔｕｋｊａ（笑う時）

ｕｋｉｔｕｋｊａ（起きる時）

ａｓｓＹｔｕｋｊａ（する時）

ＦｕＸｔｕｋｊａ（来る時）

ａｉｎｎｕｔｕｋｕｎｕｎｎａｋａｔｓＴｎａ（そん

なところに書くな）

２．１０過去形

nｎｕｎｕｄｕｋａｔｓｌｔａｉ（昨日書いた）
Ｏ

ｋａｔｓ・ｆｔａｉｔｕｋｊａ（書きたし、とき）

nｄｚＹｔａｉ（抜いた）

sＹｄｚＹｎｔａｉ（沈んだ）

ｈｉｔｓ・ｉｔａｉ（引いた）

Ｆｕｉｔａｉ（振った）

ｕｒｉｔａｉ（下りた）

ａｋｉｔａｉ（開けた）

mａｇｉｔａｉ（曲げた）

ｈｉｎａｉｔａｉ（減った）

ｂｊｕＸｉｔａｉ（酔った）

２８命令形

ｈａｊａｍａｒｉｋａｋｉ（早く書け）

ｈａｊａｍａｒｉｋａｋｉｂａ（早く書け！強い

命令）

d５ａｕｔｏＸｎｔｉｋａｋｉｊｏ（上手に書けよ。

やわらかい調子の命令）

2.9接続形

ｋａｂｉＸｎｋａｋｉＸｕｍｕｔｉＯｋａｉ

ｉｄａｓ,ｆ（紙に書いて表に出す）

国語との対応において接続形と連用形は次の

ような関係にあるものと推定される。

2．１１継続

ｂａｇａｋａｋａｄｄｉｄｕｕｍｕｉｊｕｉ

（私が書こうとぞ思っている）
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ｎｎａｍａｄｚｉ,Ｘ（d5iz）ｊｕｋａｋｉｊｕｉ

（今字を書いている）

ｖｖａｄｕｇａｊａ：Ｏｋａｉｍｍｊａｉｕｒａ

ｍａｉｊｕｈｉｔｕＸｔａＸｄｕａｒａｍａｌ
Ｏ

ｇａ（あなたの家におし､でになっていらっしゃ

る方はどなたですか）

ｋａｎｕｐｌｔｕｎｕｄｕｋａｋａｔｉＸｌＸ
Ｏ

ｔａｉ（あの人がぞ書くと言ったあの人が書く

と言った）

ｖｖａｉｔｓＹｇａｋａｋａｄｚｉ,Xｇａ（君はい

つ書くか）

２．２未然形

ｌ）ｓＹ（せる）ＪｉｍｉＸ（しめる）に接する。

ｕｔｔｕｎｄｎ.：ｋａｋａｓｉ.（弟に字を書か

す）

ｕｋｉＪｉｍｉ：（受けしめる）

２）ｒｉ：（れる）ｒａｒｉＸ（られる）に接する。

ｄｚＹＸ（ｄ５ｉＸ）ｊａｋａｋａｒｉ：（字は書

かれる。字を書くことができる）

Ｊｉｋｉｎｊａｕｋｉｒａｒｉ：（試験は受けら

れる）

ｖｖａｇａｋａｋｉｂａｄｕｋｉｔｓ､fｇｉｎａｒｉＸ

ｋａｋａｒｉＸ（君が書けばぞ上手に書かれる。

君が書けば上手に書ける）

ｋａｋａｔｌ：ｕｍｕＸｔａｋａ：ｋａｋａｒｌ：

ｄｕｓｉ．（書こうと思え'ま書かれぞする。書こ

うと思えば書くことができる）

ｋａｋａｄｚＹＸｇａｊａｒａｋａｋａｍａＯ

ｇａｊａｒａｓｓｌｓａ「ｉｎ（書くのか書か
Ｏ

ないのか知られなし､・書くのか書かないのかわ

からない）

３）、（ない）ｍａｎ（ない）に接する。

ｋａｎｕｐＡｔｏ：ｋａｋａｎｄｕｉｋｉ

ｎｅｍ（あの人は書かないで行ってしまった）

ｓａＸｔｉｋａｋａｎｎｉｂａｄｕｄａｍｉ

Ｊａ：ｍｉｘ（熱,、に書かないからだめなのだ）

ｍｍｅｋａｋａｍａｎ（もう書かない）

ｂａｎｎａｋａｋａｍａｎ（私は書かない）

ｄ３ｉ：ｊｕｋａｋａｎ（字を書かない）

ｄ３ｉＸｊｕｋａｋａｍａｎ（字を書かない）

３活用の分類

西里・与那覇・来間方言同様，大きく三つに

分類される。Ｉはいわゆる文語の四段活用動詞

に相当する動詞が属しており，Ｉは上一・上二

・下二段活用動詞に相当する動詞が属している。

mはいわゆるサ変・力変に相当する動詞である。

来間方言ではI型に属しながらも「死ぬ」に

相当する動詞は多少不規則活用型であったが，

池間方言では西里方言と同様規則活用である。

池間方言で特徴的なことはやはり１.→ｉの変

化である。ｋａｔｓｉ．（書く）ｋｕｄｚｉ．（漕ぐ，

等の連用形・過去形ではその変化の過程を反映

していて，変化部にＩ..ｉ両形あらわれる。

水納方言

１動詞活用体系

水納方言の動詞の活用を示すと，第６表の頻

りになる。

２活用形の用例

2.1志向形

d５ｕＸｋａｋａ（字を書こう）

ｂａｇａｋａｋａｎａ：（私が書くよ）

ｂａｇａｋａｋａｔｉＸｕｍｅＸｂｕｉ

（ｕｍｅＸｂｕｌ）（私が書こうと思っている）

ｐｅＸｐｅ：ｋａｋａｄｚＹＸ（早く書こう）
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2.3条件形１

ｐｅＸｐｅＸｋａｋａｂａｄｕｄ５ｏｍａａ

ｔａｉ（早く書かぱぞよかった。早く書けばよ

かった）

（水納）

ｋａｋａｂａ

△

ｋａｋｉｔａｋａＸ（ｂａ）

水納方言のｋａｋｉｔａｋａＫｂａ）は西里方

言等のｋａｋｉｂａ，ｋａｋ・ｆｔｓＹｋａＸの両形が
００

統合したものと解される。いわゆるi､→ｉ変化

に伴って起った統合である。但し，これが同じ

.i→ｉ変化が認められる池間方言においては

ｋａｋｉｔｔａＸとはならずｋａｔｓＹｔｔａ：

（ｂａ）となったのはなぜか，これについては今

のところ明らかにしえない。

２４条件形２

ｖｖａｇａｋａｋｉｂａｄｕｋｉｔｓ.'･ｇｉｎａｒｉＸ

ｋａｋａｒｉ：（あなたが書けばぞ上手に書ける）

ｐｅＸｐｅＸｋａｋｉｂａｄｕｄ５ｏＸＪａａ

ｔａｉ（早く書けばぞよかった）

ｓａＸｔｉ：ｋａｋｉｂａｄｕｎＸｎａｔａｍａｒｉ

ｂｕｌ（どんどん書け'宝ぞみんなたまっている。

どんどん書くものだからみんなたまってしまう）

ｋａｋｉｂａｍａｉｋａｋｉｂａｍａｉ

ｍａｎｉａ：Ｊａｒｉｎ（書けばも書けばも間に

合わされない。書いても書いても間に合わない）

ｋａｋａｔｉＸｕｍｕＸｔａｋａＸｋａｋａｒｌ

ｄｕｓＴ（書こうと思えば書ける）

ａｄ５ａｇａｋａｋｉｔａｋａｘｂａｍｍａｌ

ｋａｋｉｄｕｓＹ（兄さんが書けば私も書く）

ｋａｋａｎＪｕｇａｋａｋｉｌａｋａ：ｋａｋｉ

ｄｕｓｉ．（書かないが書けば書ける）

西里・与那覇・来間方言では条件形に三つの

形が認められる。

（西里・与那覇）（来間）

１ｋａｋａｂａｋａｋａｂａ

２ｋａｋｉｂａｋａｋｉｂａ

３ｋａｋ､１．ｔｓ､1.ｋａＸ ｋａｔｓＹｋｋａＺ
Ｏ Ｏ

－方，大Fll・池間・水納方言では二つの条件

形しか認められない。

（大神）（池間）

１ｋａｋａｂａｋａｋａｂａ
Ｏ

２△△

３ｋａｋｉ、ｔｉｋａｋａｔｓＹｔｔａＫ（ｂａ）
○○

２．５遠用形

ｂａｇａｄｕｋａｋｉｂｕＪｊａａｌ（私がぞ

書きたい）

ｋａｒｅＸｄｚＹＸ（ｄ５ｉＸ）ｊｕｋａｋｉ

ｇｉｍｕｎｕ（彼は字を書きそうだ）

ｄ５ｉＺｊｕｋａｋｉｂｕｓＴｇｉｍｕｎｕ(字を書

きそうだ）

ｄ５ＴＺ（ｄ５ｉＫ）ｊｕｋａｋｉｗａＸｉ（字を書

いていらっしゃる）

ｋｊｕＸｋａｒａｋａｋｉｐａｄｚＹｍｉｔａｉ

（今日から書きはじめた）

ａｄ３ａｇａｋａｋｉｔａｋａＸｂａｍｍａｉ

ｋａｋｉｄｕｓｉ．（兄さんが書いたら私も書き

ぞする。兄さんが書いたら私も書く）

2.6終止形

､ａ：ｊｕｋａｋｉ（名を書く）

ｂａｇａｋａｋｉ（私が書く）

2.7連体形

ｄｚｉ.：ｊｕｋａｋｉｐ・fｔｕ（字を書く人）
Ｏ

Ｓ､1.ｔａＯｋａｉｋａｋｉＪｏＺｐｕｋａｎｕ
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第 6 表 宮古水 納方 1=1 

分 動 変化部 Jてじと、 未 条 条 連 終 連 メ日5IhI 接 過 過 継

向 然 件 件 用 j上 体 メυL 続 去 去 所 属 動 2司
類 詞 不化変部 形 形 形 l 形 2 形 形 形 形 形 形 1 形 2 続

1 書 く kak a a a l l 1 : l i! b u i i k i (行く j

2 漕 〈ご k_l!g 11 1/ 11 II 11 11 1/ 1/ 11 " " 1/ 

3 押 す uI 1/ /ノ 11 λ/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ ukuli (起こす) k iI i (切る j

4 立 イ〉 t a t 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ // 1/ 1/ 1/ // m a t i (待つ j

5 飛 ぶ tub // // 1/ 1/ 1/ 1/ // 1/ 1/ 1/ // // 

i 3 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 

6 1=1 つ
I 1/ II 1/ // 11 

I 1.1 7 死 ぬ Iin // 1/ 1/ 1 : 1/ i: 1 : 11 1/ 11 11 1/ 

t u r 1/ // 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ k i 1 (k i :) (蹴る j
8イ 取 る

1 (i) 1 (i) 1 (i) tu 1 (i) 1/ 

bur // // 1/ 1/ // 11 

ーか'/)十一一
8ロ 居 る

bu 1 (i) 1 (i) 1 ii) 

ar ム ム 1/ ム 1/ 1/ 1/ 

8ノ、 有 る
a 1 (i) 1 (i) 1 (i) 1 (i) 

一一一一ー一一一一一一一一回一一一一一一一一一一一一一一
J um // 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ // 

9 ニU竺士E む
J U m m 汀l m 

トー一一一一一
kavv 1/ // 1/ 1/ 1/ // 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 

10 被 る
ka V 

イ 笑 フ bar a ! a : a : 。: 。: a 1 。r a I e : a 1 。: e: b u i k a i (買う j f a i (食う j
1.2 

思 つ u : ・ u! e:bui ロ Uロ1 a : a : a : U:  u: U 1 e : U: U:  

イ 見 る π1 1 ! 1 : i : i : 1 : i ! 1: 1 : r u /1 i: i : 1/ n i: (煮る j k i: (着る)
E 

落ちる uk i : (起きる) ndi: (出る) uk i : (受ける) {)kagi: (召し上尚jロ u t i : i : 11 
. 

1 : 1 r u 1/ 1/ 1/ 1/ 

す
s i ・・ i : ‘ 

1 る
E u: u: u : i : 1 : I r u 1/ // // 1/ 

2 来 る k u : u. u : i : i :. u! • 1 : u: // 1/ 1/ 1/ 

日 ba ba bu J J a : i 体言 t t 1 t t a t a 1 

(ない) (ばj (ば) 〈たい) (て j (た j 〈た j

日lan t a k a: 9 da: i na 

(ない) (ば) (そうだ) L禁止)

主な接尾形式
S 1 du 

(せる j (ぞ、)

r 1 : 

(れる j
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ないで単独で用いられる場合ｋａｋｉ：（書いて）

となる。これは池間方言の記述の際にも述べた

ように，連用形かｋａパi→ｋａｋｉ（書き）と

変化したため，これとの混同をさける必要から

ｋａｋｉ→ｋａｋｉ：と変化したものと解される。

ｋｕｔｕ（下に書くのは他のことだ）

ａｎＪｉｒｕｔｕｋｕｒａｎｎａｋａｋｉ

んなところに書くな）

､ａ（そ

２８命令形

ｐｅＸｐｅＸｋａｋｉ（早く書け）

ｋｉｔｓ・iｇｉｎａｒｉＺｋａｋｉｊｏＸ（きれいに

書けよ。ていねいに書けよ）

ｄ５ｏ：ＯｋｅＸｐａｒｉｍｉＪｉｒｕ（入口に貼

ってみせろ）

2.9過去形

過去形ｌ

ｎａｍａｄＵｋａｋｉｔｔａ（今書いた）

過去形２

ｋｊｕＸｋａｒａｋａｋｉｐａｄｚ・ｉｍｉｔａＩ

（今日から書きはじめた）

ｋｉＩ１ｕＸｄｕｋａｋｉｔａｉ（昨日書いた）

2.9．接続形

ｋａｂｉＯｋａｉｋａｋｉＺｄ５ｏｚＯｋｅＸｐａｒＩｘ

ｍｉＪｉｒｕ（紙へ書いて入口へ貼ってみせろ）

k１.nｕＺｕｔｓＴｎｋａｋｉＸｎｅＸｎ（昨日のうち

に書いてしまった）

ｋａｋｉＸｋａｒａｉｋ:ｌｄｚＴＸ（書いてから行こう）

ｔｔｉヌ（て）に接した用例は次の通り。

ｋａｋｉｔｔｉＸｄｕｉｋａｄｚ.:､Z（書いてか

ら行こう）

接続形は池間方言同様，ｔｔｉｘ（て）がつか

2.10継続

ｂａｇａｋａｋａｔｉＸｕｍｅＺｂｕｌ（ｂｕｉ）

私が書こうと思っている）

ｎａｍａｄｕｄｚｉＺｊｕｋａｋｉｂｕｌ（ｂｕｉ）

（今字を書いている）

ｓａＺｔｉｋａｋｉｂａｄｕｎＺｎａｌａｍａｒｉｂｕｌ

(ｂｕｉ）（どんどん書くものだからたまっている）

宮古方言における活用形の通時的考察

去形１.終止形１.条件形甲・条件形乙・連体

形の各活用形を示すと，第７表の通りになる。

但し，過去形１の資料は上記６方言の中では大

神方言のだけしか持合わせていない。

２

はじめに接続形について考察する。宮古方言

の接続形は国語に対応形式を求めるならば；国

語のどの形式に対応するのかということについ

て考えてみたい。具体的には大神方言のｋａｋｉ

をとりあげる。

大神方言のｋａｋｉは国語のどの形式に対応す

l

宮古方言の動詞の活用を調査していく過程で〉

当方言の活用形間における通時的な相互関連性

について示唆を与えるような実態が見い出され

た。ここでは接続形・連用形・過去形１．終止

形１．条件形甲・条件形乙・連体形の相互関係

と，さらにそれらの活用形と深くかかわってい

ると解される他の活用形または形式について述

べてみたい。

そこで，まず大神・西里・与那覇・来間・池

間・水納の各方言における接続形・連用形・過
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るのかということであるが，これには一応次の

二つの形式が想定されうる。

①「書き」に対応する。

②「書きて」の変化したもの

但し，②の可能性は大神方言の活用形の用例

をみていくと，直ちに否定されざるをえない。

大神方言の場合，ｋａｋｉは（～して）の意を

強める際には補助動詞ｓ､,．（する）を介してｔｉ

（て）に接する。意を強める（強意）機能はむ

しろこのｓ1.が有している。

；ＹＵｋョｋｉ’8.tｉ（Ｊ８ｔｉ）ｉｋＹ（字を
書いて行く）

Ｂｉ：ｓＸｔｉ（Ｊ６ｌｉ）ｊａ：Ｏｋａｉｐｅｒ，

（酔ってから家へ帰りなさい）

一方，補助動詞ｓｉ．（する，強意）は大神方

言ではよく用いられる。たとえば，「連用形十

．ｕ＋ｓｉ.」の連結は頻繁に用いられる。
０

ｋ.8s・ｉ９ｕｓ.,．（来ぞする。来るよ）
ｕ・ｉｄｕｓＹ（居りぞする，居るよ）

Ｏ

ｔｕ,ｉｄｕｓｉ．（取りぞする，取るよ）
Ｏ

ｂｉ：ｄｕｓｉ．（酔いぞする，酔うよ）
ＯＯ

１ａｓｌｎ１ｒａｉｄｕｓ.,．（親|こ死なれぞす
。

る）

ｎｉＹｄｕｓＹ（寝ぞする，寝るよ）
Ｏ

Ｓ.iの前にあらわれるｄｕ（ぞ）はｓ､iの有する
Ｏ

強意と呼応するかたちであらわれる〈()のと解さ

れる。この「連用形＋ｄｕ＋ｓＹ」の連結は文末
Ｏ

でよく用いられる。

このｓＹは文中では「凍用形十ｓＹ」の連結で

用いられる場合がある。すなわち，連用形と

ｓ､ｆとの間に。ｕを介さない。
Ｏ

ｎｎａＸｍａ；ａｍｉｍａｋｉ・Ｊｉｂａｍａｉ
Ｏ

ｋｕＺｎ（今まで待ちせぱも来trい。今まで待

っても来ない）

以上の例からもわかるように，大神方言にお

いて補助動詞ｓｉ．（する）は接続形ｋａｋｉ・連

用形ｋａｋｉ､両方承けえる。

全く同様に，ｄｕ（ぞ)も接続形・連用形両方
Ｏ

承けえる。

ｋａｋｉｄｕｕ､1．ｄｏ：（書いているぞう）
Ｏ Ｃ

ｋａｋｉ・ｄｕｓｉ．（書きぞする，書くよ）
Ｏ

ｔｕｒｉｄｕｕｉＰｄｏ：（取っているぞう）
Ｏ Ｏ

ｔｕ､ｉｄｕｓ､ｉ（取りぞする，取るよ）
○

以上の実態から，次のような結論が導かれる

であろう。

(1)接続形ｋａｋｉは国語の「書きて」の変化し

たものではなかろう。もし，「書きて」の変

化したものであるとするならば，連用形

ｋａｋＹも「書きて」の変化したものという解

釈の可能性を生み出す結果になってしまうか

らである。

(2)補助動詞ｓＹや助詞。ｕが接続形ｋａｋｉ．
Ｏ

連用形ｋａｋ､1.を共に承けえるとするならば，

両形は通時的に深い関係があったであろう。

３

補助動詞ｓ1.および助詞。ｕが接続形ｋａｋｉ
Ｏ

・連用形ｋａｋ.ｉを共に承けえるという事実は

この両形がもと文法的カテゴリーを同じくし

ていた蓋然性が高い。

一方，大神方言の連用形ｋａｋＹは当方言と国

語との音韻対応からしても，国語の「書き」に

対応するものと解される。そうすると，接続形

ｋａｋｉも「書き」に対応する蓋然性が高い。

では，接続形ｋａｋｉ・連用形ｋａｋＹ両方とも

国語の「書き」に対応するものとするならば，

なぜ；接続形のｋａｋｉは当方言の音韻法則から

はずれてもとのままの形をとどめたのかという

問題がある。

これについては次のような推定が可能であろ

う。すなわち，国語の連用形の用法のうち，中
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止法・連用法（連用形が用言に接する用法）の

用法は当方言の接続形ｋａｋｉとしてそのままの

形をとどめて用いられ，その他の用法は当方言

の音韻法則に従って連用形ｋａｋＹとなった。

これを図示すると，次の通りになる。

国語大神方言

（語尾）において，当方言の音韻変化，すなわ

ち,ｉ（国語）→i・（大神）の変化を受けずに,、

そのま上の形で用いられたものである。一方，

国語の連用形の中止法・連用法以外の用法は，

大神方言では連用形として用いられ,・形のうえ

では国語の連用形が，その変化部において当方

言のｉ→1.の変化を受けて用いたれたものであ

るということができる。

以上のような推定は（落ちる）と（来る）の

接続形と連用形の場合にはどうであろう力ｂ

まず，（落ちる）の方からみてみよう。（落

ちる）の接続形ｕｔｉは恐らく国語の連用形

「落ち」に対応するであろう。但し，連用形

ｕｔｉｉ.は「落ち」に対応しない。そこで；この

ｕｔｉｉ､を当方言の音韻法則に則ってさかのぼっ

てみると，国語の「藩ちり」に対応することが

わかる。そうすると，大神方言では国語の上一

.上二・下二段活用に相当する動詞が，かつて

ある時期に，いわゆるラ行四段化傾向を示し，

これが連用形ｕｔｒｉに反映されているものと解

される。まとめると，接続形のｕｔｉは，いわゆ

るラ行四段化傾向を示さないもとの連用形「落

ち」に対応し，連用形ｕｔｉ･Iはう行四段化傾向

を示した時点の「落ち、に対応するものと解

釈する。

次に，（来る）の連用形と接続形とについて

検討する。まず，接続形k：Ｊｉ連用形kWl．Ｏ

におけるｋｉ.－は国語の「き」に対応し，「<」

には対応しない。「〈」は当方言ではｆｕにな

る。この「き」が当方言ではk爵.,.ｘとなる。

.'・母音は宮古方言では摩擦音ｓを伴うのが普通

である。このｒＷがやがてkZsTとなって形
成されたのが連用形であると解する。このよう

にして連用形がｋＴｓ･（となって定着すると，
。

やがていわゆるサ行四段的類推が働いて成立し

－－

接続形ｋａｋｉ=ｂＩＬ､上上二．急ｒｆ７ＬＨ､四

連用形ｋａｋｉ．のｎＭ（７）出灼

以上のように解釈してはじめて，次のような

用例も説明可能となる。

中止法→接続形

ｋａｎｕｐＹｔａＸｂｉ：ｕｎｕｐ８ｔａ：Ｏ Ｏ

ｎｉｖｖｉｕｉ．（あの人は酔って（酔い），この

人は寝ている）

これは国語の中止法が大神方言で接続形として

用いられている例である。

連用法→接続形

ｔｉＯｋａｒａｄｕｕｔｉＭｓｉ．（天からぞ落
０ ０

ちてくる）

ｕｔｕｔｕｊａｒａｂａｍａｉｓａＸｒｉｋｕＸ
．Ｏ

（弟でｉもつれてこい）

ｂｉＸｍｉ：ｂｕｓＹｋａｍ（酔ってみたい）
Ｏ Ｏ

ｇｉＸｕｋａｋｉｉｋｉ（字を書いてし、け）
Ｏ

ｊｕｋａｉｔａ９ｕｇｉ.：ｕｋａｋｊ

ｂｕｋａｒｉｋａｍ（休まずに字を書くので疲れる）
Ｏ

その他,上記の例のように，＆l;tｉ（ｊｉｏｔｉ）
を伴わずとも，（～して）の意をあらわして用

いられている用例はすべて，国語の連用法が当

方言では接続形として用いられていると解され

るものである。

以上，主に（書く）の接続形と連用形とについ

て，国語との対応でみてきた。改めてまとめて

みると，国語の運用形の用法のうち，中止法・

連用法は大神方言では接続形として用いられ，

形のうえでは，国語の連用形が，その変化部
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たのが接続形ｋＹＪｉであると解する。まとめる
。

と，接続形k3J[連用形ki.s､1.共に国語の連用Ｏ

形「き」が音韻変化して成立したくものであると

解する。

以上のように，大神方言の接続形・連用形は

ともに国語の連用形にその系統を求めることが

できる。

４

以上述べてきた大神方言における接続形と連

用形に関する通時的な推定は，第７表で示した

大神以外の他の五つの方言にもその主上あては

まる。

但し，方言によっては，音韻変化の影響によ

って，接続形と連用形の形のうえでのはりあい

関係が多少変形している場合がある。

まず，（書く）の接続形と連用形についてみ

ると，西里・与那覇方言は大神方言と全く同様

に説明できる。但し，来間・池間・水納の各方

言では接続形と連用形間における形のうえでの

はりあい関係が多少異なってきている（第７表

参照)。

これらの方言はi,→ｉの変化過程にある方言

である。来間方言はまだ微々たるものであるが，

池間・水納方言ではかなり進んでいる。この母

音変化は活用形に影響を与え，来間・池間方言

では連用形にｋａｔｓＹ・ｋａｋｉ両形あらわれ

水納方言ではｋａｋｉになっている。これは母音

変化に伴い，連用形もｋａｋＹ（大神・西里・与

那覇）→ｋａｔｓｉ．（来間・池間）またはｋａｋｉ

（水納）と変化していったものと解される。

適用形がこのように変化してくると，これと形

の上でのはりあい関係を保っていた接続形も影

響を受けざるをえない。来間方言では，連用形

はｋａｋｉよりもｋａｔｓｉ､の方がまだ優勢なので

接続形も影響を受けずｋａｋｉとなっているが，

池間・水納方言のように，連用形ｋａｋｉの方が

優勢になり，あるいは全くｋａｋｉとなってしま

ったところでは，これとのはりあい関係で接続

形もｋａｋｉ（大神・西里・与那覇・来間）→

ｋａｋｉＸ（池間・水納）と変化している。すな

わち，連用形がｋａｋ.i→ｋａｔｓＹまたはｋａｋｉ

と変化して接続形の形に近接してくると，接続

形の方はｋａｋｉ→ｋａｋｉＸと末尾音を長音化す

ることによって，連用形との区別を保っている

と解される。

次に，（落ちる）の接続形と連用形について

みてみよう。西里・与那覇方言以外の方言では

（落ちる）の接続形と連用形も形のうえでのは

りあい関係を保っているが，この両方言の接続

形と連用形はいずれもｕｔｉとなっていて，区別

を保っていない。この場合をどう説明するのか

ということであるが，活用形のはりあい関係と

いうものは，同じ活用型のなかだけでのみみる

べきものではないと考える。両方言の他の活用

型，たとえば（書く）と（来る）における接続

形と連用形は明確な区別を保っている。周辺に

このような明確な区別を保っている多くの活用

形があれば，これに支えられて，一部の活用形

に同語形があらわれることもありうるであろう。

西里・与那覇方言の連用形ｕｔｉは大神方言

等のｕｔｉｒから変化したとみなせないでもない

が，しかし，これはやはりいわゆるラ行四段化

傾向にないもとの連用形「落ち」に対応するも

のと解した方が妥当のように思われる。

両方言にはｔ､ｉという柏は存しない。いわゆる

ｔの直後ではｉ→.iの変化は起りえなかったの

である。（落ちる）の接続形と適用形とが同語

形になっている要因の一つはこれにもあると解

される。但し，この「落ち」もある時期にいわ

ゆるラ行四段化傾向を示して「落ち、となり，
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その「蕗ちり」に対応しているのが大神方言の

ｕｔｉＹであると解される。ｕｔｉ.fは末尾のi・

がｉに変化するとｕｔｉＸ（来間）となり，また

ｕｔｉ（池間・水納）となる。その変化過程を示

すと，次の通りになる。

ｕｔｉ（西里・与那覇）→ｕｔｉｉ．（大神）→

｛:悪:篭:)水納）
従って，西里・与那覇のｕｔｉと池間・水納の

ｕｔｉとは形は同じでも通時的には全く異なる

ものである。

（落ちる）の連用形がこのように変化してくる

と，接続形もこれとのはりあい関係で,ｕｔｉ（大

神・西里・与那覇・来間）→ｕｔｉＸ（池間．水

納）と変化する。すなわち，池間・水納では連

用形がｕｔｉとなったため，接続形はｕｔｉＸと

末尾音を長音化することによって，その区別を

保つようになっていると解される。

（来る）の接続形と連用形ももちろん国語の

適用形「き」が音韻変化して成立したものであ

ると解する。まず》連用形の変化過程を示せば；

次の漏りになろう。

K:川大神等)一に糊間'－
ｔＳＴｉ（池間）

接続形の変化過程は次の遍りである。

蝋:'Ｍｗ大神等)僻/`Y:鯛了
uＩｉＪｉｔｔｉ（来間)→ｔｔｉＫ池間）

水納方言以外では，それぞれ接続形と連用形

のはりあい関係が保たれている。但し，水納方

言では接続形も連用形もｋｉＸとなっている。

これはやはり当方言では.iがｉに変化していっ

ているということと，また，国語の１拍語はほ

とんど２拍に発音されるという当方言の特性に

よって結果しているものと解される。

５

次に，大神方言の過去形１について考察する。

大神方言の過去形１は次のように。ｕに接す
。

るｏ

ｋａｋｉｄｕ（書いた)ｋｕ６８９ｕ（漕ＷａＯＯ

ｕＪｉｄｕ（押した）ａＪｉｄｕ（した）
ＯＯ ＯＯ

ｐｉｉｄｐ(落ちた）ｋ:Ｊ８４ｐ(来た）Ｏ‐Ｏ

西原方言におし､ても過去形は大神方言とほぼ

平行的にあらわれる。

過去形１

ｋａｋｉｄｕ（書いた）

ｋａｋａｈｉｄｕ（書かせた）

ｋａｋａｉｄｕ（書かれた）

ｋａｔｓＹｊｕＸｈｉｄｕ（書くことができた）

過去形２

ｋａｔｓＹｔａｉ（書いた）

ｋａｋａｓＹｔａｉ（書かせた）

ｋａｋａｉｔａｉ（書かれた）

ｋａｔｓＹｊｕＸｓＹｔａｉ（書くことができた）

他の宮古方言においても，綿密に調査すれば

大神・西原方言の過去形１に相当する形が見い

出せる可能性がある。これまで記述してきた西

里・与那覇等の五つの方言で示した過去形は大

神方言等の過去形２に相当するものである。

さて，大神方言の過去形’を承ける：ｕは助
詞ｄｕ（ぞ）と同語である蓋然性が高い。なぜ

Ｏ

なら，これらのifil去形１が文中で用いられる際

ほとんど助詞ｄｕ（ぞ）を有する文脈で用いら
０

札代りに過去形１を承けた。ｕが脱落するか
◎

らである。

{:１Ｍ繍川おとといぞ来た）

{蘆:！;:開……！
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（昨日ぞ私は字をぞ書いた）

(Ｍ;oqT:Ｆ１昨日ぞ行_た）
いわゆるこれらの文では過去形’の前に９ｕ
（ぞ）があらわれるので）過去形１が再び同じ

ｄｕ（ぞ）に接さなくともよいと考えられるの

ではなかろうか。しかし，なぜ大神方言等で，

過去形’が助詞gｕ（ぞ）に接して過去をあら
わすようになったのか不明である。

過去形１の接する。ｕが助詞のｄｕ（ぞ)であ

るとするならば）この過去形１もやはり接続形

・連用形と文法的カテゴリーを同じくしていた

ものと解される。従って，国語に対応を求める

ならば，ｋａｋｉｄｕ（書いた）ｕｔｉ９ｕ（落
ちた）のｋａｋｉｎｔｉは「書き」「落ち」に対

応する｡また,ｋ:Jｉ９ｐ（来た)のＭＪｉは
「き」に対応するが，さらに文法上の類推作用

も働いて成立したものであると解される。

６

次に，５で示したように，過去形１が文の終

止に用いられることに着目したい。この側面か

ら，終止形１について考察してみよう。

５で用例を示したように，大神方言ではｋａｋｉ

（書いた）ｉｋｉ（行った）ｋｒＪｉ（来た）等

で文を終止することができる。他の用例も示せ

ば，次の遍り。

ｋａｒｉｇａ９ｕｉｋａｄｉａｒｒｉ（彼が行
こうとぞ言った）

ｋｒｎｕｄｕｐａｔａｒａｋｉ（昨日ぞ働いた）

過去形１のこの文を終止させる職能は，過去形１

と終止形１の文法上の深い関連性を示唆してい

るように思われる。いわゆる’接続形と連用形

の間に存した通時的関係が，全く平行的に過去

形１と終止形１との間にも存しているのではな

かろうか。具体的にいうと，たとえば，過去形１

ｋａｋｉ・終止形ｌｋａｋＹも共に国語の連用形「

書き」に対応する。そして，連用形の用法のう

ち，「過去をあらわし文を終止する用法」は過

去形ｌｋａｋｉとなってそのままの形をとどめ，

「非過去をあらわし文を終止する用法」は当方

言の音韻法則に則って終止形ｌｋａｋ.ｆとなって

用いられるようになったと解するのである。

（書く）（落ちる）（来る）の終止形１はそ

れぞれ次のような変化をへたであろう。

（書く）

啼肛伏神等)口:<1㎡〔鶏j池間）
（落ちる）

ｕｔｉＹ（大神等）→ｕｔｉＸ（池間・水納）

（来る）

KM伏神等』巳糊
である先

ように，それぞれ「蕗ちり」「き」に対応する

ｕｔｉｉ.．ｋ､8s.fは連用形のところでも述べた

７

次に，条件形について検討する。宮古方言の

条件形には三種ある。その一つは，たとえば大

神方言のｋａｋａｂａ（書かば)等のようなもの

で，これは未然形の成立と基盤を同じくしてい

るものと解される。

ここで）条件形として考察するのは他の二種

で，これを第７表では条件形甲・条件形乙とし

て示しておいた。

まず，条件形甲であるが，これの対応形式を

国語に求めると，たとえばｋａｋｉｂａ（西里・

与那覇・来間）だと，次の二形式が想定されう

るｏ

①「書きば」に対応する。
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②「書けば」に対応する。 同様に，（来る）の条件形甲も「き」の音韻

（書く）の条件形甲だけをみていると，国語変化したものであると解する。

との音韻対応上からも②の解釈が妥当のように次に，条件形乙であるが，これは音韻対応上

思われる。 からも国語の連用形に対応するものと解する。

但し，（落ちる）の条件形甲をみると，②の（書く）の条件形乙は「書き」に対応し次

解釈は多少疑問になってくる。西里方言ののような変化をへたであろう。

"…｡(落ちれば)の場合は~見｢航…大神等)□:意ﾂﾞ漁)池間）りぱ」よりもむしろ「落ちれば」に対応するか

のようにみえる。しかし，そう解釈すると，与（落ちる）の条件形乙は「落ちり」に対応し

那覇・来間方言のｕｔｉｂａｕｔｉｒｕｂａが次のような変化をへたであろう。

説明できない。「落ちれば」が両方言でｕｔｉｕｔｉｉ．（大神．西里．与那覇）→

………る音韻文法上の理＄（:'１:鰯他間）は見い出しえない。

そこで，この条件形甲もやはり接続形等と同来間・池間方言のｕｔｉはいわゆるラ行四段化

様，国語の連用形にｂａの接したもの，すなわしない以前の「落ち」に対応するとみるよりは，

ち①の解釈をとった方が妥当のように思われる。むしろ大神方言等のｕｔｉＹから変化したものと

そうすれば；ｋａｋｉｂａのｋａｋｉの場合は国解した方が妥当である。

語の「書き」に対応し，「き」の部分がｉ→１．（来る）の条件形乙は「き」に対応し，次の

の変化を受けずそのま上の形をとどめたものとような変化をへたであろう。

解釈することができるし，（落ちる）の条件形ｋＹｓｉ.（大神．西里．与那覇）→

;篭薫憶餅fhUiir熟｝できるであろう。

ｕｔｉｒｕ（来間） 水納方言のｋｉＸも大神等のk：si､から変化し
すなわち，与那覇方言の場合は「落ち」に対応た新しい形と解される。

し，西里方言はいわゆるラ行四段化傾向を示し

た時点での形「落ち、に対応する。「蕗ちり」上代国語では連用形が連体的機能も有してい

は宮古では，西里方言のように，「り」の部分たことがわかっている（「原始日本語と文法」

がｉ→Ｔの変化を受けずに用いられたものもあ福田良輔日本文法講座３明治書院)。

るが，時にはｉ→Ｔの変化を受けてｕｔｉｒＹと宮古方言の連体形，たとえば；大神方言の

かつた場合もあろう。但し，ｕｔｉｒＹの形は現ｋａｋｉ．（書く）は音韻的には国語の連用形「書

在の手持ちの資料内ではみあたらないので，一き」に対応する。

応想定形という意味で＊印をつけておく。そのなお，上代国語では終止形も連体的機能を有

ｕｔｉｒＹがｕｔｉｒｕとなったのが来間方言であしていたことがわかっている（前記福田論文)。

ると解する。 宮古方言においても終止形１の有する連体的機
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能が連体形として用いられるようになったと解

することもできるが，終止形１が前述したよう

に，国語の連用形に対応するものと解されるの

であれば,O宮古方言の連体形が国語の連用形に
対応するという結論にやはりかわりはない。

（書く）（落ちる）（来る）の連体形は各々

次Ｗ変化を~たであろう。

ＭⅨ大神等〕ロ:|i欄)池間）
（落ちる）

ｕｔｉｉ.（大神等）→ｕｔｉ：（池間・水納）

（来る）

【い【大神等,[Ⅱ(剣|難ｌ
ｋａｋｉ.・ｕｔｉ､1..ｋ.ｉｓ､1.がそれぞれ「書き」

「落ちり」「き」に対応するとみることはこれ

までと同様である。

以上述べてきた接続形から連体形までの各活

用形の通時的相互関係をまとめて示すと，第８

９．１０表の通りとなる。

この表からもわかる涌り，宮古方言では，接

続形・過去形１.条件形甲がほぼ同形であり，

また，終止形１．条件形乙・連体形・連用形も

同じ形を示している。これらの活用形は形のう

えでははりあい関係を示さないかのようにみえ

るが，しかし，これは動詞に相当する部分だけ

がそうなのであって，それらの活用形の接する

接尾形式までみていくと，そこには形のうえで

のはりあい関係も明確に存す。大神方言の（書

く）の活用形に例をとって示すと，次のとおり

である（但し条件形甲のみは西里方言に例を

とる）。

まず，前者の場合を示すと，次の通り。

接続形ｋａｋｉｓＴｔｉ
Ｏ

過去形ｌｋａｋｉｄｕ
Ｏ

条件形甲ｋａｋｉｂａ（西里）

後者の場合は次の通り。

終止形１ｋａｋ.ｆ文終止

条件形乙ｋａｋＹｔｉｋａ
Ｏ

連体形ｋａｋ.ｆ体言

連用形ｋａｋＹｂｕｓＹｋａｍ
Ｏ

従って，宮古方言では，接尾形式が活用形のは

りあい関係に重要な役割を果たしていることが

わかるｏ

ｌＯ

過去形２は宮古方言で第１１表のようにあらわ

れる。

第１１表

書く

ｋａｋＹ

ｋａｋＹ

ｋａｋＹ

ｋａｔｓＹ

ｋａｔｓｉ１
ｋａｋｉ

ｋａｋｉ

落ちる来る

ｕｔｉｋＺｓＹ

ｕｔｉｋＹｓｉ・
Ｏ

ｕｔｉｋ・ｉｓ・ｉ
Ｏ

ｕｔｉｔ５ｉｓ・ｆ
Ｏ

ｕｔｉｔｔ

ｕｔｉｋｉ

神
里
覇
間
間
納

那
大
西
与
来
池
水

この過去形２も連用形等とともに，国語の連

用形に対応するものと解する。

（書く）の過去形２は「書き」に対応し，次

のような変化をへたであろう。

臘伽(大神等)ロ:(字(鶏）
（落ちる)のｕｔｉは「落ち」に対応するであろ

う。（来る）の場合は「き」に対応し，次のよ

うな変化をへたであろう。
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形用活のく書第 8表

仁3方古宮五
日

-一二口国

(池・水 jk a k i :. ーー歩(大・西・与・来〉kaki 接続形中止法・連用法

(大)過去形1k a k i 過去をあらわす
f
l
i』
気

Egis-、

止終の文
k昌 ts i (来・池 j

じ
(大・西・与)終止形1k ak l' 非過去をあらわす-

〈水 jk ak i 

k ak i (西-与-来)条件形甲
r
E
B
E
a
-
-
4
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ｒＭ(大神等Ｗ甜鰯一Ｍ池間）
また，過去形２を第８表に位置づけるならば；

次のjwiりになろう。

その他の用法腫期h鰯ｋａＭ（大）
ｋａｋ.I．（大）

次に，奄美・沖縄方言の「継続」「既存」に

あたる宮古方言の（～している）（～してある）

の形式は，同方言の共時的体系からその構造を

みれば）「接続形＋居る」「接続形十有る」か

ら構成されていると説明できるが，国語との対

応関係からみれば；次の踊りになる。大神方言

の（書く）の場合に例をとる。

まず〉志向形・未然形についてみてみると，

（見る）（落ちる）の変化部が注意をひく。

地点動詞志向形未然形

与那覇見るｍ」ｕ：ｍ」ｕ：

落ちるｕｔｕｕｔｕ

来間見るｍｊｕ：ｍｊｕ：

落ちるｕｔｏｕｔｕ

大神見るｍｉｘｍｉＸ

落ちるｕｎｕｔＩ，ｕｔｕ

西里見るmIXmIZ

落ちるｕｔＩｕｔ，

（見る）（落ちる）に限っていえば；池間・水

納方言は西里方言と同じである。

さて，与那覇一来間方言にあらわれるｕ（ｕ：）

変化部をどう解釈するかという問題がある。志

向形だけなら，推量・意志の助動詞ｕが結合し

たと解釈することもできるが，それでは未然形

の方が説明つかない。そこで，これらを，いわ

ゆるラ行四段傾向を示した（見る）（落ちる）

の連用形「見、「蕗ちり」に対応するのでは

なかろうかというみかたも生れてくる。すなわ

ち，次の漏り。

ｍｉｒｉ→ｍｉｌ→ｍｉｕ→ｍｊｕＸ

ｕｔｉｒｉ→ｕｔｉＹ→ｕｔｌｕ→ｕｔｕ

接する接尾形式によってはi・→ｕの変化も可能

性がある。来間方言の（落ちる）の志向形ｕｔｏ

のｏは大神方言のＵがさらに広くなったもので

はなかろうか。但し，この解釈についても十分

確信のもてるものではなく，今後，志向形・未

然形については十分に検討する必要がある。

次に，宮古方言の命令形は次のようにあらわ

れる。

u・「（居り）→ｋａｋｒｌ・

（書いている）

ｇｕｕｉ・→ｋａｋｉｄｕ：ＴＯ

（ぞ居り）（書いてし､る）

aＹ（有り）→ｋａｋｅ：Ｙ

（書いてある）

ｄｕａｉ．→ｋａｋｉｄａＸ・ｆ
Ｏ Ｏ

（ぞ有り）（書いてある）

連用形

kａｋｉ（書き

１１

以上，宮古方言における活用形の通時的考察

を試みてきたが，これまでの考察からはずれた

ものに志向形・未然形・終止形２・命令形が

ある。これらの活用形については今後これらの

用法等を十分に調査・検討したうえで考察を試

みたい。

た宮，現在の手持ちの資料の範囲で気づく点

だけについて述べてみよう。
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宮古方言には終止形１の他に終止形２もあら

われる。

大神西里与那覇

書〈ｋａｋｉ,ｍｋａｋＹｍｋａｋ・ｆｍ

落ちるｕｔｉ.,､ｍｕｔｌ：ｍｕｔｉｍ

来るｋｉ.ｓ・ｉｍｋ・ｉｓ・ｉｍｋ,ｉｓＹｍ
Ｏ． 。 Ｏ

その成立過程|こついては終止形１とともに，従

来も説かれてきているが，まだ検討すべきとこ

ろも多いように思われる。終止形２の成立をど

うみるかによっては，終止形ｌの成立について

も改めて検討せざるをえない場合もあろう。

来間大神西里

ｋａｋｉ，
書<ｋａｋｅｋａｋｉｒａ ｋａｋｉ

ｕｔｉｒ１１，落ちるｕｔＩｒｏｕｔＩｒｕ
ｕｔｌｒｕｒａ

来るｋｕＸ ｋｕＸ，
ｋｕＸ

ｋｕＸｒａ

上記の語に限ってし､えば；与那覇，池間，水

納は西里と同じである。

命令形では来間方言の活用形が特徴的である。

これは宮古方言の命令形を解明する糸口ともな

るもの-Ｃ今後の繊密な調査が望まれる。

助動詞

大神方言で用いられている助動詞について記

述する。またその後に，手持ちの資料の範囲内

で，西里・与那覇・水納の各方言の助動詞をも

合わせ示し，比較参考資料としたい。

jｕｍａＪＩＷｔｉ（読ませて）
○

２ｓＴｍｉ．,．（させる。しめる，使役）

ＪｉｋｅｎｎｕｕｋｉｓＴｍｉ･「（試験を受けさせる）

ｍｍｕｎｉｓＹｍｉ.I（芋を煮させる）

;ＴＸｋａｋ。＆・iｍｉＹ（字を書かしめる）

;i･Ｘｊｐｍａ＆i･ｍｉＹ（字を読ましめる）

ｎ１ＸｓＹｍｉｄｉ（煮させよう）
Ｏ

ｎｉＸｓｉ・ｍｉｔｅＸｎ（煮させなし､）

、ｉ：ｓＹｍｉｂａ（煮させれば）
Ｏ

ｎｉ：ｓｉ・ｍｉｔｉｋａ（煮させれば）
Ｏ

ｎｌＸｓｉ､ｍｉｂｕｓｌ､ｋａｍ（煮させたい）
。

、，：ｓｌｍｌ１ｍｕｎｕ（煮させるもの）
●●．。●

、，：ｓｉ・ｍｉ・i（ｓｉ.ｍｉｎ）、ａ（煮させるな）

、，：ｓＹｍｉｒｕ（煮させろ）

ｎｉＸｓＹｍｉ（煮させて）

ｎｉＸｓＹｍｉｓｉ,ｔｉ（煮させて）
。

大神方言

大神方言で用いられている助動詞を示すと，

次の通りである。みつけえた限りの活用形も示す。

１ｓi、（せる，使役）

ｇｌｍｊｕｍａｓ.I（字を読ませる）

ｆｆａｕｕｍａＯｋａｉｊａｒａ１ｉ（子をこ

こへ来させなさい）

ｊｕｍａｓａｄｉ（読まそう）
Ｏ

ｊｕｍａｓａｔｅＸｎ（読まさない）

ｊｕｍａｓＹｂｕｓＹｋａｍ（読ませたい）
Ｏ

ｊｕｍａｓｉ．ｐ,fｔｕ（読ませる人）
Ｏ

ｊｕｍａｓ,ｉｎａ（読ませるな）

ｊｕｍａＪｉ（読ませ）

jｕｍａＪｉ（読ませて）

３ｉｆ（れる，受身．可能）

受身

pＹｔｕｎｄｕｔａｎｕｍａｉＹ（人に頼まれる）
○ ○
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p､１.ｔｕｎｄｕｔａｔａｋａｉＹ(人にたたかれる）
ＯＯ

ｐ.！;ｔｕｎｄｕｋｕｒｕｓａｉ.f(人|こ殺される。○

人になく｡られること）

可能

．｡．．Ｏ

ｍＩｇ１ｇａＺｍｉｎｕｍａｉｎｎａ（水さえ

飲めないのか）

活用形

ｔａｎｕｍａｉ９ｉ（頼まれよう）

ｔａｎｕｍａｉｔｅｍ（頼まれない）

ｔａｎｕｍａｉｇａ（頼まれれば）

ｔａｎｕｍａｉｔ３ｋａ（頼まれれば）

ｔａｎｕｍａｉｂｕｓＹｋａｍ（頼まれたい）
Ｏ

ｔａｎｕｍａｉｉ、ｐ３ｔｕ（頼まれる人）

ｔａｎｕｍａｉｉ.（ｉｎ）、ａ（頼まれるな）

ｔａｎｕｍａｉｒｕ（頼まれろ）

ｔａｎｕｍａｉ（頼まれて）

ｔａｎｕｍａｉｓＸｔｉ（頼まれて）

tuYbus､１.kari
OO

sＹｔｉ（取りたくて）
･

６ｊａ：ｓＹｋａｍ（やすい，容易）

ｋａｎｕｋｉＸｎｕｍｔａｔｕＸｊａ：ｓｌｋａｍ

（あの木の実は取りやすい）

ｕｍａＯｋａｉｊａｋｌｓｌｊａ：ｓＴｋａｍに
●●●●Ｄ

Ｏ

こへは来やすし､）

ｔｕＹｊａ：ｆｆａｎｅ：、（取りやすくない）

ｔｕ.n．ｊａ：ｓＹｋａｒｉＲａ（IiYりやすければ）
ｔｕｉ・ｊａＸｓＴｋａｔｉｋａ（取りやすければ）

Ｏ

ｔｕｉ、ｊａＺｓ・ｆｋａ､1．ｍｕｎｕ（取りやすいもの）

ｔｕＹｊａ：ｓ,1.ｋａｒｉｓ.,､ｔｉ（取りやすくて）
。

７ｋｕｍｉｋａｍ（やすい，容易）

」ａＸｓＹｋａｍとほぼ同じ意味でｋｕｍｉｋａｍ

という語もある。両者の関連は今のところ明ら

かでない。

ｉｋＹｋｕｍｉｋａｍ（行きやすい）

４ｒａｉｉ.（られる，受身・可能）

受身

ｐＸｔｕｎ９ｕｔａｓＹｋｉｒａｉ・ｆ（人に助け

られる）

可能

ｋｉｋａｒａｕｋｉｒａｉｄｕｓＹ（今日から
Ｏ

起きられる）

８；u『ｉｋａｍ(にくい，困難）

kａｒｅ：川ｉ；ロ『ｉｋａｍ（あれは取りにく

い）

ｋａｍａｋａｒａｕｍａＯｋａｉｊａｋｒｓｉ・
Ｏ

Ｏ

ｇｕｒｉｋａｍ（向うからここへは来にくし､）
．．Ｏ

ｔｕｌｇｕ「ｉｆｆａｎｅＸｎ（取りにくくなし､）
。．Ｏ

ｔｕ１ｇｕｒｉｋａｒｉＩ:ａ（取り|こくければ）
．．Ｏ

ｔｕｌｇｕｒｉｋａｔｉｋａ（取りIこくければ）
０

．．Ｏ

ｔｕ１ｇｕｒｉｋａ・ｉｍｕｎｕ（取りにくし､もの）

Ｍ・；ロ『ｉｋａ「ｉ＆ＹＩｉ（取りにくくて）
○

５ｂｕｓＹｋａｍ（たい，願望）
Ｏ

ｋｉＸｎｕｍｔａｕｔｕ､ｉｂｕｓｉ､ｋａｍ（木の
００

実を取りたし､）

ｕｍａＯｋａｉｄｕｋ､1.ｓＹｂｕｓＴｋａｍ（ここ
Ｏ ＯＯＯＯ

へぞ来たし､）

ｔｕＹｂｕｆｆａｎｅＸｎ（取りたくない）
Ｏ

ｔｕＹｂｕｓ・ｆｋａ「ｉ９ａ（取りたければ）ＯＯ

ｔｕｉ・ｂｕｓ・fｋａｔｉｋａ（取りたければ）
０００

Ｍ．ｂｕ&､ｉｋａＹｐ､3tⅡ（取りたい人）ＣＯ

９６ｕ：ｋａｍ（にくい，困難）
Ｏ

ｇｕｒｉｋａｍとほぼ同じ意味で６ｕ：ｋａｍとし、

うのがある。

tm；ｕＸｋａｍ(取りにくい）
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ｍａｒ(庭の草を取っていらっしゃる）

時にはｋＹｓｉ．（来る）の尊敬語、ｍｅ･I（いら
○

つしやる）が尊敬表現として用いられる場合ｉも

ある）

ｔｕ『ｉｍｍｅｉ.（取っていらっしゃる）

ｔｕｒＩｍｍｅｎ（取っていらっしゃらない）

ｔｕｒｌｍｍｅｔｉｋａ（取っていらっしゃれば）
Ｏ

ｔｕｒｉｍｍｅｉ．ｐ､１.ｔｕ（取ってし､らっしやる
０

人）

tｕｒｉｍｍｅＹｎａ（取っていらっしゃるな）

、『ｉｍｍｅ＆：Ⅲ（取っていらして）

１０ｋａＺｋａｍ（にくい困難）

；ｕｒｉｋａｍ，；ｕ：ｋａｍとほぼ同じ意味で

ｋａ：ｋａｍもある。これら三者の関連もまだは

っきりつかみえていない。

tｕｌｋａＸｋａｍ（取りにくい）

ｔｕＹｋａＫｆｆａｎｅ：、（取りにくくない）

ｔｕＹｋａＸｋａｒｉｂａ（取りにくければ）
Ｏ

ｔｕｉ・ｋａ：ｋａｔＡｋａ（取りにくければ）
ｔｕＹｋａ：ｋａｉ・ｍｕｎｕ（取りにくいもの）

ｔｕＹｋａ：ｋａｒｉｓｉ・ｔｉ（取りにくくて）
０

ｎ６ｉｋａｍ（そうだ様子）

kａｋＹ６ｉｋａｍ（書きそうだ） １４ｔｅ：、（ない，否定）

これは恐らくｄｅａｒａｎ（であらん）の変

化したものであろう。ｄｅ（で，否定），、（否

定）で二重否定になっているが，琉球方言では

二重否定で否定を表わす場合が多い。

ｄｅａｒａｎの変化したものとすれば，この

助動詞はむしろｄｅｘｎと表記する方が妥当であ
Ｏ

るが，ここではさしあたってｔｅｘｎと表記して

おく。

ｍａＹｂａｕｋｉｔｅ：、（まりを受けない）
０

１２ｂｕｓＹ６ｉｍｕｎｕ（そうだ，様子）
Ｏ

６ｉｋａｍとほぼ同じ意味を表わす。

末尾のｍｕｎｕが脱落してｂｕｓＹ６ｉで終止する
Ｏ

場合〈もある。

ｋａｋａｓａｉｊａｆｆａｎｅ：、ｂｕｓ､ｆ６ｉ
Ｏ

（書かされやすそうでなし､）

ｋａｋａｓａｉｊａｆｆａｎｅ：ｎｂｕｓＹ５ｉ
Ｏ

ｄｕｊａｔａｉ．（書かれやすくなさそうであっ
Ｏ

た）

ｋｕ６ｉ・ｂｕｓＹ６ｉｎａｒｉｄｕｕｒａｍａｉ、
０ ０

（漕ぎそうでいらっしゃる）

ｆｆａｕｔｕｉ、ｂｕｓ1.6ｉｎａｒｉｄｕｕＹ
ＯＯ

（草を取りそうだ）

Ｍ１、ｂｕｓ・ｉ６ｉｎａｒｉｄｕｕ､１．（取りそう
００

|こしている）

1５，（ない，否定）

ｋａｋａｎ（書かない）

ｎａｕｊｕｍａｉｔｕｒａｎ（なにも取らない）

１６ｎｅｘｎ（ない，否定）

ｎｅｍは形容詞か形容詞型助動詞を必ず承け

るｏ

ｋａｋＹｊａｆｆａｎｅｚｎ（書きやすくない）

ｔｕＹｂｕｆｆａｎｅ：、（取りたくない）
０

ｌ３ｍａｉ.(ｍａｍ）（お～になる，尊敬）

ｋａｋａｍａｉ.（お書きになる）

ｆｆａｕｄｕｔｕｒｉｕ「ａｍａｉ．（草をお取
◎

り|こなっていらっしゃる）

ｍｉｎａｋａｎｕｆｆａｕｄｕｔｕｒｉｕｒａ
Ｏ

ｌ７ｔａ・ｆｃａｍ）（た，過去）

ｔｕＹｔａ.Ｉ（取った）
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i・（れる，受身・可能）

ｒｉｉ.（書かれる）

「ｉｎ（書かれない）

rｉｒｉ（ｉｒｉ）ｂａ（書かれれば）

『ｉ・i（ｉ､i）ｔｓ､gｋｊａＸ（書かれれば）

rｉ（ｉ）ｂｕｓ.,､ｍｕｎｕ（書かれたい）

ｒｉＹ（ｉ､i）ｍｕｎｕ（書かれるもの）

rｉＹｎａ（書かれるな）

ｉ「ｕ（書かれろ）

ｉｔｔｉ（書かれて）

「ｉ（ｉ）ｔａｉ.（書かれた）

なお，

を参照。

他の用例について動詞の活用形の用例

Ｇ
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．
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。
．
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。
．
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）
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｛
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王
。
』
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四
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《
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『
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】
《
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】
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君
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】
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．
（
》
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一
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写
）
、
｝
一
一
》
二
口
牢
一
一
二
｜
》
。
●
し
】
困
血
０
山
“
｜
｛
。
●
レ
ニ
エ
｛
．
■
』
》
■
〈
函
。
●
レ
ニ
ニ
エ
。
●
し
》
凪
四
。
●
し
｜
■
二
四
。
●
し
）
鼠
｛
函
二
口
Ｌ
一
二
｛
｛

１８ｄｕ（た，過去）
Ｏ

ｔｕｒｉｄｕ（取った）
０

西里方言

(せる，使役）

s､Ｉ（書かせる）

ｓａ：（書かそう）

sａｄ５ａＸｎ（書かさない）

ｊｉｂａ（書かせば）

s･ｉｔｓ．,．ｋａＸ（書かせば）
Ｏ

Ｓ･ｆｂｕｓ･iｍｕｎｕ（書かせたい）

sＹｍｕｎｕ（書かせるもの）

sＹｎａ（書かせるな）

Ｊｉ（書かせろ）

Ｊｉｔｔｉ（書かせて）

s･ｉｔａＴ（書かせた）

ｌｓｉ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

４ｒａｉ.,.（られる，受身・可能）

ｕｋｉｒａｉｉ.（受けられる）

ｕｋｉ「ａｉｎ（受けられない）

ｕｋｉｒａｉ「ｉｂａ（受けられれば）

ｕｋｉｒａｉＹｔｓＹｋａ：（受けられれば）
Ｏ

ｕｋｉｒａｉｂｕｓ.｢ｍｕｎｕ（受けられたし、）

uｋｉｒａＩ１ｍｕｎｕ（受けられるもの）

ｕｋｉ『ａｉＹｎａ（受けられるな）

uｋｉｒａｉｒｕ（受けられる）

uｋｉｒａｉｔｔｉ（受けられて）

ｕｋｉｒａｉｔａｉ.（受けられた）

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

si､ｍｉＹ（させる・しめる，使役）

ｓ・fｍｉＹ（受けさせる）

ｓＹｍｉ（受けさせよう）

ｓＹｍｉｄ５ａＸｎ（受けさせない）

ｓＹｍｉｒｉｂａ（受けさせれば）

ｓ､fｍｉＹｔｓＴｋｊａＸ（受けさｔ
Ｏ

ｓｉ・ｍｉｂｕｓ・iｍｕｎｕ（弓けさ」

●
｜
■
■
●
の
一
■
■
■
●
■
■
己

。
●
し
田
皿
。
」
Ｐ
Ｒ
皿
。
●
し
民
函

（
ソ
】
ｕ
ｕ
ｕ

５ｂｕｓＹｍｕｎｕ（たい，願望）

ｂｕｓＹｍｕｎｕはｍｕｎｕが脱落してｂｕｓ.ｉと

なる場合もある。

ｋａｋＹｂｕｓＹｍｕｎｕ（ｂｕｓｉ.）（書きたい）

ｋａｋＹｂｕｆｆａｎｊａＸｎ（書きたくない）

ｋａｋ・ｆｂｕｓＹｋａ「ｉｂａ（書きたければ）

ｋａｋｉ、ｂｕｓＹｔｓ・ｉｋａ：（書きたければ）
Ｏ

ｋａｋｉ、ｂｕｓｉ・ｐｉ・ｔｕ（書きたし､人）
Ｏ

ｋａｋ.ｉｂｕｓ・ｆｋａｔａ.Ｉ（書きたかった）

ｕｋｉ

s､fｍｉＹｔｓＴｋｊａＸ（受けさせれば）
Ｏ

Ｓ1.ｍｉｂｕｓ,iｍｕｎｕ（受けさせたい）

s１ｍｌ１ｍｕｎｕ（受けさせるもの）

s１ｍＩ１ｎａ（受けさせるな）

sＴｍｉｒｕ（受けさせろ）

sＴｍｉｔｔｉ（受けさせて）

ｓＴｍｉｔａｉ.（受けさせた）

●
●
■
■
凸
●
｜
■
■
●
●
一
■
■
●
◆
■
■
己
●
．
■
■
●
●
■
■
＆
●
■
■
■

。
●
し
（
》
●
・
正
一
Ｒ
へ
。
●
し
、
皿
０
』
一
民
皿
。
●
し
｜
民
函
○
・
匹
一
屋
函
○
ユ
レ
（
函

ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
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６ｎｏ：ｋａｍ（らしい，推定）

ｋａｋＹｎｏＸｋａｍ（書くらしい）

ｋａｋａｓ､ｉｔａＹ（書かせた）

ｋａｋａＪｉｕｉ.（書かせている）

７ｄ５ａｘｎ（ない，否定）

kａｋａｄ５ａＸｎ（書かない）

２ｓＹｍｉｉ.（させる，しめる）

ｕｋｉｓＹｍｉｉ.（受けさせる）

ｕｋｉｓＹｍｕ（ｓｉ・ｍｉ）ｄｉ（受けさせよう）

ｕｋｉｓＹｍｕ（ｓｉ.ｍｉ）、（受けさせない）

ｕｋｉｓＹｍｕ（ｓＹｍｉ）ｄｊａＸｎ（受けさせな

い）

ｕｋｉｓＹｍｕｂａＸ（受けさせたい）

ｕｋｉｓＹｍｕｂａｄｕ（受けさせればぞ）

uｋｉｓＹｍｉｂａｄｕ（受けさせればぞ）

ｕｋｉｓＹｍｉｔｓＹｋａ：（受けさせれば）
Ｏ

ｕｋｉｓｉ・ｍｉｂｕｓｉ・ｋａｉ.（受けさせたい）

ｕｋｉｓＹｍｉ､ｉｔｕｋｉ.（受けさせる時）

ｕｋｉｓＹｍｉｉ．、ａ（受けさせるな）

ｕｋｉｓＹｍｉｒｕ（受けさせろ）

ｕｋｉｓＹｍｉｔｔｉ（受けさせて）

ｕｋｉｓＹｍｉｔａｉ.（受けさせた）

ｕｋｉｓ・ｉｍｉｕ.,.（受けさせている）

８，（ない，否定）

kａｋａｎ（書かない）

ｋａｋａｐｐ.:tロ（書かない人）

９ｎｊａＸｎ（ない，否定）

ｔａｋａｆｆａｎ」ａ：、（高くない）

ｓｓＹｆｆａｎｊａ：、（白くない）
Ｏ

ｐｉ,ｓｕｆｆａｎｊａ：、（広くなし、）
０

１０ｔａｉ.（た，過去）

ｋａｋｉ、ｔａＹ（書いた）

ｋａｋａｔｔａｎ（書かなかった）

ｋａｋＹｔａｒｉｂａ（書いたらば）

与那覇方言

３ｒｉｉ.（れる）

ａｎｎａｎＹｚａｒｉ､ｉ（母に叱られる）

ｄｚＹ：ｎｕｋａｋａｒｉＹ（字が書かれる。字

が書ける）

ｋａｋａｒｕｎ（書かれない）

ｋａｋａｒｕｂａＸ（書かれたい）

ｋａｋａｒｕｂａ（書かれば）

ｋａｋａｒｉｂａ（書かれば）

ｋａｋａｒｉＹｔｓ・ｉｋａ：（書かれば）
Ｏ

ｋａｋａｒｉｂｕｓｉ・ｋａｉ.（書かれたい）

ｋａｋａｒｉＹｍｕｎｕ（書かれるもの）

ｋａｋａｒｉｔｔｉ（書かれて）

ｋａｋａｒｉ（「ｉｉ.）ｔａｉ.（書かれた）

ｋａｋａｒｉｕＹ（書かれている）

(せる）

si.（書かせる）

sａｄｉ（書かそう）

Ｓａｍ（書かさない）

ｓａｂａ：（書かせたい）

sａｂａｄｕ（書かさばぞ）

Ｊｉｂａ（書かせば）

s,ｆｔｓＹｋａＸ（書かせば）
Ｏ

Ｓ・ｉｂｕｓｉ､ｋａｉ.（書かせたい）

s・ｆｔｕｋ.]【（書かせる時）

s１ｎａ（書かせるな）

jｉ（書かせろ）

jｉｔｔｉ（書かせて）

ｌｓＹ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ

ｋａｋａ
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４ｒａｉｉ.（られる）

ｆｕｎｉｎｕｄｕｍｉＸｒａｉｉ.(舟がぞ見られ

る。舟が見える）

ＪｉｋｉｎｎｕｕｋｉｒａｒＩｆ（試験が受けられ

る。試験を受けることができる）

ｕｋｉｒａｒｕｎ（受けられない）

ｕｋｉｒａｒｕｂａＸ（受けられたい）

ｕｋｉｒａｒｕｂａ（受けられれば）

ｕｋｉｒａｒｉｂａ（受けられれば）

ｕｋｉｒａｉｔｓ､1.ｋａ：（受けられれば）
Ｏ

ｕｋｉｒａｒｉｂｕｓ・ｆｋａ.】ｆ（受けられたし、）

ｕｋｉｒａｉＴｔｕｋ,ｆ（受けられるとき）

ｕｋｉｒａｉｔｔｉ（受けられて）

ｕｋｉｒａｉ（ｒａｉＹ）ｔａｉ.（受けられた）

ｕｋｉｒａｉｕｉ.（受けられている）

８ｎｏＸｋａｍ（ようだ推定）

kａＭｎｏＸｋａｍ（書くらしい）

９ｍａｉ.（お～になる。尊敬）

ｋａｋａｍａｉ.（お書きになる）

ｋａｋａｍａｎ（お書きにならない）

ｋａｋａｍａｉｂａ（お書きになれば）

ｋａｋａｍａ・ｉｔｓＴｋａ：（お書きになれば）
Ｏ

ｋａｋａｍａｌｍｕｎｕ（お書き|こなるもの）

ｋａｋａｍａＹｎａ（お書きになるな）

kａｋａｍａｉｔｔｉ（お書きになって）

ｋａｋａｍａｉｔａ,1.（ｔａｍ）（お書きになった）

l０ｄｊａｍ（ない）

ｋａｋａｄｊａＸｎ（書かない）

ｋａｋａｄｊａＸｎｎａ（書かないか）

ｋａｋａｄａｋａｘｎａ「ａｎ（書かなければな

らない）

ｎｏ：」ｕｍａｉｋａｋａｄａｎａｋＹｓｉ．ｔａ・ｉ
Ｏ

（なにも書かずに来た）

５ｂｕｓ1.Ｘｎｕ（ｂｕｓＴｋａ.f）（たい）

ｋａｋＹｂｕｓｉ.：ｎｕ（書きたい）

ｋａｋＹｂｕｆｆａｎｊａＸｎ（書きたくない）

ｋａｋＹｂｕｓｌｋａｒｉｂａ（書きたければ）

ｋａｋ,ｆｂｕｓＹｋａｔｓｒｋａＺｋａｋｉ（書きた
Ｏ

ければ書け）

ｋａｋ､ｉｂｕｓＹ：ｎｕ（ｂｕｓ1.ｋａ.f）ｐ・ｉｔｕ
Ｏ

（書きたし､人）

１１，（ない）

ｋａｋａｎ（書かない）

ｋａｋａｎｐｒｔｕ（書かない人）
Ｏ

ｋａｋａｎｆｕｎａｉ.（書かなくなる）

ｋａｋａｎｎｊａＺｍａｉｊｕｎｕｍｕｎｕ（書かな

くても同じ）

ｋａｋａｔｔａｍ（書かなかった）

６ｂｕｓＹｋｉｍｕｎｕ（そうだ，様子）

ｂｕｓＹｋｉｍｕｎｕはｂｕｓ１．ｋｉとも用いられる。

。ｚ・ｉＸｚｕｋａｋ･ｆｂｕｓ･ｉｋｉｍｕｎｕ

(ｂｕｓＹｋｉ）（字を書きそうだ）

uｋｉｂｕｓＹｋｉ（受けそうだ） １２ｎｊａｘｎ（ない）

、」ａｘｎは形容詞型活用助動詞を承ける。

ｋａｋｒｂｕｆｆａｎｊａＸｎ（書きたくない）

ｔｏ：ｍａｉｉｋＹｂｕｆｆａｎ」ａＸｎ（誰も行

きたがらない）

７ｊｏＺｋａｍ（ようだ，推定・例示）

ｋａｋｒｊｏＸｋａｍ（書くようだ）

pａｎａｊｏＸｋａｍ（花のようだ）
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kａｋａｒ１Ｘｎａ（書かれるな）

kａｋａｒｉｒｕ（書かれろ）

ｋａｋａｒＩＸｔｔｉ（書かれて）

kａｋａｒｉｔｔａ（書かれた）

ｋａｋａｒｉ：ｂｕｉ（書かれている）

１３ｔａ.'.（ｔａｍ）

ｋａｋ､ｆｔａＹ（ｔａｍ）（書いた）

ｋａｋＹｔａ・ｉｐｉ・ｔｕ（書いた人）
Ｏ

ｋａｋｉ、ｔａｒｉｂａ（書し、たならば）

水納方言

４ｒａｒｉＸ（られる）

ｕｋｉｒａｒｉ：（受けられる）

ｕｋｉｒａ「ｉ：（受けられよう）

ｕｋｉ『ａｒｉｎ（受けられない）

ｕｋｉｒａ「ｉ「Ｉ（ｒａｒｉｒｕ）ｂａ（受けられ

れば）

ｕｋｉｒａｒｉｔａｋａＸ（受けられれば）

uｋｉｒａｒｉｂｕＪＪａＸｉ（受けられたい）

ｕｋｉｒａｒｉＸｂａｍｎａ（受けられる時）

ｕｋｉｒａｒｉ：、ａ（受けられるな）

ｕｋｉｒａｒｉｒｕ（受けられろ）

ｕｋｉ「ａ「ｉＸｔｔｉ（受けられて）

ｕｋｉ『ａｒｉｔｔａ（受けられた）

ｕｋｉ『ａｒｉ：ｂｕｉ（受けられている）

１ｓ1.（せる）

ｕｔｔｕｎｋａｋａｓｉ.（弟に書かせる）

ｋａｋａｓａｘ（書かそう）

ｋａｋａｊａｎ（書かさない）

ｋａｋａｓａｂａ（書かさば）

ｋａｋａＪｉｂａ（書かせば）

ｋａｋａ鳥.ｉｔａｋａ：（書かせば）

ｋａｋａｓｒｂａ（書かせば）

ｋａｋａＪｉｂｕＪｊａ：Ｉ（書かせたい）

ｋａｋａｓ､ｆｐＴｔｕ（書かせる人）
Ｏ

ｋａｋａｓ・ｉｎａ（書かせるな）

ｋａｋａｊＩ（書かせろ）

ｋａｋａＪｉｔｔｉ（書かせて）

ｋａｋａｊｉｔｔａ（書かせた）

ｋａｋａＪｉｂｕｉ（書かせている） ５ｂｕＪＪａＸｉ（たい）

ｋａｋｉｂｕＪＪａ：ｉ（書きたい）

ｋａｋｉｂｕＪｊａ：ｎｅＸｎ（書きたくない）

ｋａｋｉｂｕＪｊａ：ｉｂａ（書きたければ）

kａｋｉｂｕＪＪａａｔａｋａＸ（書きたければ）

kａｋｉｂｕＪＪａａｉｐＹｔｕ（書きたい人）
Ｏ

ｋａｋｉｂｕＪＪａｎ（書きたくて）

kａｋｉｂｕＪＪａａｔａｉ（書きたかった）

２Ｊｉｍｌ：（させる，しめる）

ｕｋｉＪｉｍｉ：（受けさせる）

３rｉｘ（れる）

ｄ５ｉＸｊａｋａｋａｒｉＸ（字は書かれz

書ける）

ｋａｋａｒｉＸ（書かれよう，受身）

ｋａｋａｒｉｎ（書かれない）

ｋａｋａｒｉ：ｂａ（書かれれば）

ｋａｋａｒｉｘｔａｋａＸ（書かれれば）

ｋａｋａｒｉＸｂｕＪｊａＸｉ（書かれたい）

ｋａｋａｒｉ：ｐＺｔｕ（書かれる人）

jａｋａｋａｒｉＸ（字は書かれる。字は

６ｇｉｊａ：Ｉ（ｇｉｍｕｎｕ）（らしい，そうだ）

ｋａｒｅ：ｋａｋｉｇｉｍｕｎｕ（彼は書きそうだ）

ｆｕｎｉｇｉｍｕｎｕ（舟らしい）

ｋａｋｉｇｉｊａＸｉ（書きそうだ）

ｋａｋｉｇｉＪａ：ｎｅＸｎ（書きそうでない）
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kａｋｉｗａＸｒａｎ（お書きにならない）

kａｋｉｗａｍｂａ（お書きになれば）

ｋａｋｉｗａ：ｉｔａｋａ：（お書きになれば）

ｋａｋｉｗａ：ｉｐＹｔｕ（お書きになる人）
Ｏ

ｋａｋｉｗａＸｒｉｔｔｉ（お書きになって）

ｋａｋｉｗａＸｉｔａｉ（お書きになった）

ｂａ（書きそうであれば）

tａｋａ（書きそうであれば）

dｕａｉ（書きそうだ）

ｐＹｔｕ（書きそうな人）
Ｏ

ｔａｉ（書きそうだった）

●
■
■
■
■

▽
△
（
一
口
■
｜
》
▲
▽
△
▽
▲

（
一
（
】
（
’
（
】
（
）
’
（
】
（
一
（
】
（
’
（
】

■
。
。
■
■
■
一
一
Ｐ
ロ
ロ
ロ
ニ
ロ
一
Ｐ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
一
Ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
■
□
一
一
Ｐ
。
Ⅱ
ロ
ロ
■
｜

■
｜
■
■
■
●
（
■
■
■
●
■
■
■
■
●
■
■
■
□
●
■
■
■
■

（
、
】
】
Ｐ
》
（
卯
叩
】
里
）
（
皿
》
）
）
｜
【
壺
叩
】
二
》
（
四
ｍ
）
］
》

ｋａｋｉ

ｋａｋｉ

ｋａｋ

ｋａｋｉ

ｋａｋｉ

７ｂｕｓＹｇｉｍｕｎｕ（そうだ，様子）

ｄ５ｉ：ｊｕｋａｋｉｂｕｓＴｇｉｍｕｎｕ（字を書

きそうだ）

ｋａｋｉｂｕｓＹｇｉｊａＸｎｅＸｎ（書きそうでな

い）

ｋａｋｉｂｕｓＹｇｉＪａａｉｂａ（書きそうなら

ば）

ｋａｋｉｂｕｓＹｇｉＪａａｔａｋａＸ（書きそうな

らば）

ｋａｋｉｂｕｓＹｇｉｌａ：ｉｐ８ｔｕ（書きそうな
人）

ｋａｋｉｈｕｓＴｇｉｊｉｔｔｉ（書きそうで）

ｋａｋｉｂｕｓＹｇｉＪａａｔａｉ(書きそうであっ

た）

９ｍａｎ（まい，否定）

ｋａｋａｍａｎ（書くまい）

1０，（ない）

kａｋａｎ（書かない）

ｋａｋａｄａｋａ：（書かなければ）

kａｋａｐｐｇｔｕ（書かない人）

１１ｎｅＸｎ（ない）

tａｋａＪａＸｎｅｍ（高くない）

pＹｒｕｍａＪａＸｎｅＸｎ（珍しくない）

ｌ２ｔａｉｃｔａ）

ｄ５ｉＸｊｕｋａｋｉ

ｄ３ｉＸｊｕｋａｋｉ

(た）

ｔａｉ（字を書いた）

ｔｔａ（字を書いた）８ｗａＸｉ（お～になる）

ｋａｋｉｗａ：ｉ（お書きになる）

助動詞の相互承接

用言の後にあらわれる助動詞には，そのあら

われ方に一定の順序がある。

その順序を記述するに際して，奄美大島湯湾

方言では文の末尾に近く位置する助動詞から順

に記述した（『琉球の方言」１９７６年)。

一方，文中における助動詞の相互承接をみて

いく場合，用言を基点として，その後に各々の

助動詞が相互にいかなる順序であらわれるかと

いう観点からみていく方法もある。助動詞の次

に位置する終助詞までを記述の展望に入れると

き，むしろこの方法が望ましい。

以下，後者の観点，すなわち用言（ここでは

動詞）を基点として，各々の助動詞がどういう

順序であらわれるかという観点に立って，大神

方言と西原方言についてみていきたい。

西原方言は名嘉真三成氏（都立大学大学院生）

から調査したもので名嘉真氏からはいろいろ

貴重なご意見をいただいた。

－１４４－

Hosei University Repository



大神方言

４ｂｕｓＴｋａｍ（たい願望）

ｊａ：ｓＹｋａｍ（やすい，容易）

ｋｕｍｉｋａｍ（やすい，容易）

ｉ､'"m(にくい，困難）
ｇｕ：ｋａｍ（にくい，困難）

ｋａ：ｋａｍ（にくい，困難）

「受身・可能」の助動詞ｉＹ・ｒａｉ･I・の次に

位置するのが，これらの助動詞である。これら

６個の助動詞の相互間には前後関係の順序はな

く，共に同列であると解される。これらはすべ

て形容詞型活用の助動詞である。用例は次の通

りｏ

け'動詞1=雲:(;鯛……，
－困難（＆,ｒｉｋａｍ，；ｕＸｋａｍ，

ｋａＸｋａｍ）

ｋａｋＹｂｕｓｉ・ｋａｍ（書きたい）

ｋａｋ,ｉｊａＸｓＹｋａｍ（書きやすい）

ｋａｋＴｋｕｍｉｋａｍ（書きやすい）

kョｋＹ；ロ『ｉｋｮ、(書きにくい）

k⑤ｋＹ５ｐ：ｋａｍ(書きにくい）

ｋａｋＹｋａ：ｋａｍ（書きにくい）

㈹動詞.使役受身可能｢驚一困難

ｋｕｇａｓａｉｂｕｓＹｋａｍ（漕がされたい）

ｋｕｇａｓａｉｂｕｓＹｋａｔａｍ（漕がされた

かった）

ｋｕｇａｓａｉｊａ：ｓＹｋａｍ（漕がされやす

い）

ｋｕｇａｓａｉｊａ：ｓＴｋａｔａｍ（漕がされ

やすかった）

１動詞

動詞の活用の項でも述べたように，大神方言

も含めて，宮古方言には，奄美・沖縄方言で認

められるような「継続」「既存」「完了」等の

派生形式は認められない。そのために，助動詞

の相互承接も奄美・沖縄方言に比していたって

単純である。

ここでは動詞を基点にして，その承接関係を

みることにする。

２ｓ.'．（せる，使役）

ｓｉ､ｍｉｉ．（させる・しめる，使役）

動詞の直後に位置するのがこの「使役」の助

動詞である。

ｋａｋａ烏.１．（書かせる）

、ｉ：ｓ､１．ｍｍ.（煮させる）

３ｉ､,．（れる，受身・可能）

ｒａｉＹ（られる，受身・可能）

ｓ,,.，ｓＹｍｉｉ・の次に位置するのが「受身．可

能」の助動詞ｉ､1.．ｒａｉＹである。

(力動詞一受身・可能

ｋａｋａｉＹ（書かれる）

ｔａｓＴｋｉ「ａｉｒ（助けられる）

(ｲ）動詞一使役一受身・可能

ｋｕ６ａｓａ１ｍｍｅｉ.（漕がされていらっし

ゃる）

ｋｕ６ａｓａＩｍｍｅｔａｍ（漕がされていら

した）

ｋｕ６ａｓａｌｍｍｅｄａｔａｍ（漕がされて
○

し､なかった）
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o

ｇｕｒｉｋａｍ（漕がされにくし､）
Ｏ

ｋｕｇａｓａ を承ける助動詞である。そこで，ｓＹｍｉＹが

、ａ.iに接するとき，本来ならばｓ,ｉｍｉｍａＹ

となるべきであるが，上記用例ではｓＹｍｉｓａ

ｍａ.ｉとなっている。これは恐らくｓＹｍｉｒａか

ら変化したもので，ｓＹｍｉｒａはⅢの型がＩの

型（文語の四段型活用の動詞が属する）へ類推

作用の働いた結果あらわれてきたものと解され

る。

(3)動詞一受身一尊敬

ｋａｋョＩｍａ.I（書かれなさる）

ｔａｔａｋａｉｍａＹ（たたかれなさる）

は'動詞｢篝|轍
ｋａｋＹ９ｕｓＹｋａｒａｍａｉ.(ｍａｍ）（お書き

になりたい）

ｋａｋｉ・ｊａＸｓ・iｋａｒａｍａＹ（ｍａｍ）（お書き

になりやすい）

ｋａｋＹｋｕｍｉｋａｒａｍａＹ(ｍａｍ）（お書き

になりやすい）

kaki．；ｐｒｉｋａｒａｍａＹ(ｍａｍ）（お書き

になりにくい）

ｋａｋｒ６ｐＸｋａ『ａｍａＹ(ｍａｍ）（お書きに

なりにくい）

ｋａｋＹｋａ：ｋａｒａｍａ､i（ｍａｍ）（お書きに

なりにくい）

ｋａｋＹｋａＸｆｕｄｕａｒａｍａ.'．（お書きに

なりにくい）

(5)動詞一様子一尊敬

ｋｮki．；ｉｋョ『｡ｍair(mam）（お書きにな

りそうだ）

ｋョｋＹ；ｉ：ｆｐ９ｐ｡『⑧ｍａＹ（お書きに
なりそうだ）

５６iｋａｍ（そうだ,様子）

ｂｕｓｉ･；iｍｕｎｕ（そうだ；様子）

「願望」「容易」「困難」を表わす助動詞の

次に位置するのがこの二つの助動詞である。こ

の２個の助動詞の間にも前後の順序関係はなく，

同列である。これらも形容詞型活用である。

(力動詞一様子

ｋａｋＴ；ｉｋａｍ（書きそうだ）

ｋａｋＴ９ｕｓＴ；ｉｍｕｎｕ(書きそうだ）
㈹動詞一使役一受身・可能一容易一様子

ｋａｋａｓａｉｊａ：ｓｉ．；iｋａｍ（書かされ

やすそうである）

ｋａｋａｓａｉｊａ：ｓｉ、Ｂｕｓ・f6Ymupu
（書かされやすそうである）

６ｍａｉ.（お～になる，尊敬）

「様子」の助動詞の次に位置するのが「尊敬」

を表わす助動詞である。

これまで記述してきた１～５までの諸形式は

普遍表現形式であり，これらの普通表現形式を

ｍａｉ､が承けると尊敬表現形式となる。

以下に示す用例は，これまで記述してきた１～

５までの普通表現形式に対する尊敬表現形式で

ある。また，(5)の例は同時に「様子」の助動詞

の次にｍａＹが位置することを示すものである。

(1)動詞一尊敬

ｋａｋａｍａｉ．（お書きになる）

(2)動詞一使役一尊敬

ｋａｋａｓａｍａｉ.（書かせなさる）

、ｉ：ｓＹｍｉｓａｍａｉ.（煮させなさる）

ｓｒｍｉ.iは動詞の活用でいうならばIの型

（文語の上一・上二・下二段型活用の動詞が属

する）に属して活用する。一方,ｍａＹは未然形
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▲尊敬・否定表現

(1)動詞一尊敬一否定

ｋａｋａｍａｎ（お書きにならない）

ｋａｋａｍａｔｅＸｎ（お書きにならない）

(2)動詞一使役一尊敬一否定

ｋａｋａｓａｍａｎ（書かせなさらない）

:餌;,!:Ⅲ:::騨騨l3

lAi)……!…(煮させなさら
(3)動詞一受身・可能一尊敬一否定

ｋａｋａｉｍａｎ（書かれなさらない）

は'動詞|篭]否＄
ｋａｋＹｂｕｆｆａｎｅＸｍａｎ（お書きにな

りたくない）

ｋａｋＹｊａｆｆａｎｅＸｍａｎ（お書きにな

りやすくない）

ｋａｋｌｋｕｍｉｆｆａｎｅＸｍａｎ（お書きに

なりやすくない）

ｋ③ｋＴ；ロ「ｉｆｆヨロ、：ｍﾖロ（お書きに

なりにく』〈ない）
ｋａｋＹｇｕ：ｆｆａｎｅ：ｍａｎ（お書きにな

りにくくない）

ｋａｋＹｋａ：ｆｆａｎｅＸｍａｎ（お書きにな

りにくくない）

この否定表現は国語の場合とは異なり，ｍａ

を中にはさんで，ｎｅｘ（ない）、（ない）の

二重否定で「否定」を表現している。琉球方言

では二重否定は必ずしも肯定とはならない。

(5)動詞一様子一尊敬一否定

ｋａｋｌｇｉｆｆａｎｅ：ｍａｎ（お書きになり

そうでない）

７，（ない，否定）

ｔｅｍ（ない，否定）

ｉｅＸｎ（ない，否定）

「尊敬」の助動詞ｍａＹの次に位置するのが

「否定」の助動詞である。

これまで記述してきた１－６までの諸形式は

すべて肯定表現形式であり，これらの形式を

「否定」の助動詞が承けると否定表現形式とな

る。すなわち，肯定・否定の対立はこのレベル

であらわれる。

▲普通・否定表現

(1)動詞一否定

ｋａｋａｎ（書かない）

ｋａｋａｔｅｍ（書かない）

(2)動詞一使役一否定

ｋａｋａｓａｎ（書かさない）

ｋａｋａｓａｔｅＸｎ（書かさない）

、ｉ：ｓＹｍｉｎ（煮させない）

、ｉ：ｓＹｍｉｔｅ：、（煮させない）

(3)動詞一受身・可能一否定

ｋａｋａｉｎ（書かれない）

ｋａｋａｉｔｅＺｎ（書かれない）

㈹動詞|篝|否＝
ｋａｋＹｂｕｆｆａｎｅｍ（書きたくない）

ｋａｋＹｊａｆｆａｎｅＸｎ（書きやすくない）

ｋａｋＹｋｕｍｉｆｆａｎｅｍ（書きやすくない）

ｋ③砧.；｡「ｉｆｆａロ。：ロ（書きにくくない）

ｋョｋＹ；ロ：ｆ【｡ｐ、:ロ（書きにくくない）

ｋａｋＹｋａＸｆｆａｎｅＺｎ（書きにくくない）

(5)動詞一様子一否定

ｋａｋＹ６ｉｆｆａｎｅ：、（書きそうでない）
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ｋａｋｉ、ｋａＸｋａｔａＹ（ｔａｍ）（書きにくかっ

た）

(5)動詞一様子一過去

kョｋＹ６ｉｋ｡ＭＩ（【｡、)(書きそうであっ

た）

８ｔａＹ（ｔａｍ）（た，過去）

ｄｕ（た，過去）
Ｏ

「否定」の助動詞の次に位置するのが「過去」

を表わす助動詞である。

これまで記述してきた１～７までの諸形式は

すべて非過去表現である。これらの諸形式を

「過去」の助動詞が承けると過去表現形式が成

立する。すなわち，非過去・過去の対立はこの

レベルで成立することになる。

今尊敬・肯定・過去表現

(1)動詞一尊敬一過去

ｋａｋａｍａＹｔａ､i（ｔａｍ）（お書きになった）

ｋａｋａｍａｉｄｕ（お書きになった）

(2)動詞一使役一尊敬一過去

ｋａｋａｓａｍａ､1．ｔａＴ（ｔａｍ）（書かせなさ

った）

、ｉｓ.｢ｍｉｓａｍａＴｌａ.,.（ｔａｍ）

（煮させなさった）

(3)動詞一受身・可能一尊敬一過去

ｋａｋａｉｍａ・ｉｔａＹ（ｔａｍ）（書かれなさっ

た）

㈹動詞F1訂尊敬■過±
ｋａｋ・ｉｂｕｓＹｋａｒａｍａ・ｉｔａ,i（ｔａｍ）

（お書きになりたかった）

ｋａｋＹｊａＸｓ・ｉｋａｒａｍａ､ｆｔａ.Ｉ（ｔａｍ）

（お書きになりやすかった）

ｋａｋＹｋｕｍｉｋａｒａｍａ､1．ｔａＹ（ｔａｍ）

（お書きになりやすかった）

ｋａｋＹ；ロ「ｉｋヨｒ⑤ｍａ､１．１ｺ.I.（ｔａｍ）

（お書きになりにくかった）

ｋ（ｆ；ロ：ｋａ「。ｍa・ｌｒｔヨＴ（１ｺ、）

（お書きになりにくかった）

ｋａｋ､ｆｋａ：ｋａｒａｍａＹｔａ.]「（ｔａｍ）

（お書きになりにくかった）

ｋ(茎誉き｝:肱！;_Ｗｗｍ

▲普遍・肯定・過去表現

(1)動詞一過去

ｋａｋＹｔａ・i（ｔａｍ）（書いた）

ｋａｋｉｄｕ（書いた）

(2)動詞一使役一過去

ｋａｋａｓＹｔａ・i（ｔａｍ）（書かせた）

ｋａｋａｊｉ９ｕ（書かせた）
ｎｉＸｓＹｍｉｔａ・f（ｔａｍ）（煮させた）

ｎｉＸｓＹｍｉｄｕ（煮させた）

(3)動詞一受身・可能一過去

ｋａｋａｉｔａＹ（ｔａｍ）（書かれた）

ｋａｋａｉｄｕ（書かれた）

側動詞ﾓ篝ｨ過±
ｋａＭｂｕｓ,fｋａｔａＴ（ｔａｍ）（書きたかっ

た）

ｋａｋＹｊａ：ｓｉ､ｋａｔａＴ（ｔａｍ）（書きやす

かった）

ｋａｋ・ｆｋｕｍｉｋａｔａＹ（ｔａｍ）（書きやすか

った）

ｋａｋｉ．；ロ『ｉｋョｔａＹ（tam）（書きにくか

った）

ｋａｋＴ６ｕ：ｋａｔａ､i（ｔａｍ）(書きにくかっ

た）
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(5)勤子一様子一尊敬一過去

ｋａｋＹ６ｉｋヨｒａｍａＴ１ａ.!.（ｔａｍ）

（お書きになりそうだった）

kョｋＹ；ｉｆｐｄｐａ「｡、｡ＴｔａＹ(お書
Ｏ

き'こなりそうだった）

▲尊敬・否定・過去表現

(1)動詞一尊敬一否定一過去

偲苧………お書きにならな舵
(2)動詞一使役一尊敬一否定一過去

ｋａｋａｓａｍａｆｌａｔａｍ（書かせなさらな
かった）

、ｉ：ｓＹｍｉｓａｍａｄａｔａｍ（煮させなさ

らなかった）

ｋａｋａＪｅ：ｍｍｅｄａｔａｍ(書かせなさら

なかった）

(3)動詞一受身・可能一尊敬一否定一過去

ｋａｋａｉｍａ９ａｔａｍ（書かれなさらなか
った）

側動詞F篭T尊…過±
ｋａｋＹｂｕｆｆａｎｅＸｍａｄａｔａｍ（お書

きになりたくなかった）

ｋａｋＹｊａｆｆａｎｅＸｍａｄａｔａｍ（お書

きになりやすくなかった）

ｋａｋＹｋｕｍｉｆｆａｎｅＸｍａｄａｔａｍ

（お書きになりやすくなかった）

ｋａｋｉ．；ｐｒｉｆｆａｐｅ：ｍａｄａｔａｍ

（お書きになりにくくなかった）

いＭ８ｕＸｆｆａｐｅ：ｍａｄａｔａｍ

（お書きになりにくくなかった）

ｋａｋＹｋａＺｆｆａｎｅＸｍａｄａｔａｍ

（お書きになりにくくなかった）

(5)動詞一様子一尊敬一否定一過去

ｋａｋＹ５ｉｆｆａｐｅ：ｍａｄａｔａｍ

（お書きにたりそうでなかった）

▲普涌・否定・過去表現

(1)動詞一否定一過去

ｋａｋａｄａｔａｍ（書かなかった）

(2)動詞一使役一否定一過去

ｋａｋａｓａｄａｔａｍ（書かさなかった）

、ｉ：ｓＹｍｉｇａｔａｍ(煮させなかった）
(3)動詞一受身・可能一否定一過去

ｋａｋａｉｄａｔａｍ（書かれなかった）

側動詞F篭T否定■過±
ｋａｋＹｂｕｆｆａｎｅ：ｄａｔａ、（書きたく

なかった）

ｋａｋＹｊａｆｆａｎｅＸｄａｔａｍ（書きやす

くなかった）

ｋａＭｋｕｍｉｆｆａｎｅＺｄａｔａｍ（書きや

すくなかった）

ｋａｋＹ６ｕｒｉｆｆａｎｅ：ｄａｔａ、(書きに

くくなかった）

ｋａｋＹ６ｕＸｆｆａｎｅ：ｄａｔａ、（書きに

くくなかった）

ｋａｋＴｋａＸｆｆａｎｅＸｄａｔａｍ（書きに

くくなかった）

以上６例の場合は、ｅ：（ない）と。ａ（ない）

の二重否定で否定表現をなしている。

(5)動詞一様子一否定一過去

ｋ。kＹ；ｉｆｆａｐｅＸｄ③ｔａｍ（書きそう

でなかった） むすび

以上記述してきたところをまとめると，大神
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ｋａｋｉｄｕａｉ.（書いてある）
Ｏ

ｋａｋｉｄａＺ､ｆ（害し、てある）
Ｏ

上記例でｋａｋｉｄｕａｉ､→ｋａｋｉｄａＸｉ、
０ ０

となっていることはく6ちろんである。

方言の助動詞の相互承接は次の通りになる。

動詞-使役(:+、)~受身、｢能（llAiT）

願望（ｂｕｓＹｋａｍ）

容易(!:;Ｗ）

困難(ilHⅡiｉｂ
鞠…）

)F過去GiY）

様子（
２ｍａＹ（尊敬）に接した例

ｋａｋｉｕｒａｍａＹ（書いていらっしゃる）

ｋａｋｉｄｕａｒａｍａＴ(お書きになってあ
ｏ

る）

ｋａｋａＪｉｕｒａｍａｉ.(書かせていらっし

ゃる）

ｔａｔａｋａＪｉｕｒａｍａｉ．（たたかせてい

らっしゃる）

ｋａｋａｉｕ「ａｍａ.'.(書かれていらっしゃ

る）

ｔａｔａｋａｉｕｒａｍａＹ（たたかれていら

っしゃる）

-尊敬,Mﾄ否定(1…>過去(!:！、ｎｅＫｎ

末尾の「過去」から「尊敬」あたりまでのカ

テゴリーの関係を示すと，次の通りになる。

ｔ終文は叉詞助終
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

去過
去
非
過

１
－
ｌ
ｒ
Ｉ
１
１
ｌ
Ｉ
－
－
Ｊ

定
定
定
定

肯
否
肯
否

１
１
－
１
、
１
１
１
１

涌
敬
遍
敬
通
敬
通
敬

普
尊
普
尊
普
尊
普
尊

３，（否定）に接した例

ｋａｋｉｕｒａｎ（書いていない）

ｋａｋｉａｒａｎ（書いてない）

ｋａｋｉｕｒａｍａｎ（書いていらしやらな

い）

ｋａｋｉｄｕａｒａｍａｎ（お書きになって
Ｏ

なし､）

ｋａｋａＪｅＺｕｒａｍａｎ（書かせていら

っしゃらない）

ｋａｋａｉｊａＵｒａｍａｎ（書かれては

いらっしゃらない）

助動詞の相互承接で奄美・沖縄方言と異なる

ところは，「様子」と「尊敬」の順序が逆にな

っていることと，「ていねい」表現がみとめら

れたいということである。

燕参照資料

奄美・沖縄方言との比較上，奄美・沖縄方言

の「継続」厩存」に相当する形式，すなわち

～ｕ･I（～している）－ａＹ（～してある）が助動

詞に接した用例を参照に示しておく。

４ｔａＹ（ｔａｍ）（過去）に接した例

ｋａｋｉｕｔａｉ.（ｔａｍ）（書いていた）

ｋａｋｅ：ｔａＹ（ｔａｍ）（書いてあった）

ｋａｋｉｄｕａｔａｉ.（ｔａｍ)(書いてあった）
Ｏ

ｋａｋｉｕｒａｍａ､ｉｔａｈＦ（ｔａｍ）（お書き

ｌｋａｋｉｉ.（書いている）

ｋａｋｅＸｉ（書いてある）
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３ｉ：（れる，受身．可能）

「使役」の助動詞の次に位置するが「受身．

可能」の助動詞である。

ｋａｋａｉ：（書かれる）

になっていた）

ｋａｋｉｄｕａｒａｍａＹｔａｉ.（ｔａｍ）（お
Ｏ

書きになってあった）

ｋａｋａｉｕｒａｍａＹｔａ.f(書かれていら

した）

ｋａｋｉｕ「ａｄａｔａｍ（書いていなかつ
○

た）

ｋａｋｉａｒａｄａｔａｍ（書いてなかった）
Ｏ

ｋａｋｉｕｒａｍａｄａｔａｍ（お書きにな
。

ってし､なかった）

ｋａｋｉｄｕａｒａｍａｄａｔａｍ（お書き
。 Ｏ

になってなかった）

以上のように，単語のレベルでは宮古方言で

も，たとえばｋａｋｉ・ｆ（書いている)ｋａｋｅ：i、

（書いてある）等と－語のようにみえるが，し

かし，これらが助動詞に接した単語連結のレベ

ルでは，これらは明確に動詞とｕｉ.（居る）ａ.ｆ

（有る）とに分離する。

４ｊｕＸｓｉ．（できる，能力）

ｊｕ：ｓＹは大神方言では認められなかったカミ

当方言では用いられる。これは「受身・可能」

の助動詞の次に位置する。

(ｧ）ｋａｔｓ､ｉｊｕＸｓＹ（書くことができる）

これまで述べてきた１－４までの配列順を示

す用例は次の通り。

(ｲ）ｋａｋａｈａｉｊｕ：ｓ､１．(書かされること

ができる）

５ｂｕｓ,Iｒｋａｎ（ｂｕｓ､ｌＦｋａｉ，ｂｕｓ・ｆｍｕｎｕ）

（たい，願望）

ｊａｓＹｋａｎ（ｊａｓＹｋａｉ，ｊａｓＹｍｕｎｕ）

（やすい，容易）

ｇｕｒｉｋａｎ（ｇｕｒｉｋａｉ，ｇｕｒｉｍｕｎｕ）

（にくい，困難）

「能力」の助動詞の次に位置するのがこの３

個の助動詞である。この３個の助動詞は大神方

言同様同列である。

ｋａｔｓＹｂｕｓＹｋａｎ（ｂｕｓ･ｆｋａｉ，

ｂｕｓＹｍｕｎｕ）（書きたい）

ｋａｔｓ・ｆｊａｓＹｋａｎ（ｊａｓ・ｉｋａｉ，

ｊａｓＴｍｕｎｕ）（書きやすい）

ｋａｔｓｌｇｕｒｉｋａｎ（ｇｕｒｉｋａｉ，

ｇｕｒｉｍｕｎｕ）（書きにくい）

西原方言

西原方言の助動詞の相互承接は次の通りであ

る。

１動詞

ｋａｔｓＹ（書く）

２ｓ１．（せる，使役）

ｓＹｍｉＸ（させる・しめる，使役）

動詞の次に位置するのは「使役」の助動詞で

あるっ

ｋａｋａｓＹ（書かせる）

ｋａｋａｓＴｍｉＸ(書かしめる）

６ｇｉｋａｎ（ｇｉｋａｉ，ｇｉｍｕｎｕ）(そうだ）

様子）

「願望」等の助動詞の次に位置するのが

ｇｉｋａｎである。
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(力ｋａｔｓＴｇｉｋａｎ（ｇｉｋａｉ，ｇｉｍｕｎｕ）

（書きそうだ）

４～６までの助動詞の配列順を示す用例は次

の通り。

(ｲ）ｋａｔｓｒｊｕＺｓ・ｆｊａｓ,ｆｇｉｋａｎ（書

くことができやすそうである）

ｋａｔｓ・ｆｊｕＸｓ・ｆｇｕｒｉｇｉｋａｎ（書

くことができにくそうである）

８，（ない，否定）

ｎｊａＸｎ（ない，否定）

「尊敬」の助動詞ｍａｉの次に位置するのが

「否定」の助動詞である。

これまで記述してきた１－７までの諸形式は

すべて肯定表現形式であり，これらの諸形式を

「否定」の助動詞が承けると，否定表現形式が

成立する。

７ｍａｉ（お～になる，尊敬）

「様子」の助動詞の次に位置するのが「尊敬」

を表わす助動詞である。

これまで記述してきた１～６までの諸形式は

すべて普通表現形式であり，これらの諸形式を

ｍａｉが承けると，尊敬表現形式が形成される。

以下に示すものは，これまで記述してきた１

～６までの普通表現形式に対する尊敬表現形式

である。

(1)ｋａｋａｍａｉ（お書きになる）

(2)ｋａｋａｈａｍａｉ（書かせなさる）

ｋａｋａｓ・iｍｉｍａｉ（書かしめなさる）

(3)ｋａｋａｉｒａｍａｉ（書かれなさる）

(4)ｋａｔｓ・ｉｊｕＸｈａｍａｉ（お書きになれる）

(5)ｋａｔｓＴｂｕｓ・iｋａｒａｍａｉ（お書きに

なりたい）

ｋａｔｓ･ｆｊａｓ・IＦｋａｒａｍａｉ（お書きに

なりやすい）

ｋａｔｓＹｇｕｒｉｋａｒａｍａｉ（お書きに

なりにくい）

(6)ｋａｔｓＹｇｉｋａｒａｍａｉ（お書きになり

そうである）

この最後の(6)の用例は「様子」の助動詞の次

に「尊敬」の助動詞が位置することを示してい

る。

普通・否定表現

ｋａｋａｎ（書かない）

kａｋａｈａｎ（書かさない）

ｋａｋａｓＹｍｉｎ（書かしめない）

ｋａｋａｉｎ（書かれない）

ｋａｔｓＹｊｕＸｈａｎ（書くことができな

い）

ｋａｔｓＹｂｕｓＹｋａｒａｎ（書きたくない）

ｋａｔｓＹｂｕｆｆａｎｊａＸｎ（書きたくな

い）

ｋａｔｓ・ｉｊａｓｒｋａｒａｎ（書きやすくな

い）

ｋａｔｓＹｇｕｒｉｋａｒａｎ（書きにくくな

い）

ｋａｔｓＹｇｉｋａｒａｎ（書きそうでない）

▲
川
②

１
１

３
４
１
Ｉ

(5)

(6)

尊敬・否定表現

ｋａｋａｍａｎ（お書きにならない）

ｋａｋａｈａｍａｎ（書かせなさらない）

ｋａｋａｓＹｍｉｍａｎ（書かしめなさら

ない）

ｋａｋａｉｒａｍａｎ（書かれなさらない）

ｋａｔｓＹｊｕＸｈａｍａｎ（お書きになれ

ない）

ｋａｔｓ・ｆｂｕｓＹｋａｒａｍａｎ（お書きに

なりたくない）

▲
Ⅲ
②

１
１

３
４
１
Ｉ

(5)
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ｋａｔｓＹｊａｓ､1.ｋａｒａｍａｎ（お書きに

なりやすくない）

(6)ｋａｌｓＹｇｉｋａｒａｍａｎ（お書きにな

りそうでない）

ｋａＩｓ・ｒｇｕｒｉｋａｉｄｕ（書きにくかった）

(6)ｋａｔｓＴｇｉｋａｔａｉ（書きそうだった）

ｋａｔｓＹｇｉｋａｉｄｕ（書きそうだった）

▲尊敬・肯定・過去表現

(1)ｋａｋａｍａｔａｉ（お書きになった）

ｋａｋａｍａｉｄｕ（お書きになった）

(2)ｋａｋａｈａｍａｔａｉ（書かせなさった）

ｋａｋａｈａｍａｉｄｕ（書かせなさった）

ｋａｋａｓ､1.ｍｉｍａｔａＩ（書かしめなさ

った）

ｋａｋａｓＹｍｉｍａｉｄｕ（書かしめなさ

った）

(3)ｋａｋａＩｒａｍａｔａｉ（書かれなさった）

ｋａｋａｉｒａｍａｉｄｕ（書かれなさった）

(4)ｋａｔｓＹｊｕＸｈａｍａｔａｉ（お書きで

きた）

ｋａｔｓＹｊｕＸｈａｍａｉｄｕ（お書きで

きた）

(5)ｋａｔｓＹｂｕｓ・iｋａｒａｍａｔａｉ（お書

きになりたかった）

ｋａｔｓＹｂｕｓ､ｆｋａ「ａｍａｉｄｕ（お書

きになりたかった）

ｋａｔｓＹｊａｓ・ｌＦｋａｒａｍａｔａ,ｆ（お書

きになりやすかった）

ｋａｔｓＹｊａｓＹｋａｒａｍａｉｄｕ（お書

きになりやすかった）

ｋａｔｓｌｇｕｒｉｋａｒａｍａｔａｉ（お書

きになりにくかった）

ｋａｔｓＹｇｕｒｉｋａｒａｍａｉｄｕ（お書

きになりにくかった）

(6)ｋａｔｓ,ｉｇｉｋａｒａｍａｔａｉ（お書きに

なりそうだった）

ｋａｔｓＹｇｉｋａｒａｍａｉｄｕ（お書きに

なりそうだった）

９ｔａｉｎａｎ）（た，過去）

ｄｕ（た，過去）

「否定」の助動詞の次に位置するのが「過去」

を表わす助動詞である。

これまで記述してきた１－８までの諸形式は

すべて非過去表現形式である。これらの諸形式

を「過去」の助動詞が承けると，過去表現形式

が成立する。非過去・過去の対立はこのレベル

で成立する。

▲普涌・肯定・過去表現

(1)ｋａｔｓＹｔａｉ（書いた）

ｋａｋｉｄｕ（書いた）

(2)ｋａｋａｓＹｔａｉ（書かせた）

ｋａｋａｈｉｄｕ（書かせた）

ｋａｋａｓＹｍｉｔａｉ（書かしめた）

ｋａｋａｓＴｍｉｄｕ（書かしめた）

(3)ｋａｋａｉｔａｉ（書かれた）

ｋａｋａｉｄｕ（書かれた）

(4)ｋａｔｓｉ、ｊｕＸｓＹｔａｉ（書くことができ

た）

ｋａｔｓＹｊｕＸｂｉｄｕ（書くことができ

た）

(5)ｋａｔ葛.1．ｂｕｓＹｋａｔａｉ（書きたかった）

ｋａｔＷｂｕｓ・fｋａｉｄｕ（書きたかった）

ｋａｔｓ､ｆｊａｓＹｋａｔａｉ（書きやすかっ

た）

ｋａｔｓＹｊａｓ.'､ｋａｉｄｕ（書きやすかっ

た）

ｋａｔｓｌｇｕｒｉｋａｔａｉ（書きにくかった）
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普涌・否定・過去表現

ｋａｋａｔｔａｎ（書かなかった）

ｋａｋａｈａｔｔａｎ（書かさなかった）

ｋａｋａｓＹｍｉｔｔａｎ（書かしめなかっ

た）

ｋａｋａｉｔｔａｎ（書かれなかった）

ｋａｔｓＹｊｕＺｈａｔｔａｎ（書くことがで

きなかった）

ｋａｔｓＹｂｕｓＹｋａｒョｔｔａｎ（書きたく

なかった）

ｋａｔｓ,IＦｂｕｓＷｆａｎｊａｔｔａｎ（書

きたくなかった）

ｋａｔｓＹｊａｓ､iｋａｒａｔｔａｎ（書きやす

くなかった）

ｋａｔｓＴｇｕｒｉｋａｒａｔｔａｎ（書きにく

くなかった）

ｋａｔｓＹｇｉｋａｒａｔｔａｎ（書きそうで

なかった）

書きになりにくくなかった）

(6)ｋａｔｓＹｇｉｋａｒａｍａｔｔａｎ（お書き

になりそうでなかった）

以上の例からもわかるように，西原方言では

否定・過去表現はｔｔａｎとなって促音を伴って

いる。これは形態的にはｔ－ｔａｎと分析できる

もので大神方言等のｄａｔａｍからｇａｔａｍＯ

→ｔｔａｎと変化したくものであろう。なお，大神

方言の９ａは恐らく国語の打梢の助動詞「ず」

の系統の語形であろう。

▲
川
②

１
１

３
４
１
！

(5)

むすび

以上記述してきたところからもわかる通り，

西原方言の助動詞の相互承接は，大神方言とほ

ぼ同じく，次の通りになる。

動詞-使役（:ＩｍｉＴ)-受身可能(i：）－
(6)

剛ＭｍＤｌ鮒ⅡH｝
様子（ｇｉｋａｎ）－尊敬（ｍａｉ）－否定（、）

-過去（ｌｉｉ）

▲尊敬・否定・過去表現

(1)ｋａｋａｍａｔｔａｎ（お書きにならなかっ

た）

(2)ｋａｋａｈａｍａｔｔａｎ（書かせなさらな

かった）

ｋａｋａｓＴｍｉｍａｔｔａｎ（書かしめな

さらなかった）

(3)ｋａｋａｉｒａｍａｔｔａｎ（書かれなさら

なかった）

(4)ｋａｔｓＴｊｕＸｈａｍａｔｔａｎ（お書きに

なれなかった）

(5)ｋａｔｓＹｂｕｓＹｋａｒａｍａｔｔａｎ（お

書きになりたくなかった）

ｋａｔｓＹｊａｓＹｋａｒａｍａｔｔａｎ（お

書きになりやすくなかった）

ｋａｔｓＹｇｕｒｉｋａ「ａｍａｔｔａｎ（お

藻参照資料

大神方言同様，～ｕｉ（～している）～ａｉ

（～してある）が助動詞に接した用例を示して

おく。

１ｋａｋｉ：ｕｉ（書いている）

ｋａｋｉＺａｉ（書いてある）

２ｍａｉ（尊敬）に接した例

ｋａｋｉＸｕ「ａｍａｉ（お書きになっている）

ｋａｋｉＸａｒａｍａｉ（お書きになってある）

ｋａｋａｓＹｍｉｕｒａｍａｉ（書かしめてい

らっしゃる）
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いた）

ｋａｋｉ：ａｒａｍａｔａｉ（お書きになって

あった）

ｋａｋｉ８ａｒａｍａｉｄｕ（お書きになって

あった）

ｋａｋａｓＹｍｉｕｒａｍａｔａｉ（書かしめ

ていらした）

ｋａｋａｓＹｍｉｕｒａｍａｉｄｕ（書かしめ

ていらした）

ｋａｋｉ：ｕ「ａｔｔａｎ（書いていなかった）

ｋａｋｉ：ａｒａｔｔａｎ（書いてなかった）

ｋａｋｉＸｕｒａｍａｔｔａｎ（お書きになっ

ていなかった）

ｋａｋｉＸａ「ａｍａｔｔａｎ（お書きになっ

てなかった）

ｋａｋａｓ､1.ｍｉｕｒａｍａｔｔａｎ（書かし

めていらっしゃらなかった）

３，（否定）に接した例

ｋａｋｉ：ｕｒａｎ（書いていない）

ｋａｋｉ：ａｒａｎ（書いてない）

ｋａｋｉＸｕｒａｍａｎ（書いていらっしゃ

らない）

ｋａｋｉ：ａｒａｍａｎ（お書きになってい

ない）

ｋａｋａｓＹｍｉｕ「ａｍａｎ（書かしめて

いらっしゃらない）

４ｔａｉ（過去）ｄｕ（過去）に接した例

ｋａｋｉ：ｕｔａｉ（書いていた）

ｋａｋｉＸｕｉｄｕ（書いていた）

ｋａｋｉ：ａｔａｉ（書いてあった）

ｋａｋｉ：ａｉｄｕ（書いてあった）

ｋａｋｉ：ｕｒａｍａｔａｉ（お書きになって

いた）

ｋａｋｉ：ｕｒａｍａｉｄｕ（お書きになって

代名詞

大神方言の代名詞について述べる。大神方言

で用いられている代名詞を示すと，第１２表の顕

りになる。

一人称では単数にａ，ａｎ，複数にａｎｔａＸが

用いられる。単数のａ，ａｎは奈良時代の「あ

あれ」に対応するものと解される．ａｎは文中に

おいて格助詞Ｕ（を）に接すとａｎｕ，係助詞

ｊａ（は）に接するとａｒａ：となる場合がある。
Ｏ

ａｇａｐｅｒａｄｉ（私が行こう）
Ｏ

Ｏ

ａｇａｔｕ「ａｄｉｉ「ａ（私が取るよ）
Ｏ

ａｍｍａｉｉｋａｄｉＪＪｉｂａｖｖａｍａｌ
Ｏ Ｏ

ｋｕ：（私も行くから君〈6来い）

ｋａｒｉｋａＸｊａｔｉｋａＸａｍｍａｌａｓｌ

ｄｕｓｉ.（あれぐらいなら私もできる）
Ｏ

ａｎｕｂａｍａｔａｉｄｕｓ.I（私をぱ待って
○ ○

くれ）

ａｒａ：ｂｉｘｎ（私は酔わない）
Ｏ

ａｒａＸｕｍａｎｎａｕ「ａｔｅｘ、（私はこちら

にはいない）
Ｏ

ａｎｔａＸｇａ」ａＸ０ｋａｉｐｅｒａｄｉ（私
Ｏ

たちの家へ行こう）

なお，宮古の他の方言では１人称代名詞は次

のようにあらわれる。

西里ｂａ（私）ｂａｎ（私）ｂａｎｔａ（私たち）

与那覇ｂａ（利ｂａｎ（私）ｂａｎｔａ：(私たち）

池間ｂａ（私）ｂａｎ（私）

来間ｂａ（私）ｂａｎ（私）ｂａｎｔａ：（私たち）

水納ｂａ（私）ｂａｎ（私）ｂａｎｔａｘ（私たち）

これらの単数形は奈良時代の「わ，われ」に対

応するf)のである。
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「ｉＺｎ（彼は知っていながら教えてはくれな

い）
Ｃ

ｋａｒｉｇａ９ｕｉｋａｔｌ：ａ・fri（彼が行
くと言った）

k③『ｉ９ｺ：［ヨfpk‘Ｘｐｐｋｐｉ.；umat③
Ｏ

（彼だけが残るのか）

ｋａｒｅ：」ａ：ｎｎａｍｉＸｎｐｅ：、（彼は

家にいないかしら）

不定称にはｔａＸ（誰）ｔａ：ｔａｒ（誰たち）が

用いられる。
Ｏ

ｕｒｅ：ｔａＸｇａｍｕｎｕ（これに誰のものか）

他の宮古方言で，三人称は次のようにあらわ

れる。

西里近称ｋｕｉ（これ）

中称ｕｉ（それ）

遠称ｋａｉ（彼，あれ）

ｋａｉｔａ（彼たち，あれたち）

不定称ｔａ：またはｔｏ：（誰）

与那覇近称ｋｕｒｉ（これ）

ｋｕｒｉｔａＫ（これたち）

中称ｕｒｉ（それ）

ｕｒｉｔａＸ（それたち）

遠称ｋａｒｉ（彼，あれ）

ｋａｒｉｔａ：（彼たち，おれたち）

不定称ｔａｘ（誰）

来間近称ｋｕｒｉ（これ）

ｋｕｒｉｔａＺ（これたち）

中称ｕ、（それ）

ｕｒｉｔａＸ（それたち）

遠称ｋａｒｉ（彼，あれ）

ｋａｒｉｔａ：（彼たち，あれたち）

これらの方言では近称と中称はｋｕｒｉ，ｕｒｉ等

で区別されている。これらの方言の代名詞体系

と大神方言のそれとどちらが古いか一概には言

えないが，西里方言等であらわれる近称の

二人称では単数にｖｖａ，複数にｖｖａｔａ：が

用いられる。ｖｖａ・ｖｖａｔａＸは目上・同等・

目下のどちらにも用いられる。いわゆる奄美・

沖縄方言と異なり，二人称において，目上・同

等・目下を語形でもって区別することをしない。

用例は次の通り。

ｖｖａｎｔａＯｋａｉ（君はどこへ？）

ｖｖａｋａｒｉｊｕＸｍａｉｔａｊａｋａＹ（君は

彼より強い）

ｖｖａｍａｉｋａＸｔｅｍ（君も買わない）

ｖｖａ６ａｔｕｒａｄｉ（君が取るべきだ）
Ｏ

ｖｖａｉｋａｔｅＸｎ（君は行かない）

ｖｖａｔａＸｍａｉｋａ：ｔｅｍ（君たちも買

わない）

他の宮古方言では二人称は次のようにあらわ

れる。

西里ｖｖａ（君，あなた）

ｖｖａｔａ（君たち，あなたたち）

与那覇ｖｖａ（君，あなた）

ｖｖａｔａＸ（君たち，あなたたち）

池間ｖｖａ（君，あなた）

来間ｖｖａ（君，あなた）

水納ｖｖａ（君，あなた）

ｖｖａｔａＸ（君たち，あなたたち）

三人称では近称と中称を区別しない。すなわ

ち，近称と中称を同語形であらわす。

ｕｒｉｎｊｉｐａｔａｒａｋ・ｉｐＹｔａｍｉＸｎ

（これのように働く人はいない）

ｕｒｉｇａ９ｕｉｋａｔｉＺａＹｒｉ（それが
行くと言った）

遠称ではｋａｒｉ（彼，あれ）ｋａｒｉｔａＸ（彼

たち，あれたち）が用いられる。

ｋａｒｉｎＪｉｐａｔａｒａｋｉ．ｐ､】ｒｔａｍＹＸｎ
Ｏ

（彼のように働く人はし､ない）

ｋａ『．Ｘ･Jii．＄ij；③。ロロヨ『ａＪｅ：○
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ｋｕｒｉ（これ）は比較的新しいものではなかろ

うか。いわゆる宮古方言において近称と中称を

区別するようになったのは比較的新しいのでは

なかろうか。

指示代名詞は第７表に示してある通りである。

近称と中称を区別しないのは人称代名詞と同様

である。以下用例を示そう。

事物

ｕｒｉｍａｉｋａｒｉｍａｉｍｎａｄ５ｏＸｔｏＸ

（これもあれもみんなよし､）

ｋａｒｉｋａＸｊａｔｉｋａＸａｍｍａｉａｓｌ

ｄｕｓＹ（あれぐらいなら私もできる）
Ｏ

Ｏ

ｉｎｔｕｍａｊｕｔｕｎｔｉｇａ９ｕ

ｔａｊａｋａＹｋａ（犬と猫とどちらが強いか）

ｕｒｅ：ｎａｕｋａｉｒａ（これはなにかしら）

ｕｒｉｐｅＸｍｋａｒｉｐｅＸｍｎｔｉｋａ（こ

れかしらあれかしらどれか）

ｎｔｉｎｔａｎｄｕａｉ.（どれどこにあるの）
Ｏ

場所

ｕｍａｎｎａａＹｄｕｓｉ.（ここにある）
Ｏ

ｕｍａｎｎａｍｉ：、（ここlこいたい）

ｕｍａｎｄｕａｎｔａ.,.（ここにあった）
Ｏ

ｋａｍａｎａｌｓａ.（あそこにあるよ）

ｎｔｉｎｔａｎｄｕａ.]『（どれどこにあるの）
Ｏ

方向

ｕｍａＯｋａｉｄｕｋＹｓ､1．ｔａｉ.（ここへぞ来
Ｏ◎

た）

ｕｍａＯｋａｉｋｕＸ（ここへ来い）

ｋａｍａＯｋａｉｉｋＹｔｉｋａ、ｆａｉｓｓａＸ
ＯＯ

（lｸ）そこへ行ったら叱られるぞ）

ｖｖａｎｔａＯｋａｉ（君はどこへ？）

関係

ｕｎｕｉ・ｕｎａｕｎｕｐｕｓａｂａｋａＴｄｕ
ＯＯ

ａｓｉ・ｋａｉｒａＸ（この魚はどのく゛らいばかり

するのかしら）

ｋａｎｕｐｌｔａＸｍａＸｎｕａｐａｒａｋｉｋａｍ
Ｏ

ｐａ６ｉ.（あの人は大変美しいはず）

kａｎｕｍｍａｐｉｕｐｕｋａｔａＴ（あの’もっ

と大きかったでしょう）

情態

ｎａｕｂａＪｉａｊｉｂａｍａｉｖｖａｇａ
ＯＯ

Ｊｉ：rｉｔｉ（どうしようが君の勝手だ）

因に，他の宮古方言の指示代名詞を示すと，

次の遍りになる。

▲西里

事物ｋｕｉ（これ）ｋｕｉｔａ：（これら）

ｕｉ（それ）ｕｉｔａＸ（それら）

ｋａｉ（あれ）ｋａｉｔａＸ（あれら）

ｉｄ５ｉ（どれ）ｉｄ５ｉｔａＸ（どれら）

場所ｋｕｍａにこ）ｋｕｍａｔａＸ（ここら）

ｕｍａ（そこ）ｕｍａｔａＸ（そこら）

ｋａｍａ（あそこ）ｋａｍａｔａＺ（あそこら）

）ｉｄｚａ（どこ）ｉｄｚａｔａ：（どこら）
ｌｎｄｚａ（どこ）ｎｄｚａｔａ：（どこら）

方向ｋｕｍａＯｋａｉ（ここへ）

ｕｍａＯｋａｉ（そこへ）

ｋａｍａＯｋａｉ（あそこへ）

ｎｄｚａＯｋａｉ（どこへ）

関係ｋｕｎｕ（この）

ｕｎｕ（その）

ｋａｎｕ（あの）

ｎｄ５ｉ（どの）

情態ｋａｎｔＪｉＸｎｕｋａｎｔｊｉＸ

（こんな）（こう）

ａｎｔＪｉＸｎｕａｎｔＪｉＺ

（そんな）（そう）

ａｎｔｊｉＸｎｕａｐｔＪｉＺ

（あんな）（あ▲）

ｎｏ：Ｊｉｍｕ（どんな)ｎｏ：ｂａＪｉ（どう）
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nｄ５ａＯｋｅＸ（どこへ）

ｋｕｎｕ（この）

ｕｎｕ（その）

kａｎｕ（あの）

nｄ５ｉｎｕ（どの）

ｋａｎｔＪｉｎｕｋａｎｔＪｉＸ

（こんな）（こう）

ａｎｔＪｉｎｕａｎｔＪｉＺ

（そんな）（そう）

ａｎｔＪｉｎｕａｎｔＪｉＸ

（あんな）（ああ）

ｎｏＸＪｉｎｕｎｏＺＪｉＺ

（どんな）（どう）

▲与那覇

事物ｋｕｒｉ（これ）ｋｕｒｉｔａ：（これら）

ｕｒｉ（それ）ｕｒｉｔａＸ（それら）

ｋａｒｉ（あれ）ｋａｒｉｔａＸ（あれら）

ｎｄ５ｉ（どれ）ｎｄ５ｉｔａ：（どれら）

場所ｋｕｍａ（ここ）ｋｕｍａｔａＺにこら）

ｕｍａ（そこ）ｕｍａｔａ：（そこら）

ｋａｍａ（あそこ）ｋａｍａｔａＸ（あそこら）

ｎｄｚａ（どこ）ｎｄｚａｔａ：（どこら）

方向ｋｕｍａＯｋａｉ（ここへ）

ｕｍａＯｋａｉ（そこへ）

ｋａｍａＯｋａｉ（あそこへ）

ｎｄｚａＯｋａｉ（どこへ）

関係ｋｕｎｕ（この）

ｕｎｕ（その）

ｋａｎｕ（あの）

ｎｄ５ｉ（どの）

情態ｋａｎＪｉｎｕ（こんな）ｋａｎＪｉＸ（こう）

ａｎｊｉｎｕ（そんな）ａｎＪｉ：（そう）

ａｎＪｉｎｕ（あんな）ａｎＪｉＸ（ああ）

ｎｏＸｂａｊｉｎｕ（どんな）ｎｏ：ｂａＪｉ：

（どう）

関係

情態

▲水納

事物ｋｕｒｅＺ（これ）

ｕｒｅＸ（それ）

ｋａｒｅ：（あれ）

ｎｄｊｕ（どれ）

場所ｋｕｍａ（ここ）

ｕｍａ（そこ）

ｋａｍａ（あそこ）

ｎｄａ（どこ）

方向ｋｕｍａＯｋａｉ（ここへ）

ｕｍａＯｋａｉ（そこへ）

ｋａｍａＯｋａｉ（あそこへ）

ｎｄａＯｋａｉ（どこへ）

関係ｋｕｎｕ（この）

ｕｎｕ（その）

ｋａｎｕ（あの）

ｎｄａｎｕ（どの）

情態ｋｕｎＪｉｎｕ（こんな）

ｕｎｊｉｎｕ（そんな）

ｋａｎＪｉｎｕ（あんな）

ｎｏＺｂａＪｉｎｕ（どんな）

▲来間

事物ｋｕｒｉ (これ）ｋｕｒｉｔａＸ（これら）

(それ）ｕｒｉｔａｘ（それら）

(あれ）ｋａｒｉｔａｘ（あれら）

（どれ）ｎｄ５ｉｔａＸ（どれら）

にこ）ｋｕｍａｔａＺ（ここら）

(そこ）ｕｍａｔａ：（そこら）

(あそこ）ｋａｍａｔａｘ（あそこら）

（どこ）ｎｄ５ａｔａｚ（どこら）

ＯｋｅＸ（ここへ）

OｋｅＸ（そこへ）

ＯｋｅＺ（あそこへ）

ｕｒｌ

ｋａｒｉ

ｎｄ５ｉ

場所ｋｕｍａ

ｕｍａ

ｋａｍａ

ｎｄ５ａ

方向ｋｕｍａ

ｕｍａ

ｋａｍａ
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△大浦

事物ｋｕｉ（これ）ｋｕｉｔａ：（これら）

ｕｉ（それ）ｕｉｔａＸ（それら）

ｋａｉ（あれ）ｋａｉｌ鼬Ｚ（あれら）

ｎｄ３ｉ（どれ）ｎｄ５ｉｔａＸ（どれら）

場所ｋｕｍａ（ここ）ｋｕｍａｎａＸ（ここら）

ｕｍａ（そこ）ｕｍａｎａＸ（そこら）

ｋａｍａ（あそこ）ｋａｍａｎａＺ（あそこら）

ｎｄｚａ（どこ）ｎｄｚａｎａＸ（どこら）

方向ｋｕｍａｎｕｋａｔａ（ここへ）

ｕｍａｎｕｋａｔａ（そこへ）

ｋａｍａｎｕｋａｔａ（あそこへ）

ｎｄｚａｎｕｋａｔａ（どこへ）

関係ｋｕｎｕ（この）

ｕｎｕ（その）

ｋａｎｕ（あの）

ｎｄ５ｉ（どの）

情態ａｎｔＪｉｎｕ（こんな）ａｎｔＪｉ（こう）

ａｎｔＪｉｎｕ（そんな）ａｎｔＪｉ（そう）

ｋａｎｔＪｉｎｕ（あんな）ｋａｎｔｊｉ（あ上）

ｎｄ５ｕＸ（どんな）

ｎｏ：ｂａＪｉｎｕ（どんな）ｎｏ：ｂａＪｉ

（どう）

以上記述してきたところからもわかる猛り，

これらの方言の指示代名詞においても近称と中

称は語形上区別を保っている。但し，「情態」

の代名詞では次のように，方言によって中称と

遠称が語形上の区別を示さなかったり，あるい

は近称と中称がその区別を示さなかったりでま

ちまちである。

西里与那覇

近称ｋａｎｔＪｉ：ｎｕｋａｎＪｉｎｕ

鶉}･川…)川,噸

来間 大浦

近称胞川､。｝･薊,川
::}･川mｗ ｋａｎｔＪｉｎｕ

大神

露}｡M…
遠称ｋａｎｊｉｎｕ

水納

ｋｕｎＪｉｎｕ

ｕｎＪｉｎｕ

ｋａｎＪｉｎｕ

親族名称と人称代名詞

大神方言における親族名称と人称代名詞およ

びその他との関係を示すと，第１３表の通りとな

る。

親族名称についてみると，（曽祖父・曽祖母）

を表わす語形は（祖父・祖母）を表わす語形に

ｋａｐａ－がついてきている。（祖父一祖母）

はｕｐｕＹａ（大親）ｕｐｕｍｍａ（大阿母）であ

らわされる。（父・母）はi・ａ（親）・ｍｍａ（阿

母）であらわされる。（伯父）（叔父）は区別

なく，共にｂｕｄａであらわされる。同様に（伯
００

母）（叔母）くち区別なく，共にｂｕｂａであらわ
００

される。

因に，（祖父）から（叔母）までを西里一与

那覇方言と比較してみると，次の猛りになる。

大神西里与那覇

祖父ｕｐｕＩａ Ｊｕ： Ｊｕｘ

祖母ｕｐｕｍｍａｐａＸｍｍａｍｍａ

父ｒａｕｊａｕｊａ

母ｍｍａａｎｎａａｎｎａ

両親Ｔａｕｊａｍｍａａｓａａｓａｍｍａ

漫螢}艸
ｕｐｕｕｊａｂｕｄｚａ

ｂｕｄｚａｇａｍａｂｕｄｚａｇａｍａ
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人称代名詞二人称のｗｕはI化にも用いると

いう報告を受けているので，親族名称と共に

ｂｕｂ;Ｉ（伯母・叔母）から上の人にも弔いられ

大神西里与那覇

鰭}坪:ｏ
ｕｐｕａｎｎａ ｂｕｂａ

ｂｕｂａｇａｍａｂｕｂａｇａｍａ

まず，大神方言の（祖父・祖母）をあらわす

語の語構成と西里方言の（伯父・伯母）をあら

わす語の語構成がほぼ一致していることは興味

深い。すなわち，大神の（祖父）西里の（伯父）

は「大きい親」を意味する語形であり，また，

（祖母）と（伯母）は「大きい母」を意味する

語形である。

大神の（母）をあらわすｍｍａが西里･与那覇

方言では（祖母）をあらわす語形（またはその

構成部分）になっている。西里・与那覇方言の

（祖父）をあらわすＪｕｘ（主）は比較的新しい

語形ではなかろうか。

（両親）は大神では（父）をあらわすＹａで

あらわされるが，西里ではｕｊａｍｍａａｓａ（親

阿母アサ），与那覇ではａｓａｍｍａ（アサ阿母）

となっている。西里・与那覇方言の語形に含ま

れているａｓａは恐らく「ヲサ（長)」と関係が

あろう。

西里・与那覇方言では（伯父母）と（叔父印

は区別しているが，大神方言では区別しない。

大神方言では（甥）と（姪）は共にｍｉｉ．

（姪甥）であらわされ区別しない。西里・与那

覇方言でも，それぞれｍｉｕＴ（姪甥）・ｍｊｕ（

（姪甥）であらわされるが，西里方言では特に

区別したいときはｂｉｋｉｍｉｕＴ（男姪甥，甥の

こと）ｍｉｄｕｎｍｉｕＴ（女姪甥，姪のこと）と

いう場合もある。

大神方言では（兄姉）は目上に入っていない。

これは「はい」という返事のしかたですぐわか

る。いわゆる同等以下に用いる、：，ｎａｚとい

う語形が用いられるからである。

００

るく6のと思われる。
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第１３表

－１６２－

親族名称 総称 呼称
人称代名詞

人称
￣

￣ 人称

「はい」という返事

…藷ﾌﾗi惠

曽祖父

曽祖母

祖父

祖母

父

母

伯(叔)父

伯(叔)母

兄

姉

夫（ｅｇｏ）

妻

弟妹

甥姪

長男

次男

三男

長女

次女

末っ子

孫

曽孫

玄孫

ＤＯ

ｋａｐａｕｐｕｌａ

ｋａｐａｕｐｕｍｍａ

OＵ

ｕｐｕｌａ

ｕｐｕｍｍａ

００

１ａ

lｎＩｎａ

ｂｕｄａ
００

ｂｕｂａ
。 Ｃ

ｓｕｄａ
◎

●

ａｎｌ

ｂｉｋｉｄｕｍ
ＣＯ

ｍｉｄｕｍ
○

ｕＴｕｔｕ

●■■

ｍｌｌ

tｊａｋｕｓｌ

０

９
００

１，ａｎ

ｓａｎｎａｎ

aｎｉｍｉｄｕｎｆａ
。

ｕｔｕｔｕ

ｎａｓｉｆｋｌｓｅ
○０

。

ｍｍａｇａ

。

ｍａｔａｍｍａｇａ

Ｏ

ｍｉＹｍｍａｇａ

ＱＯ

ｌａ

kｊｏＸｄａｉ
○

↑
‐
－
↓
「
親
族
名
称
」
を
用
い
る
↑
－
－
－
－
－
－
１

１
－
－
１
１
－
－
↓
「
名
前
」
を
呼
ぶ

●

１

ｕｎａ
を
用
い
る

Ｉ
「
親
族
名
称
」
を
用
い
る
１

ａ

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｗ
を
用
い
る
▲
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０

Ｉ
面
を
用
い
る
ｆ
Ｉ
０

１
Ｉ
－
Ｉ
－
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
－
－
－
↓
唖
を
用
い
る
↑
－
－
１
－
－
－
－
－
－
１

Ｉ
“
芹
一
用
い
る
－

▽
▲

１
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
↓
胆
を
用
い
る
↑
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
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形容詞の活用

１．語形変化の形式

大神方言形容詞の言い切りの形には，三つの

形式が認められ，例えば「赤い」を意味する語

は，〔ａｋａｍｕｎｕ〕，〔ａｋａｋａＴ〕，〔akakam〕

が使用される(注1）。この内〔ａｋａｍｍｕｎｕ〕は，

(赤)＋(物)の形でういわゆる形容詞の語幹が直接

体言を修飾する形式であり，大神方言において

は,･普通にこの形式が言い切りの形として用い

られる。一方〔ａｋａｋａｌ.〕と〔ａｋａｋａｍ〕は，い

ずれも語幹に「ク」がつき，さらに「アリ」が

ついた形である。このことから大神方言も他の

宮古方言同様，形容詞の活用形は「クアリ」系

に属し，沖縄本島方言や八重山方言などの「サ

アリ」系とは構造を異にする（注2)。

さて，ここで今までに調査した形式の中から，

活用形と思われる形を〔ａｋａｋａｉ･〕（赤い）を

選んで示すことにしよう。

〔ｐａｎａＺａｋａｋａｒａｄａｕｒａｂａｍａｉ
Ｏ Ｏ

ｋｉｔＪｉ；ｉ〕（花は赤くなくてもきれいだ）

〔ａｋａｆｕ９ｕｎａＴ〕（赤くなる）〔ｋａｎｕ

ｐａｎａｋａＸｊａａｋａｋａＴｓａｕｎａ〕（あの花は赤そ

うだ）〔ａｋａｆｆａｎｅＸｎｔｔａ〕（赤くはないっ

てさ）〔ａｋａｋａｒｉＪｉｔｅＺａＵｋａｒｉｊｉｔｅＸ

ｔｉ：９ｕａｓＴ〕（赤かったり青かったりする）

〔ｐａｎｅＸａｋａｋａｔａ､1.〕（羽は赤かった）

〔akakaYtta〕（赤いってさ）〔ａ;ａ

ｍｉＸｒｉｂａｍａｉａｋａｋａｍ〕（私が見ても赤い.'）
Ｏ

〔ssukab1･nakaka1.61.Ｚｊｉ：kakl．〕。

（白し、紙に赤い字で書く）〔akakaJi9a9u
tumijasi,kal.〕（赤ければ捜しやすい）

〔ａｋａｋａｔｉｋａＸｋｉＪｉｔｅＸｎ〕（赤かったら着け

ない）〔ａｋａｋａｒｊＸｒｉｔｕｓｒｋｉｒａｉｎ〕（赤い

ので差し上げられない）

これらの形式と，他の形容詞のそれとを比較

検討してみると，およそ吹の形を大神方言の形

容詞の活用形として認めることができる。

１．未然形ａｋａｋａｒａ

２．連用形lａｋａｆｕ

３．連用形２ａｋａｋａ１．

４．提示形ａｋａｆｆａ

５．接続形ａｋａｋａｒｉ

６．過去形ａｋａｋａ

７．終止形lａｋａｋａＴ

８．終止形２ａｋａｋａｍ

９．連体形ａｋａＭｈ、

１０．条件形ｌａｋａｋａｒｉ

ｌｌ、条件形２ａｋａｋａ

ｌ２、条件形３ａｋａｋａｒｉＸｒｉ

なお，各活用形の名称は動詞の活用形も参考

にしながら示したが，それらはあくまでも便宜

的なものであり，それぞれの活用形の特徴的な

用法を，部分的に示したにすぎない。

注lその外，宮古方言の言い切りの形には，

〔ａｋａＸａｋａ〕，〔ａｋａＸｎｕ〕などが用いられ

る。例えば，上野村野原方言では〔ｔｉｄａＸ

ａｋａ８ａｋａ〕（太陽は赤い）〔ｋｕｎｕ

ｐａｎａＺａｋａＸｎｕ〕（この花は赤い）のように

使う。

さらに，平良市下里方言や久松方言では，

〔ａｋａｎｄｚａ〕も用いられているが，これらの

形が意味的にどう違うのか明確ではない。

注２『琉球先島方言の総合的研究」（平山

輝男，明治書院）によれば，宮古方言の中で

も多良間方言・水納方言は「サアリ」系に属

－１６３－
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以上のことから，ここでは一応，ク活用とシ

ク活用をわけて考えることにした○

注３『琉球の方言」－奄美大島宇検村湯湾

方言一（法政大学沖縄文化研究所）

注４「琉球方言概説」（仲宗根政善，『方

言学講座』第四巻）

注５内間直仁氏は，「沖縄の方言」（『伝

統と現代」４５号）の中で大神方言の形容詞を，

ク活用とシク活用にわけて，記述しておられ

る。

注６平良市久松方言，上野村野原・宮国方

言，および，下地町与那覇方言などにおいて

も，このような現象が見られる。

するようである。

２活用体形

ここでは，前記１で認めた活用形がどのよう

な体系を示すのかを記述する。

大神方言でも形容詞の活用形の構造は，動詞

同様に「語幹」＋「語尾」という二つの要素か

らなる。いうまでもなく語幹は活用形の中心的

意味を担う部分であり，語尾は文法的意味を有

する部分である。

今，大神方言形容詞の活用表を示すと，第１４

表のとおりである。

ところで，「サアリ」系の形容詞では方言に

よってはク活用とシク活用の区別がある。例え

ば，奄美大島の湯湾方言では，「高い」，「涼

しい」はそれぞれ〔ｔａＸｓａ：、〕,〔ｓ､,､ｄａＪａＺｎ〕

であり，語尾が「-ｓａｘＮ〕であるか〔－ＪａＸＮ〕

かによって区別を保っている（注３）。伊江島

方言でも，これと同様なことがいえるようであ

る（注４)。

一方，「クアリ」系の形容詞においては，こ

れまでク活用とシク活用とは区別せずに記述さ

れるのが普通であった。しかし，大神方言など

では，この二つを区別して示した方がよいと思

われる（注５）。ちなみに，「赤い」と「涼しい」

を例にとって示すと，まず連用形１と提示形で

は，つぎのように同一の語尾があらわれる。

「赤い」 「涼しい」

連用形ｌａｋａ－ｆｕｓＹｄａＸ－ｆｕ

提示形ａｋａ－ｆｆａｓＹｄａＺ－ｆｆａ

しかし，その他の活用形では，これらは違っ

た語尾をとる（注6)。

「赤い」 「涼しい」

未然形ａｋａ－ｋａｒａｓＹｄａＸ－ｓ､1.ｋａｒａ

接続形ａｋａ－ｋａｒｉｓ､1.ｄａＸ－ｓＹｋａｒｉ

過去形ａｋａ－ｋａｓ・ｆｄａＸ－ｓ・IＰｋａ

3．活用形

つぎに各活用形の意義，職能，および接辞な

どについて，用例を示す。

3.1未然形

ｂａ（ぱ）がついて仮定条件を表わしたり，
Ｏ

９ａ（ず），８aka：（～なかったら）などがつ
く。

ｍａＺｎｕａｋａｋａｒａｂａｍａｉｄａｍｉ（あまり赤
０ ０

くなくて〈もダメだ），

ｍｉｐａｎａＺａｋａｋａｒａｄａｕｒｉｂａｄｕ
Ｏ ＯＯ

ｄｚｏＸｔｏＸ（顔は赤くない方が良し、），

sTdaXsrkara9akaXnivvain（涼しくな

かったら眠れない），

ｓｒｄａＸｓＴｋａｒａＪｉｆｉＸｓａｍａｔｉ（涼しくして
。

下さし､）

3.2連用形１

用言，および助詞のｔｅｘｎ（さえ），ｍａｉ（も）

９ｕ（ぞ）などに接する。

ｍｘｔａｎｕａｋａｆｕｎａＴｔｉｋａＸｆａＸ９ｉ（実が

赤くなったら食べよう）

ａｋａｆｕｔｅＸｎｊａｔｉｋａＺｎａｕｂａＪｉｎｕ
Ｏ
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第 14 表 大神方言形容認の活用表

分 三口口五

L史
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1 12 

類 {列
未然形 連用形1 連用形2 提示形 接続形 過去形 終止形1 終止形2 連体形 条件形 1 条件形2 条件形 3

I 1 1 赤 む1 aka kara fu k aγ f f a k a r i ka kal kam kaγ k a r i ka k a r i : r i 

十一一

2 早 し1 pe: 11 11 11 1/ 11 11 11 11 11 1/ 11 1/ 

3 実 し1 p i I i 11 11 11 1/ 1/ 11 II II II II II II 

4 軽 v¥ kaγ II II II II II II 1/ 1/ II 1/ 1/ 1/ 

5 大 き い UPU 1/ II II 1I fl 1/ II II II 1/ 1/ II 

6 ~~ し1 J 0: 1/ II 1I 1/ II II 1/ 1/ II fl 1/ II 

2 1 煙 し1 kiv 11 II fl fl II fl II II 1/ fl II 1/ 

2 痛 し1 Jam II 1/ fl 1/ 1/ 1/ // II 1/ 1/ 1/ 1/ 

E 1 涼 し い S ig a : slkara fl sIkaγ If S .t"k a r i slka S -， k a-， sγkam S -I-k a-I sikari slka slkari:ri 

一一一ートー

2 恐しい uturu 11 fl 1/ fl fl 1/ 1/ fl 1/ 1/ fl 1/ 

ト一一一

3 快 v¥ kime: 1/ 1/ 1/ II 1/ 1/ II II 1/ 1/ 1/ If 

d o a nai sauna n e: n I i t i t昌 1 t t a t t a ba t i k a : ba 。 。
後接する主な接続

(ず) (なる) (そうだ) (ない) (して) (た) (ってさ)
(ってさ)

(ば) (たら) (ば j

I r a 

b o a b o u sγkam sa 
(ね)

。まj (ょうだ) (よ) 40: 

(ぞ)
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ｋａ９ＴｊａｒａＲａｍａｉｍｕｔｉｋｕ：（赤くさえあ

れば，どういう紙でも持って来なさい）

ｓｓｕｆｕｍａｉａｋａｆｕｍａｌｎｅＸｎ（白くも赤

くもない）

ｋｕｎｕｐａｎａｋａ５ｊａａｋａｆｕ９ｕａｌ.（この花

は赤くぞある）

ｓＴｄａＸｆｕｎａｈ.（涼しくなる）０

３．３連用形２

助動詞のsauna（そうだ），gusrkam
（ようだ）などが接続する。

ｋａｎｕｐａｎａｋａＸｊａａｋａｋａＴｓａｕｎａ（あの花

は赤そうだ）
Ｏ Ｏ

ａｇａｋａｒａｇ２,.、ｕａｋａｋａ.(ｂｕｓ､1.ｋａｍ（私の
。

髪の方が赤いようだ）

ｋａｍａｎｕｄｕｓ､１．．ａｓ.,rka､fｓａｕｎａ（あそこが
Ｏ

涼しそうだ）

３．４提示形

連用形１の形に係助詞ｊａ（は）の融合したも

のである。

ａｋａｆｆａｎｅＸｎｎｉｂａｔｕＸｔｉｋａＸ９ａｍｉ（赤Ｏ

<はなV､から取ったらダメだ）

takano：ｓＴｇａＸｆｆａｎｅ:、（高野は涼しくは

ない）

3.5接続形

単独で文を中止したり，Ｊｉｔｉ（して）がつい

て接続の意味を表わす。また係助詞のｊａ（は）

が接続する。

ｋｕｎｕｐａｎａＺａｋａｋａｒｉ，ｋａｎｕｐａｎａＸ

ｓｓｕｋａｍ（この花は赤くて，あの花は白い）

ｆｕｋＹｓａａｋａｋａｒｉＪｉｔｉｍｉＸｊａｆｆｕＸ

ｆｆｕｕ.【（口は赤くして目は黒い）

ａｋａｋａｒｉｊａａＵｋａｒｉｊａＪｉＸｕ.I.（赤かった

り青かったりする）
Ｏ

ｕｇａｎⅡｎａｓ･ｆｄａＺｓＴｋａｒｉＪｌｔｉ，ｔａｋａｎｏＸ

ａｋＴｋａｍ（大神は涼しくして，高野は暑い）

ｓｌｄａＺｓｎｋａｒｌｊａａｋＴｋａｒｉｊａＪｉＸｕ・ＩＦ
Ｏ

（涼しかったり暑かったりする）

なお，この形が過去の意味を表わす場合があ

るｏ

ｋｉ.、；amexakaka｢ｉ９ｐ(昨日までは赤
かった）

この用法は動詞にもみられ、しかも他の宮古

方言にも一般的に現われる。その場合，語尾が

ａｋａｋａｒｉＸのように少々のびるのが普通である。

３．６過去形

助動詞ｔａｉ.（た）がついて過去の意味をあら

わす。前記した形がわりと近い過去を表わすの

に対して，この形は遠い過去を示すようである。

ａｋａｋａｔａＴｋｉ・ｎｎａｊａｒｉｆｕｄｕｎａｒｌＸ
Ｏ

ｕ.（（赤かった着物は古くなっている）

ｐａｎｅＸａｋａｋａｔａＴ（羽は赤かった）

ｋｕｍａｎｕｄｕｓＴｄａＸｓＴｋａｔａＴ（ここが涼し
○ Ｏ

力割った）、

３．７終止形１

それ自身で文を終止したり，ｔｔａ（ってさ），

ｓａ（よ）などがつく。

ｋｕｒｅＺａＵｋａｒｉＪｉｔｉｕｒｅＸａｋａｋａＴ（これ

は青くてそれは赤い）

ａｋａｋａＴｔｔａ（赤いってさ）

ｋｕｊａａｋａｋａＹｓａ（ほら赤いよ）

ｓ１.ｄａＺｓＴｋａ･Ｉ、ｔｉＺｄｕａ・ｆｒｉＺｔａ･I.（涼し
Ｏ ◎

し､と言ってし､た）

なお，この形は言い切りの形としては出にく

い面がある。

３８終止形２

文を終止したり，ｔｔａ（ってさ），ｉｒａＣね），

gox（ぞ）などがつく。終止形ｌに比べて強調

の意味がある。

ａｋａｋＴｓａａｋａｋａｍ（血は赤い.'）

ｍａｘｎｔｉＺａｋａｋａｍｔｔａ（本当に赤いって
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さ.'）

ｔｉｄａＺａｋａｋａｍｉｒａ（太陽は赤いね.'）
Ｏ

ａｋａｋａｍｔｉｄｕａＴｒｉ（赤し、.'と言った）
０

ｋ.ｆｎｕｊｕＸｋｉＸｊａｓｉ･ｄａＺｓ､ＩＰｋａｍｄｏＥ
Ｏ Ｏ

（昨日より今日は涼しし､ぞ.'）

３．９連体形

体言に接したり，係助詞gｕ（ぞ）の結びとな
るo

akakal・panaui9iX（赤い花を植えよう）
Ｏ

ａｎｔａ６ａｐａｔａｎｕｇａｍｉ９ｕａｋａｋａ.（（私
達の旗の方がぞ赤い）

ｓ・ｉｄａＸｓＹｋａｉ・ｔｕｋｅＸｎｎａａＸｒａｎａｓｌｂａ
Ｏ

（涼しし､時には外で遊ぼう）

ｋｉ：ｎｕｄｕｓｉ・daXsi・Ｍ９ａｒａ（今日が０ 。

涼しし､でしょう？）

３．１０条件形１

ｂａ(ば)がついて,確定条件を表わす(注７）。
Ｏ

ｍｌｎｅｐｉＸｍａｋａＸｓｕｐＵｋｌ・ｎｕａｋａｋａｒｉｂａ
Ｏ

９ｕｋａ;ika・IF（もう少し帯が赤ければきれい
だ）

ｓｉ.§ａ:ｓＹｋａｒｉｂａｄｕｎｉＹｊａｓ､１．kaY（涼しＯＯ

ければ，眠りやすし､）

3.11条件形２

ｔｉｋａｘ（たら）がついて条件の意味を表わす。

ａｋａｋａｔｉｋａＸｋｉＪｉｔｅＺｎ（赤かったら，着

けない）

ａｋａｋａｔｉｋａＸｍｉＸｊａｓＴｋａｍ(赤かったら，

見やすい.'）

ｍａｉｎｉｋ｡ｉｓ.,.ｄａＸｓＴｋａｔｉｋａＸｄ５ｏＸｔｏＸ
Ｏ

（毎日涼しかったらいし､）

3.12条件形３

動詞ｕ･『（居る）の融合した形である(注８）。

同じく条件の意を表わす。

ｋｕｎｕｐａｎａＺａｋａｋａｒｉＸｒｉｂａｄｕ
ＯＯ

ｓＴｋｉｒａｉｎ（この花は赤いので，飾ることがで

きない）

ｓ,ｌｒｄａＸｓ・ｆｋａｒｉＸｒｉｂａｄｕｓＦｉｋｅＸＳ(ｊａｇｆｋａｍ
ＯＯ

（涼しし､状態であれば，走りやすい）

注７下里・久松方言などでは，条件形にｊａ

がついた形，akakarjaXの形もみられる。

ｔａｋａｋａｒｊａＸｍａｉｔｕｒａｉｎ（高くても取れ

ない）

注８形容詞の連用形にｕｉ.（居る）が融合し

ているのは，宮古方言でも今のところ大神方

言のみである。

4．活用の種類

大神方言の形容詞は，まず，語形替変の形式

に注目すると，大きくＩ・Ｉ類に分類できる。

これらを区別する特徴は，連用形１と提示形を

のぞく全ての語尾において顕著である。

たとえば，終止形ではＩ類がＭｆ，ｋａｍであり，

Ｉ類ではs9rka､１．，ｓ・ｒｋａｍとなっている。Ｉ類は，

さらに１と２に分類される。この区別は，不変

化部分の末尾音の違いによる分類である。１は

末尾音が母音で終る形容詞を示し，２は子音で

終る形容詞を示す。１は母音の違いによって，

さらに１～６に分類され，２は１～２に分類さ

れる。一方，Ⅱ類の形容詞の末尾音は母音のみ

で終り，それぞれ１～３に分類できる。

なお，Ｉ類は国語のク活用の形容詞に相当し，

Ｈ類は国語のシク活用の形容詞に相当する。

５形容詞の語例

つぎに，今回蒐集した形容詞の語例を，４の

分類に従って示す。

〔ｋａＴ〕の類

１．１．１語幹末尾音がａ母音

akaka.（（赤い），Y9aMr（太い，厚い）

amakaY（塩けが薄い），ａｋ・IPmakaT（甘い）
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ａｓａｋａＹ（浅い），ａＵｆｆａｋａ.I.（生臭い）

ａｋａｋａＹ（明るい），ａｒａｋａ・IF（荒い）

ａｖｖａｋａ.!.（油っこい)，pantaM（忙しい）

ssaka.（（薄い），ｓｕＸｔａｋａＴ（うらやましい）

ｋａｔａｋａ.（（濃い），ｋａｒａｋａＹ（辛い）

kitsYkaunakaY（いたずらな），

ｋａＺｋａＹ（きつい），ｋＵｐａｋａ.「（固い）

kumakaY（細かい），ｆｆａｋａ.（（暗い）

sＰＩＰｋａｔａｋａＴ（きたない）

p･ｉｓａｔａｋａ.,P（平くったい），

ｆｆｕｍａｔａｋａｌ（便がしたい状態）

ＪｉｂａｋａＴ（狭い），ｓｕｋａｒａｋａ.Ｉ.（塩辛い）
ｏ

ｓｕＸｄｚａｋａ.'.（羨ましい)，ｔａｋａｋａ.!.（高い）

kik1pa:ka.【（元気な)，、a;akaT(長い）

nap・iｔａｋａＹ（すべっこい），

ｎｉｖｔａｋａＴ（眠い），nukaka.I.（遅い）

uｐＵＺｓａｋａＹ（多い），ｊａｎａｋａ.【（悪い）

ｂａｔａｋａ:kal.（満腹な状態）
Ｏ

ｂａｋａｋａｌ.（若い），ｐｉ(:)makai.（少ない）
Ｏ

ｍａｉｆｕｋａｋａＴ（利口な),ｍｉｆｆａｋａ.'.（憎い）

muttsakai.（粘っこい）

ｊａｘｒａｋａｉ.（柔らかい），

j…kaY(軟らかい),juaakaY(曲った）

ffakaY（臭い），mmakaY（おいしい）

１．１．２語幹末尾音がｅ母音

ｐｅＺｋａＴ（早い），ｍｉｐｅ２ｋａｉ.（素早い）

ｕｔｅＸｋａｌ.（遠い）

１．１．３語幹末尾音がｉ母音

ikekara6ikaT(おかしい）

waXkuna6iMi･(厚かましい）

kitJi6ikaT（きれいな）

apara6ika･IF(美しい)，aUmiM(憶病な）

imikaY(小さい），iBari6ikaY(生意気な）
suXraKsT6ikaY(勇しい）

kiffa:sT6ikaY（えらそうな）

ｕｍｕＪＪｉｋａｉ.（おもしろい）

ujakikai.(富んだ），ka6ikaY(美しい）

ｐａｕｋｌｒｉｋａｌ.（乱暴な)，pUkarikaY（きつい）

piJikal.(寒い），ｋ・Lni6ikal.(雄々しい）

uka:s､１．６ikaY（すばらしい）

klmuka6iM.(心がやさしい）

ｐａｌｋｕｒｉｋａ､1.（手が早い),PautikaY(にぶい）

ｎｉｆｆａｒｉｋａｌ.（御飯などのよわった状態）

p１.nna6ika.I.(ふしぎな),puri6ikal.(愚かな）

maika.!.（近い),ｍｉｚｔＪａｋｉｋａｌ.（見苦しい）

jａｒｉｋａＴ（古い)，ｊａｉｋａＴ（痩せた）
Ｏ

ｊａｇｕｍｉｋａＹ（大変な)，javvika.I.（気が荒い）
Ｏ

ｎｄｚ・IPgika・ＩＦ（醜い）

１．１．４語幹末尾音がＴ母音

akYka.［（熱い，暑い)，ｉｋ､fｋａＹ（元気な）

kａｎａ・fka・IF（謹勉な），ｋａＹｋａ.(（軽い）

ｓＹｐｕｔａ･ｆｋａ.,P（濡れて気持悪い状態）

ｓｕｒｕｍｉｋＴｋａ.〔（情けつな）

ｋａｋａｍｉｔｓ･lPkaY（そそっかしい）

｡a・fkaT（だるい)，tamaY(良く切れる状態）
O

baYka.（（悪い)，ｍｉ･ｆｋａ・i（新しい）
O

jas・fka.（(安い),；a6Yka.『(けちくさい）

１．１．５語幹末尾音がｕ，ｕ母音

aUka.'.（青い)，UpUkaT（大きい）

ｕｎｄｚｕ:ｋａＹ（運の強い）

umukutuka.!.（かしこい),kauMI.（痒い）

kａｔａＵｋａＴ（風が強い､犬態）

ｇａＺｄｚｕＺｋａＴ(我が強い）

ffuka､1.（黒い），gauka.!.（良い）

Ji6akuka.'.(四角い)，ssukaT(白い）

p・fkUrUka・IF(冷たい),ajaprr60rUka.I(ぬるい）

ｐａｓＴｋａｕｋａ.I.（痒くて気持ちが悪い）

pTsUka・ｆ（広い），ｍａｒｕｋａ.I.（短い）

mａＸｋＵｋａＴ（丸い),ｍａｕｔｕｋａ.!.（真っ直ぐな）

ｊｕｒｕｋａ・ＩＦ（ゆるい)，ｔｓｕＸｋａ.'.（強い）
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ｐａｋａｕｋａｌ.（こわいい）ｎｕｆｕｋａ.'.（ぬくい）

ｎｔａｕｋａ．,.（口惜しい）

１．１．６語幹末尾音がｏ母音

ｊｏＺＭ１.（弱い）

１．２．１語幹末尾音がｖ子音

ｋｉＹｋａ.I.（煙い)，ｓｕＹｋａｌ.（すっぱい）

iＹｋａＴ（重い)，

１．２．２語幹末尾音が、子音

ｊａｍｋａ.「（痛い)，ｓ・｢Ipkal.（しみて痛い）

kTmujalpka.!.（‘悩ましい）

tａｓ・ｉｋａｒａｒｐｋａＴ（気のきかない）

〔ｓＴｋａＴ〕の類

Ｈ・１語幹末尾音がａ母音

ｕｋａＸｓＹｋａＴ（こわい）

kasamasTka.（（うるさい）

uｍｕｊａＺｓＹｋａＴ（和やかな状態）

ａｔａｒａｓｌ･ｋａ．（（かわいい）

kamaras.(ｋａＴ（悲しい）

kabas､１．Ｍ!.（芳しい）
O

fu;eXmas・ika.「（きびしい）

s､1.ｄａＸｓ･ika.【（涼しい）
O

vvezmas･fka･「（羨ましい）

kＹｍｔａｒａＸｓＴｋａＴ（痛ましい）

ｎａｔｓ.l･kasTkaT（懐かしい）

ｐａｋＴｋａｓ､1.ｋａＴ（恥かしい）

pI三ｕｍａｓＴｋａ.｢（おかしい）

参考文献

平山輝男・大島一郎・中本正智『琉球方言の

総合的研究」

平山輝男・大島一郎・中本正智『琉球先島方

言の総合的研究』

鈴木一彦・林巨樹編集『品詞別・日本文法講

座』４，形容詞・形容動詞

仲宗根政善「琉球方言概説」（『方言学講座」

第４巻）

中本正智「琉球方言音韻の研究」

法政大学沖縄文化研究所『琉球の方言」1975,

1９７６，

bakasTkaT（こっけいな)，pukaras.｢ka.I.(嬉しい）
O

muts･I･kas･ｉｋａＴ（難しい)，ｊａＺｓ・ika･｢(ひもじい）

O6jamas･(kaT（やかましい）

Ⅱ・２語幹末尾音がｕ母音

ｕｔｕｒｕｓＴｋａ．!.（恐しい）

Ｈ・３語幹末尾音がｅ母音

ｋＹｍｅＸｓ､1.ｋa.I.（'快い）

ｍｅＸｓ.,．ｋa.,.（安らかな状態）
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助詞

ki：ｊａａ６ａ９ｕｉｔＪｉｂａｍｐｅＸＪｉｕｋｉｔａｉ．。

今日は私が－番早く（ｕｋｉ）起きた
uva6aiIiitika：ａｍｍａｉｍａ：ｔａｋｉｉｋａｄｉＣ

君が行くなら私も一緒に行く

ｊｏｓｉｏ６ａ９ｏａｎｌｉａｕｒ，．！
・ＰＣ●

良雄が そう言っていた

kanuja:ｊａａｎｔａ６ａｊａＸｍｕｔｕ

あの家は私の 本家

ureXta:６ａｍｕｎｕこれは誰のもの

bｕｄｕＷｍｉＺｉｋａ踊見に行こう
ＯＯ

ｋａｒｉｎＪｉｐａｔａｒａｆＹｉ･ｒｔａＺｍｉＸｎ

彼のように働く人はいない

kare：JiZriJiX9uanunnanara:ｓａ、

彼は知っているが私には教えない

pe:ｐｅ：ｔｕ･ｌＦｓｕ６ａｔａｍａ

早く取る方のものだ

kiZnusuran9upananusaki.【

木の 枝に 花の咲く

iｋｉｍａｎｕｓ１ｍａ池間の島

Ｏ

大神の島ｕｇａｍｎｕｓ１ｍａ

ｓｒｍａｋ･ＩＰｎｕｓｌｍａ島尻の島

ｋａｍｍａｎｍｉＸｒａｉｊｕｍｕｎａＺｎａｕ

向こうに見える物は何

ｎａｕｒａｒｅＸ

何ｶＡ

ｍｍａ６ａ９ｕｉｋｉＪｉｔｉｋｕＺｔｉｔｉａ､１.ｒｉＸｔａＸＵ

母さんが行って来いと言っていた

vva6:aaYri:ＵｍｕｍａｐｕｒａＪｉ９ｕｕｍｕｉＵ
お前が言うのはうそと思うよ

ｍｉｔａＸｎｕｕｔｓ・ｍｕｔａｆｋｅＺｐａｋ,1．

三人のうちの一人だはず

kanupsTtunuFI・ａｊａｍｉ９ｕ：pakrju

あの人の親は病気だはずよ

以下の調査は１９７７年２月１２日狩俣秀雄

（１９２５年生）狩俣千代（１９２８年生）氏

より行ったものである。

７ａ:ｒａＤｋａｉｉ９ａＪｉ外へ出しなさい
、ｉｎａｋａＵｐａＵｋｉ 庭を掃け

ｔＪａＸｎｕｍｉ茶飲め

Ｏ６ｅｋｉｓａｍａｔｉおあがりなさい

ｋｕｒｉＸｍｉＺｒｕこれ見なさい

ｐａｎａＵｔｕｒｉ花を取れ

ｋｉＸｊｕｐｕｒｉ木を堀りなさい

ａｍｍｏｐａｒｉ網を張りなさい

、＜網＞・ｋａｍ＜蟹＞

ｋａｍｍｕｔｕｒｉ蟹を取れ

ｐａｒｉＵｋａｔｉｒｕ畑を耕す

ｆｕｎｉＵＸｆａｉみかんを食くる

うｉｓｓｆｊａＤｋｉｒｕ石を投げる

ｉｓｉ.＜石＞感ｍｅｊｕ＜猫＞

ｍｅｊｕｋａｕ猫を飼う

ｔａｕｆｕｋｆｉ豆腐作る

ｋａ・ｆｍａｔａＯｋａｉｉｋａｔｔｉＪＪｅＺｍａｔｉＺｒｉ

狩俣に 行くから待っていなさい

ｐｉＪｉｋａｒｉｂａｋ､1.ｎｎｕｋｉＪｉｒｕ
Ｏ

寒いから着物を着なさし、

ｉｋｉｍａ池間，ｓＹｍａｋｉ、島尻

ｍｅ::ｋｕ宮古，９uranusaRY保良の崎
psTsara平良，ｍｍｎａ皆

ｕｐｕｋａｔｉｊａｒｉＢａｋｉＸｊａ

大風だから今日は

ｆｕｎｉｅＸｉｄａｓａｉｎ
Ｏ

船は出せぬ

ｉｍｉｍａｍ小波，ｕｐｕｎａｍ大波，

na6uiうねり，ｓｕＸｔｉ潮流，

ｓｕＸｔｉｎｕ９ｕｔｓｕＸｋａ.,、潮流が強い。
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ａｋａＵｋｉ＜木の名＞，ｊａｍａｓ,１．ｍｉ＜木の

実の名＞，pukakakiZ＜福木＞

aｍｉｎｕｄｕｆｉＸＴ雨が降る
Ｏ

ｔｉｋａｒａｆｕｍｕ＜うろこ雲＞

ｓｓｕｆｕｍｕ＜白雲＞，ｆｕｆｕｍｕ＜黒雲＞

ａｎｉ＜姉さん＞

ｓｕｄａＸＵａｎｔｕｎｉｔｉＺｒｌ・ａｎｅＺｍｍａｎｔｕ
Ｏ

兄さんは親に似ている姉さんは母さんに

ｎｉｔｉｚｉＩ

似ている

itJibansuda＜長男＞，；ｍａｎ＜次男＞O
O

tJakusT＜嫡子＞，ｇｉｋｉｋｊｏＸｄａｉ＜男兄Ｏ

弟＞，Bikiututara＜男兄弟＞，

ｍｉｄｕｍｕｔｕｔａｒａ＜女兄弟＞
Ｃ

ｉｔＪｉｂａｎａｎｉ＜長女＞
・Ｏ

ｕｔｕｔｕｎｋａ６ａｍｍｏ：ｆｉＸｒｕ

妹に 鏡をくれなさい

』ａＺｔｅＸｍｍｎａｔｕｊａＸｎｈＪＰｌ・

家族は皆家に居る

ｋａｍａＯｋａｉｉｌ;ＹｔｉｋａＺＵａｉｓｓａ：

あそこへ行くと叱られぞ

anna6a9akakaYkeXs・fmanupasYti、
私達が若い時にはシマのはずれに

ｕｐｕｕｐｕｎｕｋｉＺｎｕｄｕｕｉｊｕｔａＸ
Ｏ

大きな木が立ってし､た

Ｕａｎｕｔｕｋｕｍａｎｕｒａ９ｉ親の所に居ろう

tａｒｕｎｄｕｆｉＺｔａｉ誰にくれたか
O

UaXsYkamakaigupelltal
父は仕事へ行った

ｋａｂｕｎｋａｋＹｍａｕｋｅｘｎｐａ・ｆｔａｈ．
。

紙に書し､て前に張った

JibajaUmixtix9upe・rtaYO

芝居を見に行った

ｕｔｕｔｕｎｋａｋａｊｉ弟に書かせる

ｕＭｎａｚ０ｋａｉｉｋａｄｉ沖縄へ行く
｡

ｐｅ､1．ｎｕｐｓＹｋｉＯｋａｉｔａＯｋｅＸｒｉ

針の孔に通してくれ

anta5amma6a9ur：
私の母さんが来る

ｓＴｋａｍａＵｐａｋＴｍｉｕ仕事をはじめる
Ｏ

ｎａｉＪｉｔｅＸｓａｕｋＷａｓｓ･『

縫い物してから掃除をしなさい

ｐｅＸｍｕはっきりしない言葉

ika9ipeXmikate:ｍｐｅＸｍｔｉＸｇｕ
行くとか行かんとかと

ａ.,､ｒｉＸｔａＹ

話していた

ｖｖａＸｉｔａｎｕお前どこのか

ａｒａＸｍａｉｎｅ;ｎｕ私はマイネ（屋号）の

ｋａｍａｎｕ」ａ：ｎｕｆｒｔｕむこうの家の人

wa6atJakussaifukYnufaX

お前のちやくしはいくつの(時の)子（か）

ｎｉｄ５ｕＸｎｕｆａＺはたちの子

ｊａｍｋａｍ，ｐａｔａｎｕｊａｍｋａｒｉｂａｄｕｍｐｅ：i０
０Ｏ

痛い，腹の痛し､からたえられない

、ａ：ｎｕｄｕｊａｍｕｋａｒｉ９ａ非常に痛いから
O

umannapaYnuuutassT6adu
Ｏ

そこにﾊﾌﾞがし､たが

ｎａｕｍａｉａＪｉｄａｔａＹ
Ｏ

何〈もしなかったか

ｊａｍｕｎｕ＜ねずみ＞，katifuki．＜台風＞

ｋａｔｉｎｕｄｕｆｕｋｉＹ風が吹<
Ｏ

ｋａｎｕ‘『１.ｔａＸｋａｋａｄａｄｕｐｅｉ・tai、

あの心牙)書か÷,:帰ってしまった
ａ６ａｋａｋａ９ｉ私が書く

unumunutakataijari9aka:iＯ

この物高くて 買えぬ

ｍｕｎａＺ＜物は＞，ｔａｋａｔａｉ高い

ｋｉＺｎｕｍｍｔａ木の実

pankTnummta＜桑の実＞
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ｆ1.1『.I､ｓＵｎｕａｋａＹｔａＸＪｉｐａｔａｒａｋｉｌｉＹｔａＸ

上るまで 働いて月が来た

く野菜＞ｓＵ

ｊａｒａｂｉｎｕｍｉｔａＺＹｍｉｎａｋａｎ,ａｓＹｂｉＸＹ
Ｏ Ｏ

子供の三人庭に 遊んでいる

ｕｎｕｊａｍａＺｋａｎｕｊａｍａｊｕ：Ｙｔａｋａｋａｍ

この山は あの山より高い

ｋｕｔｕｊｕＸ･Ｉ・ｋｕｔｕｓｓａｎｕｆｕｋａｍ

去年より今年は温い

ｍｂｕｓｉ､ｎａｂｉｔｕｉｓ･fui・ＵｋａｒｉｋｕＸ

蒸し鍋と石臼を借りて来い

'ｉＷｉｓＵｔｕｐｕｓｕｔｕｊｕＸｔｕｊ３ｉｊｕｏＯＯ

月と星と 夜出る

ｐｕｓｓａ＜星は＞，ｐｉｔｕｋｉＪｉ＜－キシ。

キシは畑を数える助数詞＞

ｍｍａｔｕｍａＺｔａｋｉｉｌｆＹ
Ｏ

母さんと一緒に行く
Ｑ

ｓ８６ｕｐｅｒｉｔｉ：ｄｕｍｍａｇａａＹｔａＹＯ

すぐ゛帰れと母さんが言った

ｎａｒａＸｓＹｔａｒおっしゃった

ｉｋａｄａｋａＸｎａｒａｎｔｉＸｄｕａＸｒｉＸｔａＹ
Ｏ Ｏ

行かねばならなし､と言っていた

ｋａｎｕｐｐＩ､ｔｕｎｕｄｕｋａｒＹｔｉａＸｒｉＺｔａｉ．
。

あの 人が書くと言った

ｋａｋａｔｉ＜書こうと＞

ｋａｂｕｎｓｕｍｉＪｉｋｌＸｋａｋｉ
ｏ

紙に 墨で字書く

ｎａＺＵｋａｋｉＸｋａｋｉ 名前を丁寧に書く

ｕｒｉＺｍｕｔｉこれを持て

ａｔａＯｋａｉｋｕＺｄｉ明日来なさい
Ｏ

ａｎＪｉｎｕｋＹｎｔｅＺｎｄｕａｈ．
Ｏ

こんな着物しかある

ａ６ａｊｕｍａｄｉ私が読む
O

agate:ｎｊｕｍａ９ｉ私がだけ読む
Ｓｏ

ｋａｋ､1.ｔａｘ･ｉｚｍｕｎｕｎｆｉＸｄｉ
Ｏ

勝った者にくれる

ｎｕＸｍａＤｋａｉｎｕ：ｒｉ馬に乗る

ｖｖａＸｉｔａＯｋａｉｉｋａｄｉ君はどこへ行くか
Ｏ

ｕｍａｋａｒａｋａｍａＯｋａｉｂｕｄｕｒｉ
ＯＯ

ここからｔｊ､こうへ 跳べ

ｐ３ｋｕｕｋｉＸＪｉｋ（８）ｆｉ箱は木で作る

ｕｒｉＪＪｉｋ(:)ｆａｉｔｉこれで作られるか
ｆｕｄｉＪｉｋａｋｉ筆で書く

Ｏ

Ｏ

ｕｐｕｍＩｎａｇａｎａｒａｓ１ｎｅＸｎａｓｓＩ

おばあさんが教えるようにしなさい

ａｍｉｎｕｄｕｔｉＯｋａｒａｆｆｉ：ｊｕ
Ｏ

雨が．天から降る

ｔｕｄｚＹｎｕｄｕｋＹｎｕｆｕｎｉｋａｒａ
Ｏ

妻が 昨日 舟で

ｋａ･I・ｍａｔａＯｋａｉｐｅ･I・ｔａＴ

狩俣へ 立った

ｓＹｔｕｍｕｔｉｋａｒａｊｕｎａｉｔａＺｊｉ

朝から晩まで

ｐａｔａｒａｒ．,．ｔａ.,・

働く

ｊｕｓａｒａｂｉ＜夕暮。ｊｕｎａｉよりは前＞

ｓａｋｉＸｂａｍａＴＪｉｔｕｋｆ
Ｏ

（｡）
酒は 米で。作る

upuUapu9akaratua､1.kｉ：ｔａｌ

おじいさんは浜から歩いていた

ｂａｋａｔＪａｋｕ＜魚の名，鰹の餌＞
Ｏ

ｋａｔＪｕＺ＜鰹＞

ｍＩｆｉ１ｋａｒａａＹｎｘｔａ.,．道から歩いていた

ｎｉｓＹｍｕｒａｔｕＸｒｉｐｉｓａｒａＯｋａｉｉｆｒｔａｉ・

西原通って平良へ 行く

ａｖｖａｎａＸｒｉＺｔｕｋｕｍａｋａｉｋｕ

油の肉のところ買って来ﾚ、

ｋｉＸｋａｒａｋａｋｉｐａｋＹｍｉｒｕ

今日から書きはじめる

ｆｕｎｉｋａｒａｄｕｋｉＪｉ舟から来た
Ｏ

ｎｎａｍａ６ａｍｉｍａｔｉＸｒｉ９ａ『ｎａｉｋｕＸｎ
今まで 待っても来ぬ
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tａｋｉ＜竹＞，ｍＵＸｓｏＸｋｉ＜ミージョ

ーキー，箕＞，pana6i＜花＞

tuZpana＜百合＞’９asanaT＜バナナ＞

ｍａｎｄ５ｕＸ＜パパイヤ＞，ｆｕｎｉＹ＜九年母＞

ｋｕｂａ＜クパ（積榔樹）＞，ｍ、＜いも
。

（甘薯）＞，：ｕ:ｋ･【＜キビ（甘蕨）＞

puZnaY＜稲＞，ａ９ａｍｋｉ：＜アダン木＞

suJikT＜蘇鉄＞，ｋｊａＸａｉ＜いぬまき＞

ｊｕｍａｋｉＸ＜ゆうな（おおはまぽう）＞

ｔｉｎｔａｋｕ＜鳳仙花＞，ｓａｄｉｆｕ＜浜木綿＞
Ｏ

ｔｓｕｎａｍｉｎｕｎｕＸｒｉｔｕ

津波ののlまって
Ｏ

ｊａＺｍａｉｎａｇａｓａｉｎｅＸｎ

家も流されてない

tａｒｏｍａｉｋｉＪｉＫｍ太郎も来ているか

ｓＹｔｕｍｕｔｉｋａｒａｊｕｓａｒａｂｉｔａＺＪｉ(ｍａｉ）
Ｏ

朝から晩まで（も）

ｊｕｎｕｍｕｎｕＸｔｅＸｎａ・ｌＦｒｉ2.1Ｐ

同じことをばかり言うよ

ｎａｕｐａＪｉａ､ＩＰｒｉｂａｍａｉｆＹｋａＯ
Ｏ

いくら言って§も聞かぬ

ｋａｋａｂａｍｋａｋａｄａｒａＺｍａｉｄａｕｋａｍ
Ｏ ＯＯ

書いても書かなくてもよし、

ｍｉＺｍａｉｆｕｋｕｍａｉｎＥ８０
０

目も口〈もない

ｐｕｔｕｔｕＸｄｕｆ･I･ｔａ.,．、ａｚ
Ｏ

一昨日ぞ来たんだろう
Ｏ

ｕｒｅｚｔａｘｇａＩｎｕｎｕｊａｒｅｚ

これは誰が 者カユ

ａＺｊａｋｉＺｒｏｉ 栗はきいる

ｉｎｎａｎｕｓｕｎｕａｕｍｕｎｕＸｄｕｌｆｉＩｓｕｋＹ
ＯＯＯ

犬は主の言うこと聞く

ｆｕｍｕｎａＺｓｓｕｍｕｎｕｊｕＸＵｄａｍｉ
Ｏ

黒し､物は白い物よりだめ

ｐｅＺｐｅＸｕｋｉｔａｋａＸｍｕｎａＺｍｕｒａＺｉｎ

早く起きたら物はもらえる

ｍｕｌｆＴ､１．ｋ(u）ｆｉ餅を作る
Ｏ Ｏ

ａ６ａｋａｋａｄｉ 私が書くのだ
O

kuri6adudaukaこれがよし、
ＯＯ

ｕｔｕｔｕｎｕｍｉＸｔａｋａＺｓｕｋｕｍｕｄｕｒｉｋｕｘ
Ｏ

弟のいなかったらすぐ゛戻って来い

ａｎＪｉｊａｒａｂａｍａｉｂａＪｊｉｔｉｋａＸ
ＯＯ

それでも忘れてカユらは

ｖｖａｕｂａＸｊｕｒｕｓａｔｅＸｎｓａＸ
Ｏ

君をば許さんぞ

ｕｐｕＵａｉｒＹｍｍｅｔｉｊｅｘ

じいさんはいついらっしゃるかしら

tax3a9ussasTtaY6assaiO
誰が 知らしたか分からない

ｋｕｒｅＸｎａｕｊａｒｅＸこれは何かしら

Ｏ

ｋＹｘｊｕｍａｍｌｎｕｎａＺａｇａｔａｆｕｋｅｘｔｅｘＤ
Ｏ

字読めなし､のは自分一人だけかしら

ｔａｆｕｋｅ：＜一人＞，ａｊａ＜字（古語）＞

ａｍｍａｉｍａＸｔａｋｉｆａｘｄｉ
Ｏ

私〈も一緒に食べよう.

ｕ「ｉｍａｉｋａｒｉｍａｉｄａｕｋａｍ
Ｏ

これもあれ〈もよい

Ｊｉｔｉｂａｍａｉｊｉｔｉｔａｒａｘｍａｉ
Ｏ

捨てて《も捨てなくて〈も
ｏ

ｖｖａｇａｐｕｎｔａｉ

君が 勝手

ｋａｇｕｔＪａｍａｉｓＹｕｍａｉ

かぼちゃも冬瓜も

ｕｐｕｎｉｍａｉｔｕｒｉｋｕｘ

大根も取って来い

、ｒｉｋｕＺｉｒａ取って来いよ

ｓ１ｍｎａ＜ねぎ＞，ｐｉＹ＜にんにく＞
ＩＯ

ｔａｍａｎａ＜きゃくつ＞，Ｊｉｒｌｌｎａ＜しま名＞

ｄａｋｅｏ＜にら（明瞭な９）＞Ｏ

ｍａｌｆｌｋｉＸｍａｉｋａｋｉｌｎａｒａｋｉＸｍａｉ（ｔｕ）

松木もガジマル木も（と）
？ｕｉｊｕＸ

生えている
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ｉｍｉｉｓＴ＜小石＞，ｊａｆ.,.(珊瑚礁）

ｋａｎｕｐｆｉ・ｔｕＵｋａｋａｔｉＺｄｕａ､１．ｔａ,１．
０

あの人は書くと言った

ａｎｊｉｎｕｔｕｋｕｍａｎａＸｕｋａｋｕｎａ

そんな所名前を書くな

ｋａｎｕｍｍｅＺｋｕｎｕｍｍｉｊｕＺＩｔａｋａｋａｍ

あの嶺はこの嶺より高い

kａｎｕｊａｍａＸｔａｋａｋａｍあの山は高い

ｋａｎｕｊａｍａＸｍａＸｎｕＺｔａｋａｆｆａｎｅＸｎ

あの山はそんなに高くはない

ｕｒｅＸｄｕｍｓｓａｉｄａｋａＸｎａｕｎｕｄｕｓｓａｉｄｉ
００ ０ Ｏ

これさえ分からないのに何が分かるか

ｊｕｔｕｍｔｅＺｎｄｕｓｓａｉＭ
Ｏ

女さえ分かるのに

ｂｉｋｉｄｕｍｓｓａｉｍｕｎａＸｎｅＸｎ
Ｏ Ｏ

男分からないものはなし、

ｕｐｕＵａｓａｋｉｔｅｘｎｄｕｎｕｍｉＹ
Ｏ

じいさんは酒ばかり飲んでし､る

ｍｅｒｉｉＰ＜召し上がっている＞

ｉｆｕｋＭｕａｒｉＹｋａｊｕｍｉｍｉＸｒｕ
Ｏ

レ､くつ あるか読んでみなさい

ｕｎｕｌＵＵｎａｕｎｕｐｕｓａｊａＸｒｅＸ

この魚はいくらするカユ

ａ６ａｔｅＸｎｉｋａｄｉ 私だけ行く
Ｏ

ｎａｕｒｉｂａｄｕｍａＺｎｕｊａｉｊｕ「ｅＺ
ＯＯ

どうしてこんな|こやせたか

ｕｐｕｐ１ｔｕｍａｉｊａｒａｂｉｍａｉｕｐｏＸｓａＵＩ

大人も子供も沢山いる

kanupf.,.tunu9unpataraf.,、
あの人くらい 働く

βＩｔａ：ｍｉｘｎ

人はいない

ｋａｒｉｎＪｅＸａｎｕｍｍａｉｐａｔａｒａｋａｉ、

彼くらいは私も働けない

ａｔｕｎｎａｔａｆｕｋｅＺｔｅＸｎｄｕｎｕｋｕＴ
Ｏ

後には一人だけ残る

ｕｎｕｊａＸｊａｕｐｕｋａｍｎａＺ

その家は大きいね

fa:jantaOkai9upextazre：

子供はどこへ 行ったか

urijuX7kari6a9u9auka.「
これよりあれがよい

ｄａＵｋａｍ＜上等＞
O

da､fkam＜なまけもの＞（〔9〕は〔（?〕の
◎

ようにも聞こえる。〔u〕〔Ｙ〕の最小対立か）

ｓａｍＪｉｍｊｕＺｉｋｏｔｏｎｕｄｕｄａＵｋａｌ
ＯＯ

三味線より琴カミ上等

ａｎＪｉｎｕｋｕｔｕａｓｓｌｍｕｎａＺ

そんなことするのほ

ｖｖａ６ａｐｕｋａｎｎａｍｉ：o

お前より外には居ない

ｓａｔａＺａｋ・ｒｍａｋａ､1.ｓｕｋａｄｕ
Ｏ

砂糖は甘し、が

ｍａＺｓｕＺｓｕｋａｒａｋａ.「

塩はからい

vva5apukannajanakutu

お前より外には悪い事

ａｓ.,.β､,､tuZｍｉｘ、

する人は居ない

ａｒａＸＦｕｊｕｊｕＺ､１．，alf･Ｉ･ｎｕｄｕｄａＵｋａＴ
ＯＯ

私は冬より夏がよし、

ｖｖａｎａＪｉｒａｉｍｕｎａＸｎａｏｒｎａｉｎｅＸＵ

お前にできないものは何もない

くやるものは＞ｆｉＺｍｕｎａＺ

ｖｖａＸｍｕｎｕｆａ:daitaOkai9upelre：Ｏ

君は物食べずにどこへ 行くか

ｐｅＸ.!.＜行く＞，ｐｕｔａ＜浜＞

ｍｍｎａ６ｕＸｊａｐｕｔａｎｔａａｌ

砂｜ま浜にある

ｋａｉｒａｓｉＩ＜海の石，２０ｃｍ位のもの＞

ｉｓＹ＜石＞，ｕｐｕｉｓＹ＜大石＞
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ｎａｕｒｉｂａｄｊａｎｊｉｍａＸｎｕｊｕＸｋａＸｊａｒｅＸ
ＯＯ

どうしてあんなにまで弱いか

ｋ､1.ｋ.1.ｓｕｎｕａｋａ,ｌｒｔａＺｌｉｐａｒｉＸｋａｄｉ､ｌｒ
Ｏ

月のあがる迄畑を耕す

ａｎｔａＸｆｕｎｉＯｋａｉｎｕＺｂｕｓｕｋａｍ
Ｏ

私達船に乗りたし、

ａｒａ：＜私＞，ａｎｔａ２＜私達＞

ｖｖａｔａｍａｉｋａＸｔｅＺｎｎａＺ

君らも買いませんか

ｕｍａｎｄｕａｌｎａ： ここにあるか
Ｏ

ｉｔａｎｄｕａｒｅＸ どこにあるカユ
Ｏ

ｐｕｒａＪｉｋａａｕｎａ うそ言うな

ｕｐｕｍｍａＺｊａＺｎｄｕｕ「ａｍａｌ
Ｏ

ばあさんは家}こし､らっしやるか

ＵｆｎａＸ 居るか

ｎｎａｍａｋ･ｆｓＴｐｉｔａＸｕｐｕＵａｎａＸ

今度いらっしゃる方はおじいさんですか

nnamatarTji8a9umaniau

今立てば間にあう

ｋａｎｕｊａｒａｂｅＺｍａＸｎｕ
Ｏ

あの乙女は大変

apara5ikamaranna：

美しいんじゃないか

ｖｖａｉｋａｄｉｉＫａｔｅＺｎ君は行くか行かないか
Ｏ

ｋａｒｉｕｒｉこれかあれか

ｕｔｅＺ＜むこう＞，ｋａｍａ＜あっち＞

ｉｍｋｉｔａｋｕｕｔｕｒｉｋｕＺｄｉ
Ｏ

海行って蛸を取って来る

ike＜烏賊＞，ｓａ９ａ＜蟻＞

Ｊｕ９ｉ＜２～３斤くらいの小さな鮪＞
ｓａＺｒａ＜さわら＞

ｕｎｕｓｌｋａｍａＺｎａｒｉｔａＺＵｒｉＸｒｉｔｕｋａＺｋａ：

この仕事はなれないカユら疲れる

ｐｕｋａｒｉｋａＸｉｒａＸ疲れるね

ｐｕｋａｒａｓＴｋａｔａｚ嬉しかったなあ

mamti：g1na9auutuji

本当に涙をおとしたよ

maxnuka6ikaira：いい格好だれ

ka6ikam＜上等＞

ｐ１ｒｕｍａｓＴｋａｍｉｒａＺ珍しいね

kari6atumi:Ｔｍｕｎａ：naU6aira：

彼がさがしている物はどれだろう

ﾖjwo總継lmli：…１
だから用心してやりなさい

。

ｖｖａｔａＸＩｎａｓａｇａｍｔｉｕｍｕｉｆｉＺｔａｉｒａ

君らは注意して思ってくれよ

』ａｒａ９ｉｔｕａｕｎａ童とけんかするな

、ａｕｒｉｂａｄｕｖｖａｎｉＹｋａｔａＺｒｅＸＯ◎

どうして君は遅かったカユ

ＪｉｎＪｉ：ｊａｎｎａｍａｄｕｍｍｅＹｕｔａＺ
Ｏ

先生は今いらっしゃったか

ｎｎａｍａｄｕｒＹｔａＹ今来たか
Ｏ

ｋａｎｕｉｒａＺｕｐｕｋａｔａＸＴｔａｒａｓｓａＸ

あのね大きかったでしょう

ａｋａｐａｎａＸ＜仏桑華＞

ｋｉ：ｎｕｊｕ:ｊａｐｕｓｓｉ９ｉ９ｕｐ雪YkariY
今日の夜は星が出て光る

l;:sJ9usupeXmku:t､:mpexm
来るやら来ないやら

ｒ1.s･ｒｄｕｓｕａｒａＯｋｕＸｎａｒａＯｍｅＸｔｅＺＪｉｒａｉＯ

来るやら来ないやらあてにならぬ

Ir1.s・ｌｒｄｕｓｕｋａｋｕＸｎｋａｋｕｍｕｓａｍｍｅＸＪｉｒａＩＤ
Ｏ

来るか来ないかあてにならぬ

ｋｕｒｉｔｅＸｍｍｕｔｉｋｕＺこれだけ持って来い

、ａＷ６ａｍｅ：mutikuZ

米だけは持って来い

kari6alfi､tika：ssaiduss.（
Ｏ

彼が来れば分かる

ａｒｉＺｔｉｋａＸａｎｕｎｆｉＸｒｕ

あったら私にくれなさい
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ｕｍａＯｋａｉｋｕＺ ここへ来い

ａｎｕｎｎａａＪｉｒａｉｎ私にはできない

ａｎｊａｔｉｋａｚａＪｊｄｉ私ならする
Ｏ

ｍｉ6.ｉｊａ｢abamalnumlbus・ｆｋａｍ
ＯＯ

水で〈も飲みたし、

ｔａｒｕｊａｒａｂａｍａｉｋｕＺ
Ｏ

誰でも（よいから）来レ、

ａｎｕｋｕＸｔｉＺｄｕａＹｔａＴ私を来いと仰った
Ｏ

●●●●

ａｎｕ：ｂａＸｋｕＸｔｉＺｄｕａＩｔａＩ
Ｏ Ｏ

私をば来レ、と仰った

ｋａｄｉｎｕｆｕｋｕｔｉｋａＺｐａｎａＸｕｔｉｄｕｓｓ，
。 ◎

風の 吹けば花は散る

ａｌＩｕｓｌｎｅＸｎ有るかないか

ａｌｐｅＺｍｎｅｍｐｅＸｍｓｓａｉｎ

有るかないか分からない

ａｂｉｒｉｂａｍａｉｍｅＺｋｅＺｔｕｍｍｉＺｎ
ＯＯ

呼んで〈もふりかえらない

ｍｕｔｉＸｒｉｂａｍａｉｋｕＸｎ
。

待っていたが来なし、

ｋｕＺｄａｔａｌ 来なかった
Ｏ

ｎａｕｂａＪｉｕｍｕｊｕｒａｂａｍａｉＪｉｒａｉｎ
ＯＯ

どう思って《も（後悔しても）出来ない

それ程ではないｍａＺｎｕＸａｒａｎ

ｍｉＸＪＪｅＸＯｉｋｉ 見ながら行く

ｍｍｅｊａＺｙｋａｉｉｋａｄｉもう家に帰ろう
Ｏ

ｎｌｍｅｐｉＺｍａｋａＺａＪｉＸｒｉｉｋａｄｉ
Ｏ

くもう少し立ってから行こう
Ｏ

ｕｒｅＺｔａＸｇａｍｕｎｕこれは誰のもの

ｍｍｅｄａｉｋＹ．もう大変
。

ａｍｉｎｕｆｉ：ｒａｂａｍａｉｋａｄｉｎｕｆｕｋａｂａｍａｉ
ｏ００

雨の降っても風の吹いて〈ｂ

ａｒａｘｋａｎａｒａｋＴｉｋａｄｉ
Ｏ

私は必ず行く

ｊｕｓａｒａｐｅＺｐｉＪｉｋａｒｉｂａ
Ｏブ

タ方は寒し、から

ａＺｒａＯｋａｉｊａｉｄｉｒａｉｎ
Ｏ

外へは出られなし、
Ｏ

ａｇａｋａｋａｄｉｓｓｅＺｖｖａ
Ｏ

私が書くから君は

ｋａｋａｄａＺｒａｍａｉｊｕｎｕｍｕｎｕ
Ｏ

書かなくて〈もよい

ｉｍｋａｉｉｋＹＪｅＺＤｐａｒｉＯｋａｉｆｆａｉｊｕ

海へ行きながら畑へ肥料を

ｋａｔａｍｉｉｋｉ

かつし､で行く

ＪｉＺｒｉＪｉｔｉＸｄｕｎａｒａＸｓａｎ
Ｏ

分かっていながら教えなし、

ａｎＪｉａＪｉｂａｍａｉｖｖａｇａｐｕｎｔａｉ
Ｏ

そうして〈もしなくても君が勝手

ａＪｉｄａｒａｚｍａｉしなくても
o

nau9ajiauribamaiIi・ｆｋａｎＯ

どんなに言って〈も聞かぬ

ｋｉＸｊａｉｋａｄａａｔａＺ０ｋａｉｉｋｉ
Ｏ

今日は行かなし､で明日に行け

ａｓｕｂａｔａｋｕ 遊}まんで来なさし、
ｏ

ｕｎｕＩｎｕｎａＺｔａｋａｔａｉｊａｒｉＺｒｉｔｕｋａＺｉＯ

この品物は高いから買えない

uｋｉｍｉＸＴ起きなさい
◎

､alf､fsaplsanagakam夏は日が長い
Ｓ・．

。

､alf･rsajUZamarukam夏は夜は短い

ｋａｒ・ｆＪｉｔｉｋａＸｋａｋａｉｄｕｓＴ書けば書ける
Ｏ

ｔａｋａｔａｉｊａｒｅＺｋａＵｎａ高し、なら買うな

ｔａｋａｋａ･ｆｎａｋａｄｕｎｕＸｂｕｓ･｢ｋａＴ
ｏＯ

高し、程登りたし、
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